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序 文

福島県浜通り地方を縦貫する常磐自動車道は，昭和６３年に埼玉県三郷～いわき中央間，平

成１１年にいわき中央～いわき四倉間，平成１４年にはいわき四倉～広野間が開通し，現在は富

岡までの区間で工事が進められています。

この常磐自動車道建設予定地内には，先人が残した貴重な文化遺産が埋蔵されており，周

知の埋蔵文化財包蔵地を含め，数多くの遺跡等を確認しました。

埋蔵文化財は，それぞれの地域の歴史と文化に根ざした歴史的遺産であると同時に，我が

国の歴史・文化等の正しい理解と，将来の文化の向上発展の基礎を成すものです。

福島県教育委員会では，常磐自動車道建設予定地内で確認されたこれらの埋蔵文化財の保

護・保存について，開発関係機関と協議を重ね，平成５年度以降，埋蔵文化財包蔵地の範囲

や性格を確かめるための試掘調査を行い，その結果をもとに，平成６年度から，現状保存が

困難な遺跡については記録として保存することとし，発掘調査を実施してきました。

本報告書は，平成１４年度に行った富岡町に所在する後作Ａ遺跡（２次調査）と大熊町に所在

する上平Ａ遺跡・道平遺跡の発掘調査の結果をまとめたものです。

この調査では，後作Ａ遺跡から縄文時代早期の土器や土坑が発見されました。また，上平

Ａ遺跡では，馬蹄形に配置された縄文時代前期の竪穴住居跡，道平遺跡からは縄文時代後・

晩期の土器が発見されました。

今後，この報告書が，県民の皆様の文化財に対する御理解を深めるとともに地域の歴史を

解明するための基礎資料として，さらには生涯学習等の資料として広く活用していただけれ

ば幸いに存じます。

最後に，発掘調査から報告書の作成にあたり，御協力いただいた日本道路公団，財団法人

福島県文化振興事業団をはじめとする関係機関並びに関係各位に対し，感謝の意を表するも

のであります。

平成１５年１２月

福島県教育委員会

教育長 � 城 俊 春





あ い さ つ

財団法人福島県文化振興事業団では，福島県教育委員会からの委託により，県内の大規模

開発に先立ち，対象地域内にある埋蔵文化財の調査を実施しております。常磐自動車道建設

にかかる遺跡の調査につきましては，平成６年度から平成８年度までに，いわき中央ＩＣか

らいわき四倉ＩＣ間のうち，いわき市四倉町に所在する１０遺跡の調査を実施いたしました。

さらに，平成９年度以降はいわき四倉ＩＣから富岡ＩＣ予定地間にかかる遺跡の発掘調査を

実施しており，平成１４年度からは富岡ＩＣから相馬ＩＣ予定地間にかかる遺跡調査に着手い

たしました。これまでにいわき市四倉町・広野町・楢葉町・富岡町・大熊町の３８遺跡の発掘

調査を実施いたしました。

本報告書は，平成１４年度に実施した発掘調査のうち，富岡町に所在する後作Ａ遺跡（２次

調査）と大熊町に所在する上平Ａ遺跡・道平遺跡の調査成果をまとめたものです。

後作Ａ遺跡からは，縄文時代早期の押型文土器や大平式土器，田戸下層式土器などの貴重

な土器が発見されました。また，縄文時代早期中葉から後葉の土坑も見つかっています。上

平Ａ遺跡では，縄文時代前期前葉の遺構と遺物が発見されました。竪穴住居跡は，直径約３０

ｍほどの広場を囲むように馬蹄形に配置されていました。また，火災で焼失したと考えられ

る住居跡も１軒見つかりました。道平遺跡は，遺跡の縁辺部の調査になりましたが，縄文時

代後期から晩期にかけての土器が発見されました。

今後，この報告書を郷土の歴史研究の基礎資料として，広く活用していただければ幸いに

存じます。

おわりに，この調査に御協力いただきました日本道路公団東北支社いわき工事事務所，福

島県担当部局，富岡町・大熊町ならびに地元の方々に深く感謝の意を表します。

なお，埋蔵文化財の保護につきまして，今後ともより一層の御理解と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

平成１５年１２月

財団法人 福島県文化振興事業団

理事長 佐 藤 栄 佐 久





緒 言

１ 本書は，平成１４年度に実施した常磐自動車道（いわき工区）遺跡発掘調査にかかる埋蔵文化財の

発掘調査報告である。

２ 本書には，富岡町と大熊町に所在する下記の遺跡の調査成果について収録した。なお遺跡所在

地の小字名と遺跡名が異なるが，遺跡名は福島県遺跡地図（福島県教育委員会編：１９９６）に従って

いる。

遺跡番号 ５４３０００５５；後作Ａ遺跡（富岡町大字上手岡字後作地内）

５４５０００１５；上平Ａ遺跡（大熊町大字大川原字南平１８９２，１８９３，１８９４番地）

５４５０００１４；道 平遺跡（大熊町大字大川原字西平１８４５，１８４６，１８４７番地）

３ この発掘調査事業は，福島県教育委員会が日本道路公団の委託により実施したものであり，実

際の調査業務は，福島県教育委員会が財団法人福島県文化振興事業団に委託して行ったもので

ある。

４ 財団法人福島県文化振興事業団では，遺跡調査部遺跡調査課の下記の職員が調査を行った。

専門文化財主査 山内 幹夫 文化財主査 宮田 安志

文化財主事 門脇 秀典 文化財主事 坂田 由紀子

また，臨時的に下記の遺跡調査部遺跡調査課の職員の協力を得た。

発掘調査： 福島 雅儀・�野 滋夫・福田 秀生

整理調査： 国井 秀紀・山元 出・大波 紀子・笠井 崇吉

５ 本書の執筆にあたっては，調査を担当した調査員が分担して行い，文責は文末に示した。

６ 本報告書は，後作Ａ遺跡については坂田が，上平Ａ遺跡については門脇が，道平遺跡について

は宮田が編集し，全体を山内が総括した。

７ 本書に掲載の地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の２．５万分の１および５万分の１地

形図を複製使用したものである。「（承認番号）平１５東複第２４９号」

８ 発掘調査から本報告書を作成するまでに，次の機関と研究者からご指導・御助言をいただいた。

（順不同・敬称略） 富岡町教育委員会・富岡町公民館・大熊町教育委員会・大熊町民俗伝承館・

大熊町文化センター・仙台市教育委員会・七ヶ浜町歴史資料館

主浜 光朗・木村 浩二・佐藤 甲二・酒井 正直・川村 正・山田 廣

９ 本文中の氏名については，敬称を省略させていただいた。

１０ 本書に収録した遺跡の調査記録および出土資料は，福島県文化財センター白河館（まほろん）で

保管する予定である。
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用 例

１ 本文中，もしくは挿図中に使用した略号は次の通りである。

ＴＯ：富岡町 ＯＫ：大熊町 ＵＳ．Ａ：後作Ａ遺跡 ＵＤ・Ａ：上平Ａ遺跡 ＤＤＲ：道平遺跡

Ｌ：遺構外の堆積土 �：遺構内および遺物包含層の堆積土 ＳＩ：竪穴住居跡 ＳＸ：竪穴状遺構

ＳＫ：土 坑 ＳＳ：集石遺構 ＳＧ：焼土遺構 ＳＣ：木炭窯跡 ＳＨ：遺物包含層

Ｐ：小 穴 Ｆ：風倒木痕 Ｔ：トレンチ Ｇ：グリッド

２ 本書の遺構図の用例は次の通りである。

（１）方位の表記がない遺構図は，全て真北を指す。座標南北線は真北を示す。

（２）挿図中に示した標高は，東京湾平均海水面からの海抜高度を表している。

（３）縮尺率は掲載する遺構の大きさと性格により適宜決定した。選択した縮尺率については，ス

ケールの脇に表示した。原則として竪穴住居跡・竪穴状遺構・焼土遺構は１／５０，土坑は１／４０

・１／５０，集石遺構は１／２５・１／５０の縮尺率とした。

（４）ケバは原則として遺構内の傾斜部は�で表示したが，相対的に緩傾斜の部分は�で表してい

る。また，�は後世の削平が明らかである場合に使用した。

（５）挿図中の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。

（６）竪穴住居跡等でピット番号の下に示した，（ ）内に表記した数字は，床面からの小穴の深さ

を，〔 〕内に表記した数字は検出面からの小穴の深さを示している。単位：�。

（７）挿図の土層注記で使用した土色名は，『新版標準土色帖２２版』（小山正忠・竹原秀雄編著１９９９，

日本色研事業株式会社発行）に記載された色調に基づいている。

３ 本書の遺物実測図の用例は次のとおりである。

（１）縮尺率は掲載する遺物の大きさと性格により適宜決定した。選定した縮尺率については，ス

ケールの脇に表示した。原則的には，土器・土製品を１／３縮尺，石器を１／２・２／５・１／４

・１／６縮尺，拓本を１／３縮尺とした。

（２）縄文土器の断面は白ヌキで表示した。粘土紐の積み上げ痕跡は断面では一点鎖線で表記した。

胎土中に植物繊維を混和する縄文土器については，断面に▲を表示した。

（３）遺物実測図中の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。

（４）計測値は各実測図の下に，推定値は（ ）で表示した。

４ 文章中の遺物点数は，すべて破片点数である。

５ 遺物については挿図ごとに１番から番号を振り，その番号を挿図番号と組み合わせて遺物番号

としている。 ［例］ 図７の１番の土器…７図１

６ 挿図中の遺物番号は，自然科学分析・写真図版の個々の遺物に付けた番号と一致する。

７ 引用・参考文献は，執筆者の敬称を省略し，巻末にまとめて収めた。
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序 章

第１節 調査にいたる経過

常磐自動車道建設事業の概要

常磐自動車道は，埼玉県三郷市を起点として，千葉県・茨城県・福島県浜通り地方を縦貫して宮

城県に至る，太平洋沿岸の交通の大動脈として計画された路線である。この計画の内，三郷インタ

ーチェンジ（以下ＩＣと略す）からいわき市のいわき中央ＩＣまでは，昭和６３年に供用が開始され，

さらに，いわき中央ＩＣからいわき四倉ＩＣまでは平成１１年３月に供用を開始している。また，平

成１４年３月には，いわき四倉ＩＣから広野ＩＣまでの区間が開通している。

これらの供用が開始された区間の内，茨城県境からいわき中央ＩＣまでの間に所在する埋蔵文化

財に関しては，昭和５９・６０年にいわき市教育委員会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託して

４遺跡について発掘調査を実施した。いわき中央ＩＣからいわき四倉ＩＣ間までの埋蔵文化財に関

しては，平成６年から９年まで好間から平赤井・平窪地区の１０遺跡の発掘調査をいわき市教育委員

会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託して実施し，四倉町大野地区の１０遺跡の発掘調査を，

福島県教育委員会が財団法人福島県文化センターに委託して実施した。

いわき四倉ＩＣ以北の路線については，平成３年にいわき四倉ＩＣから富岡ＩＣ間が整備計画路

線に格上げされ，平成５年には施工命令が下されている。さらに，富岡ＩＣ以北についても，平成

８年に相馬ＩＣまでの区間が整備計画路線となり，平成１０年に施工命令が下されている。

図１ 常磐自動車道位置図
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福島県教育委員会では，いわき四倉ＩＣから宮城県境の間の路線内に所在する埋蔵文化財に関し

て，平成６年度より表面調査を開始し，平成１０年度までに終了している。この成果を受けて，平成

７年度よりいわき四倉ＩＣから富岡ＩＣ間までの試掘調査を実施し，平成９年度からは同区間に所

在する遺跡の発掘調査が開始されている。平成９年度はいわき市内の５遺跡と広野町内の１遺跡の

発掘調査を実施し，平成１０年度はいわき市内の４遺跡，広野町内の３遺跡，楢葉町内の３遺跡，富

岡町内の２遺跡の発掘調査を実施した。この平成１０年度の調査により，路線内に所在する遺跡の内，

いわき市内に所在する遺跡の発掘調査は全て終了した。平成１１年度は，広野町内の４遺跡，楢葉町

内の５遺跡について実施した。平成１２年度は，広野町内の１遺跡，楢葉町内の７遺跡，富岡町内の

５遺跡について実施した。この平成１２年度の調査により，路線内に所在する遺跡の内，広野町内に

所在する遺跡の発掘調査は全て終了した。平成１３年度は，楢葉町の１遺跡，富岡町内の５遺跡につ

いて実施した。平成１３年度の調査では，路線内に所在する遺跡の内，楢葉町内に所在する大谷上ノ

原遺跡の楢葉パーキングエリア２期線部分を残して終了した。

平成１４年度の調査経過

平成１４年度常磐自動車道遺跡発掘調査事業は，４名の調査員を配置して対応した。調査対象は，

第１２次工事区間の双葉郡富岡町から第１３次工事区間の大熊町までの３遺跡である。当初第１２次工事

区間の富岡ＩＣまでについては日本道路公団東北支社いわき工事事務所，第１３次工事区間の大熊町

以北については相馬工事事務所がそれぞれ管理していたが，７月１日付けをもって富岡ＩＣから浪

江ＩＣまでの区間についてもいわき工事事務所が管理することとなった。

平成１３年度から継続発掘調査となる富岡町後作Ａ遺跡については，県内遺跡分布調査事業により

４月１２日から未試掘範囲３，８００�の試掘調査が開始され，その結果，路線内要保存面積２，５００�が確

認された。４月１９日に福島県教育委員会と日本道路公団東北支社いわき工事事務所との間で保存協

議がなされ，確認された要保存面積２，５００�の発掘調査を実施することとなった。それを受けて福

島県文化振興事業団は発掘作業員雇用手続きや連絡所設置・駐車場整備などの準備作業を進め，４

月２３日に現地の発掘調査を開始した。調査区は第１次調査区の東側で，段丘上平坦面と沢谷頭部の

調査となった。段丘上平坦面からは縄文時代早期の土坑，沢谷頭部からは縄文時代早・前・晩期の

遺物包含層が検出された。古くは日計型押型文土器や田戸下層式土器が伴う土坑が確認され，遺物

包含層からは数多くの縄文土器が出土した。発掘調査は富岡ＩＣの工事と並行して進められ，調査

区内の町道茂手木１号線部分については，工事用道路の交差計画と合わせて迂回路を造った後に調

査した。発掘調査は６月２０日に終了し，現地引渡しを行った。

大熊町以北の遺跡については，５月７日から県内遺跡分布調査事業により試掘調査が行われ，大

熊町道平・上平Ａ遺跡についてそれぞれ要保存面積が確認された。その結果を受けて６月１９日に福

島県教育委員会と日本道路公団東北支社相馬工事事務所との間で保存協議がなされ，工区内の１期

線部分について，上平Ａ遺跡を先行して発掘調査することが確認された。その後７月１日付けで富

序 章
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岡ＩＣから浪江ＩＣまでの区間がいわき工事事務所に管理替えとなったことにともない，改めて７

月１７日にいわき・相馬両工事事務所を交えた協議を実施した。その結果，調査条件の整った上平Ａ

遺跡３，３００�については先行して発掘調査を開始し，道平遺跡については２，４００�について調査条件

が整った後に調査を開始することが確認された。このことを受けて，上平Ａ遺跡は７月２９日から現

地調査を開始した。同遺跡は調査が進むにつれて，縄文時代前期の竪穴住居跡や土坑が多数検出さ

れ，集落跡であることが確認された。道平遺跡についても駐車場用地や残土置き場の確保等条件整

備作業が行われ，９月２日より現地調査が開始された。今回の調査区は以前に大熊町が発掘調査を

行い土器埋設遺構をはじめ数多くの縄文時代後・晩期の遺構・遺物が検出された箇所よりも北西側

に離れており，縄文時代晩期・平安時代の土坑と希薄な遺物包含層が確認されたのみであった。

上平Ａ遺跡は縄文時代前期前葉のまとまった集落跡であることが確認されたため，１１月７日に空

中写真撮影を実施，１１月２１日には福島県教育委員会・大熊町教育委員会共催による現地見学会を開

催した。現地見学会には地元大熊町を中心として約１３０名の参加があった。その後調査は順調に進

み，道平遺跡は１２月４日，上平Ａ遺跡は１２月２４日に調査を終了し，両遺跡とも１２月２４日に現地引渡

しを行った。 （山 内）

第２節 遺跡の位置と自然環境

位 置 福島県は東北地方南端に位置し，面積１３，７８２�である。この内，およそ８割は山地で占め

られ，東部には太平洋に沿って阿武隈高地，中央部には奥羽山脈，西部には越後山脈がせまってい

る。これらの山地はほぼ南北に走り，県内は太平洋側より「浜通り地方」・「中通り地方」・「会

津地方」の三地域に区分される。

本報告書に掲載した３遺跡は，浜通り地方中央部の双葉郡内に所在する。行政区分では，第１編

で扱う後作Ａ遺跡は双葉郡富岡町上手岡地区に，第２編上平Ａ遺跡・第３編道平遺跡は双葉郡大熊

町大川原地区に位置する。

後作Ａ遺跡は双葉郡富岡町大字上手岡字後作に所在し，北緯３７°２２′２７″，東経１４０°５７′５５″

（世界測地系，以下同じ）に位置する。遺跡は大熊町との町境に近い富岡町北端部に所在し，ＪＲ夜

ノ森駅から西北西に約２．５�，県道いわき・浪江線から東へ７００ｍの地点に位置する。

上平Ａ遺跡は双葉郡大熊町大字大川原字南平に所在し，北緯３７°２３′１０″，東経１４０°５８′０″に

位置する。ＪＲ大野駅から南西に約３�，県道いわき・浪江線から東へ１�の地点に位置する。

道平遺跡は双葉郡大熊町大字大川原字西平に所在し，北緯３７°２３′２６″，東経１４０°５７′５９″に

位置する。ＪＲ大野駅から南西に約２．５�，県道いわき・浪江線から東へ７００ｍの地点に位置する。

地 形 浜通り地方の地形は，おおむね西高東低であり，西の阿武隈高地から河岸段丘地帯・海岸

低地の順に標高が低くなり，太平洋に至る。したがって大熊町・富岡町の地形も同様に，西半部は

阿武隈高地東縁部の山地で占められる。また太平洋から西へ約７�地点には，標高１００ｍの等高線

第２節 遺跡の位置と自然環境
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８０ｍ�
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８０ｍ� 大川原川�

に沿うように双葉断層が南北に縦走し，山地と河岸段丘地帯の境界をなしている。

大熊町・富岡町を流れる主な河川は，北から夫澤川・小入野川・熊川（大熊町）と富岡川・紅葉川

（富岡町）である。これらの河川は阿武隈山地に源を発し，山間部で険峻で樹枝状の渓谷を刻んでい

る。双葉断層の東側に入ると河床勾配は緩やかになり，富岡川や熊川などの河川両岸には河岸段丘

地形が発達している。

この段丘は，標高の高いもの（ 年代の古いもの ）から，高位段丘，中位�段丘・中位�段丘・中位

�段丘，中位�段丘，低位�段丘，低位�段丘と呼ばれている。この内，富岡・大熊町には主に中

位面が発達し，その大部分は隆起扇状地的な山麓河成平坦面を形成している。これら中位段丘面は，

更新世後期の最終間氷期の海進・海退に伴って形成されたと考えられている（久保ほか １９９４）。

平成１４年度に調査した後作Ａ遺跡・上平Ａ遺跡・道平遺跡は，共に海岸線から約６�付近に位置

している。これらは熊川と富岡川の間に発達した段丘面上に立地している。

後作Ａ遺跡は南北を仙台層群から成る丘陵地に挟まれた中位�段丘面上に位置し，標高は約８４～

８９ｍである。遺跡の南北は標高差約５ｍの開折谷によって浸食されている。さらにこの開折谷を挟

んで丘陵地が拡がっている。

上平Ａ遺跡は熊川支流の大川原川右岸の中位�段丘面上に位置し，遺跡の標高は約７４ｍである。

後作Ａ遺跡とは同一段丘面に立地する。上平Ａ遺跡の南側は，標高差約１５ｍの開折谷が刻まれてい

る。

道平遺跡は大川原川左岸の沖積面から低位�・中位�段丘面上に立地する。今年度の調査区は中

位�面上に位置し，標高は約６２ｍである。大川原川河床までの標高差は約１２ｍである。

地 質 富岡・大熊町の地質構造は，浜通り低地帯の西縁を南北方向に走る双葉断層を境として東

西で大きく異なっている。まず断層の西側にあたる阿武隈山地の山間部には，中生代白亜紀の貫入

岩の花崗岩類が広く分布している。この阿武隈花崗岩類のなかには，はんれい岩やアプライト，結

晶片岩などが散在的に発達する。また花崗岩類に伴出する有用鉱物は多目的に利用され，富岡町に

は嘉永６年（１８５３）より磁鉄鉱の採掘が始まった上手岡鉱山が存在し，海岸部には砂鉄などの分布も

認められる。さらに双葉断層に沿った周辺では，破砕された未変成・弱変成の古生層（高倉山層・

郭公山層）が，帯状に発達している。これら古生層の堆積物には，粘板岩・硬砂岩・チャートなど

の堆積岩が含まれている。

本地域では中生代から第三紀中新世の地層の分布は希薄である。ちなみに石器石材として用いら

れている流紋岩は，第三紀中新世に形成された湯長谷層群椚平層・五安層に含まれていることが指

図３ 後作Ａ・上平Ａ・道平遺跡間の地形断面図

第２節 遺跡の位置と自然環境
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摘されている（根本１９９１）。このことから，本地域で流紋岩を採取することは難しく，椚平層・五安層

が確認されている楢葉町・広野町・いわき市といった本地域より南に流紋岩の採取可能地が求めら

れそうである。

次に鮮新世に形成された仙台層群は双葉断層東側の丘陵地に広く分布し，第四紀に形成された段

丘面の基盤層を形成している。堆積物は半固結のシルト岩・凝灰岩からなり，多くの火山灰層を介

在している。 （門 脇）

第３節 周辺の遺跡と歴史的環境

富 岡 町

富岡町では近年になって旧石器時代の遺物が，本町西Ａ・後作Ａ遺跡で確認されている。縄文～

古代の遺跡は富岡川沿いの大字上手岡・小浜と，紅葉川に沿った上郡山・下郡山に発見されている。

縄文時代早～前期の遺跡は，阿武隈高地から東へ延びる丘陵上に存在する。この時期の主な遺跡と

しては大菅地区の蛇谷須遺跡が知られていたが，平成１３年に本岡地区の上本町Ｇ遺跡・本町西Ａ遺

跡・本町西Ｃ遺跡等の発掘調査が行われ，縄文時代前期初頭から後葉にかけての集落跡が確認され

た。縄文時代中期の遺跡としては紅葉川右岸の段丘上に立地する前山Ａ遺跡が挙げられ，平成１３年

に行われた発掘調査により出現期の複式炉を有する住居跡が多数検出された。縄文時代後・晩期には，

蛇谷須・上ノ町Ｂ・上郡Ｂ・上本町Ｆ・片倉・関根各遺跡が挙げられる。上郡山の一本松遺跡では

土偶が出土，関根遺跡からは大洞Ｃ２～Ａ式期の好資料が出土している。

弥生時代の遺跡は少ないが，毛萱遺跡の発掘調査によって中期前葉の土器の他，土偶や石庖丁が

出土している点が特筆される。真壁地区の下郡山Ａ・下郡山Ｂ・下郡山Ｃの各遺跡からは，天神原

式土器が若干出土している。

古墳時代の遺跡は，富岡川下流域の低地一帯や海岸付近に多く分布している。古墳は円墳が多く，

直刀が出土した本岡の王塚古墳や小浜古墳群や下郡山古墳がある。また小浜横穴群や清水尻横穴群，

佛浜横穴群なども古墳時代の遺跡である。

奈良・平安時代になると，海岸近くの小さな支谷開発が進み，遺跡の数が増加する。代表的な遺

跡は小浜代遺跡であろう。８世紀中頃～後半の遺跡で，東北地方で初めて奈良三彩陶器が出土し注

目された。２棟の礎石建物跡から瓦や鉄鉢模倣須恵器などの仏教的遺物，猿形土製品などが出土し

た。瓦は陸奥国府系の六葉重弁蓮華文軒丸瓦が出土している。

中世の富岡地域は，岩城氏と相馬氏との勢力の境界となり，しばしば争乱の舞台となった。この

時代の代表的遺構は城館跡であろう。富岡町内では毛萱館跡，真壁城跡，日向館跡，上郡山館跡な

どがかつての陸前浜街道沿いにあり，上手岡の高津戸館跡や本岡の諸沢館跡はやや内陸部の城館跡

である。
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富岡町の近世は，天正１８（１５９０）年の奥州仕置きで，岩城氏領となることから始まる。慶長７（１６０２）

年以降岩城藩領となるが一揆や騒動が多発し，延享４（１７４７）年以降は幕府天領となり小浜代官の支

配を受ける。近世の遺跡では新夜ノ森の新田野一里塚や上郡山の清水一里塚があるように，陸前浜

街道沿いの宿場町として発展する。遺跡としては近世末の製鉄遺跡が以前から注目されており，上

手岡鉄山高炉跡では本県唯一の洋式技術が導入された。富岡川上流には滝川製鉄遺跡が存在する。

大 熊 町

大熊町における原始・古代の遺跡については，戦後，竹島國基・檜野照武各氏により精力的な踏

査が行われ，大平遺跡をはじめとして，数多くの遺跡が確認，周知されることとなった。その後も

大熊町教育委員会による発掘調査や，町史編纂事業にともなう遺跡分布調査が行われ，『大熊町史

第二巻』に収録された史料は，縄文時代を中心として福島県内でも屈指のものとなった。

遺跡は，熊川・小入野川・夫澤川の各流域に分布している。特に熊川は中流域から下流域にかけ

て数多く分布している。

旧石器時代の遺跡としては小入野遺跡，南金谷遺跡，上総屋敷遺跡，北原遺跡，日向遺跡・北台

遺跡が知られ，踏査により槍先形尖頭器や削器・彫器などが表採されている。いずれも後期旧石器

時代の所産で，上総屋敷遺跡から出土した削器・彫器は旧石器時代終末期のものと推定されている。

縄文時代の遺跡は数が最も多い。草創期の遺跡としては長身の尖頭器などが出土した南金谷遺跡

や北台遺跡が挙げられる。早期の遺跡では，竹島國基が１９５７年『石器時代第５号』に三戸式酷似の

沈線文系土器を報告した大平Ａ遺跡をはじめとして，貝殻沈線文土器や絡条体圧痕文土器が多く出

土した砂出遺跡などが知られている。前期になると熊川中・上流域や小入野川流域に遺跡数が増え

てくる。１９８４年に発掘調査された上総屋敷遺跡では浮島�式期の土坑が検出され，今回発掘調査が

行われた上平Ａ遺跡からは大木１式期の集落跡が確認されている。小入野川流域の南澤遺跡からは

前期後～末葉の好資料が得られている。中期も同じく熊川中・上流域や小入野川流域に多く分布し

ている。発掘調査された遺跡はないが，砂出遺跡や蛇保遺跡，南澤遺跡，腰巻遺跡からは中期中葉

～末葉そして後期中葉に至るまでの資料が得られている。いずれも大型の土器片が数多く採集され

ており，集落跡の存在が推定される。縄文時代後～晩期は，小入野川流域においては晩期初頭で資

料の所属時期が途絶えるが，熊川流域においては縄文時代晩期終末～弥生時代まで継続する遺跡が

確認されている。砂出遺跡や道平遺跡，落合Ｂ遺跡などがそうである。後期は綱取１式から新地式

まで，晩期は大洞Ｂ式から大洞Ｃ２式まで継続した後，浮線文系土器が多く出土している。「工字文」

を主文様とした大洞Ａ式土器が極端に少なくなる点は東北地方南部の特徴といえるだろう。

弥生時代の遺跡は比較的少ない。熊川中流域の道平遺跡や落合Ｂ遺跡などは縄文時代から継続し

た遺跡であるが，弥生時代に出現する遺跡は松ノ下Ｂ遺跡くらいである。小入野川流域では北原・日

向遺跡や女迫遺跡などが確認されている。

古墳時代になると，遺跡は熊川下流域や夫澤川流域に分布するようになる。前期に属する女迫遺

第３節 周辺の遺跡と歴史的環境
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図４ 周辺の遺跡（図中の番号は，表１の№と対応する） （国土地理院１／２．５万地形図 承認番号 平１５東複第２４９号）

序 章

８



跡のような集落遺跡の他に，大塚平古墳や蕨平古墳，熊川古墳，鮒澤古墳のような後期古墳が熊川

や夫澤川の沖積地を臨む段丘上に立地し，段丘崖には馬具や直刀が出土したことで知られる長者ケ

原横穴のような横穴墓群が確認されている。

奈良・平安時代の遺跡については羽山嶽遺跡や下田子橋遺跡，和尚前遺跡などが知られているが，

詳細についてはなお不明である。ただ，熊川下流沖積地には，熊川六丁目条里跡のような条里遺跡

が残されており，今後の調査によっては，律令期以後の様相が明らかになる可能性もある。

中世以降になると，楢葉氏や標葉氏等の在地武士団の歴史が文書等に記されるようになる。熊川

が楢葉郷と標葉郷との境にあたり，佐山館などの城館跡も確認されている。近世には熊川以北の標

葉郷までが相馬氏の治めるところとなった。現在では，毎年７月２３～２５日に行われる相馬野馬追い

に標葉郷騎馬隊として参陣している。この頃の遺跡について知られているのは数少ないが，大夫澤

遺跡のように中世末期～近世初期に属する蓬莱鏡が出土した遺跡もある。近世後半期になると，１８

世紀以降浪江町大堀を中心として盛んに行われた陶器窯業が大熊町でも行われるようになり，１８世

紀後葉の山神窯跡が発掘調査されている。その他，阿武隈高地寄りの山間部では製鉄も行われ，逐

一遺跡名を挙げることはできないが，鉄滓が散布している箇所が確認されている。（宮 田・山 内）

表１ 後作Ａ・上平Ａ・道平遺跡周辺の遺跡一覧

№ 遺 跡 名 遺跡番号 所 在 地 遺跡の概要 備 考

１ 後作Ａ遺跡 ５４３０００５５ 富岡町大字上手岡字後作 縄文時代の集落跡 本報告

２ 上平Ａ遺跡 ５４５０００１５ 大熊町大字大川原字南平 縄文時代の集落跡 本報告

３ 道平遺跡 ５４５０００１４ 大熊町大字大川原字西平 縄文時代の集落跡 本報告・『道平遺跡の研究』他

４ 下谷地窯跡 ５４５００００９ 大熊町大字野上字諏訪 近世の窯跡

５ 南金谷遺跡 ５４５０００１０ 大熊町大字下野上字清水 旧石器時代の散布地 『大熊町史』

６ 鮒沢古墳 ５４５０００１１ 大熊町大字下野上字大野 古墳 『大熊町史』

７ 上総屋敷遺跡 ５４５０００３９ 大熊町大字大川原字西平 縄文時代の散布地 『大熊町史』

８ 落合Ｂ遺跡 ５４５０００１２ 大熊町大字熊字旭台 縄文・弥生時代の散布地 『大熊町史』

９ 落合Ａ遺跡 ５４５０００１３ 大熊町大字熊字旭台 縄文時代の散布地 『大熊町史』

１０ 松ノ下Ａ遺跡 ５４５０００１７ 大熊町大字熊字錦台 縄文時代の散布地 『大熊町史』

１１ 廻谷地遺跡 ５４５０００１６ 大熊町大字大川原字南平 縄文・奈良・平安時代の散布地 『大熊町史』

１２ 松ノ下Ｂ遺跡 ５４５０００４２ 大熊町大字熊字錦台 縄文・弥生時代の散布地 『大熊町史』

１３ 大平Ａ遺跡 ５４５０００１９ 大熊町大字熊字錦台 縄文時代の散布地 『石器時代』・『大熊町史』

１４ 大平Ｂ遺跡 ５４５０００４３ 大熊町大字熊字錦台 縄文時代の散布地 『大熊町史』

１５ 羽山嶽遺跡 ５４５０００１８ 大熊町大字熊字錦台 弥生時代の散布地 『大熊町史』

１６ 南平Ａ遺跡 ５４５０００６２ 大熊町大字大川原字南平 縄文時代の散布地 『県内分布３』

１７ 南平Ｂ遺跡 ５４５０００６３ 大熊町大字大川原字南平 近世の散布地 『県内分布３』

１８ 上平Ｂ遺跡 ５４５０００４０ 大熊町大字大川原字南平 縄文時代の散布地 『大熊町史』

１９ 蛇保遺跡 ５４５０００４１ 大熊町大字大川原字南平 縄文・古墳時代の散布地 『大熊町史』

２０ 蛇谷須遺跡 ５４３００００１ 富岡町大字大菅字蛇谷須 縄文時代の散布地

２１ 高津戸館跡 ５４３００００３ 富岡町大字上手岡字高津戸 中世の城館跡

２２ 日南郷遺跡 ５４３０００５４ 富岡町大字上手岡字日南郷・後田 縄文時代の狩猟場跡 『常磐道３３』

２３ 茂手木遺跡 ５４３００００２ 富岡町大字上手岡字茂手木 縄文時代の散布地

２４ 片倉遺跡 ５４３００００４ 富岡町大字上手岡字西の上 縄文時代の散布地

２５ 大石原遺跡 ５４３０００５３ 富岡町大字上手岡字大石原 縄文時代の散布地

２６ 大木戸川原遺跡 ５４３００００６ 富岡町大字上手岡字大木戸川原 縄文時代の散布地

２７ 上手岡鉄山鉱炉跡 ５４３００００５ 富岡町大字上手岡字大木戸川原 近世の製鉄遺跡

２８ 平道地遺跡 ５４３００００８ 富岡町大字上手岡字平道地 縄文・平安時代の散布地

第３節 周辺の遺跡と歴史的環境
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第４節 調査の方法

平成１４年度の常磐自動車道遺跡（ 後作Ａ遺跡・上平Ａ遺跡・道平遺跡 ）においては，基本的に次に

述べる方法で発掘調査を実施し，報告書の作成もそれに基づいている。なお，各遺跡の調査におい

て特別に実施した項目がある場合は各編で述べる。ここでは調査方法の共通項目をまとめる。

グリッドの設定 国土座標（ 日本測地系公共座標第�系 ）に基づいて，調査区全域に１０ｍの方眼を単

位とするグリッドを設定し，その基点となる座標を調査区外の北西側に定めた。各遺跡のグリッド

基点の国土座標値は次のとおりである。後作Ａ遺跡（Ｘ：１５２，７８０・Ｙ：１００，４８０）・上平Ａ遺跡（Ｘ：

１５４，２００・Ｙ：１００，６００）・道平遺跡（Ｘ：１５４，９００・Ｙ：１００，５００）。

実測基準線番号 グリッドの名称とは別に，平面図作成に際して１ｍごとに水糸ラインを設ける必

要があったため，実測基準線番号を設定した。これは，各グリッドの北西端部を原点として，ここ

から東にＥ１～９，南にＳ１～９とし，それぞれのグリッド番号との組み合わせで使用した。

（例・・Ｆ１０－Ｓ９・Ｅ２は，Ｆ１０グリッドの北西端部の杭の位置から南に９ｍ，東に２ｍ離れた

場所を示す。Ｆ１０－Ｅ２は，Ｆ１０グリッドの北西端部の杭の位置から南に０ｍ，東に２ｍ離れた場

所を示す。）

発掘調査 各遺跡の表土除去作業は，重機を用いて行った。この作業にあたっては，表土層の厚さ

が一定しないことや検出面の上位に遺物包含層が予想されたため，調査員の指示のもと，慎重にこ

れを実施した。その後，人力により遺構・遺物の検出作業を行った。この際に使用した道具は，草

削り・唐鍬・移植ベラ等である。遺構の掘り込み作業にあたっては，各遺構の形状・大きさ，重複

関係に留意して，土層観察用のベルトを設定した。竪穴住居跡は４分割法を用いた。土坑など小型

の遺構については，長軸方向にベルトを設定した。

遺物の取り上げに際しては，次の点を留意した。遺構内出土遺物は，遺構名と層位名を付して，

さらに出土位置を実測図に記録した遺物については，その採上№を付した。遺構外出土遺物につい

ては，設定したグリッドごとに取り上げ，そのグリッド名と層位名を付した。なお層位名を付す際

には，基本層位はローマ数字を用いてＬ�・Ｌ�と表し，遺構内堆積層は算用数字を用いて�１・

�２と表した。

記録の方法 遺構の記録は，平面図と土層断面図を原則とし，基本的には１／２０の縮尺で作成した。

微細な出土記録が必要となる場合は，１／１０の縮尺で随時作成した。また，調査区内の地形図や遺

構配置図は，１／２００の縮尺で作成した。土層観察における色調の注記は，『新版標準土色帖』

（小山・竹原１９９７）を用いた。調査現場での写真撮影は，３５�小型一眼レフカメラと６×４．５判の中型

一眼レフカメラを併用して行った。

遺物と記録の保管 発掘調査で得られたすべての出土遺物と記録類一式は，報告書作成完了後，台

帳を作成し，福島県文化財センター白河館（まほろん）に収蔵する予定である。 （門 脇）

序 章
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うしろ さく

第１編 後作Ａ遺跡
（２次調査）

遺 跡 記 号 ＴＯ－ＵＳ．Ａ

所 在 地 福島県双葉郡富岡町大字上手岡字後作

時代・種類 縄文時代・弥生時代，集落跡

調 査 期 間 平成１４年４月２３日～６月１２日

調 査 員 山内 幹夫・宮田 安志・坂田 由紀子
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第１章 遺跡の環境と調査経過

第１節 遺跡の位置と地形

後作Ａ遺跡は双葉郡富岡町大字上手岡字後作に所在し，北緯３７°２２′２７″，東経１４０°５７′５５″に

位置する。遺跡は富岡町の北端に近く，ＪＲ常磐線夜ノ森駅から北西へ約２�，国道６号線から西

へ３．５�の所にあって，遺跡の西側約５００ｍには県道いわき浪江線が存在する。遺跡の南側には家老

溜池がある。

富岡町の地形は西から大きく阿武隈高地・丘陵地帯・河岸段丘・沖積地に分けられ，遺跡はこの

うち阿武隈高地から続く河岸段丘の中位�段丘面に立地する。遺跡のある段丘面は，南北両側を樹

枝状に開析された西から東へ延びる河岸段丘で，標高８３～８９ｍを測る。遺跡面積はこの平坦面を主

としたおよそ５５，０００	で，１次調査ではこの平坦面の中央部分と北側斜面部の６，４００	を，２次調

査ではそこからやや東寄りの２，５００	を対象範囲とした。

調査前の状況は，調査区の中央を東西に横断するように町道茂手木１号線が走り，この南北両側

は宅地・水田・畑であった。戦後に広範囲にわたって削平が行われた影響もあり，遺構・遺物は段

丘平坦面の縁辺部と北側斜面にわずかに残るのみであった。

本遺跡の周辺には，北東へ約１�に縄文時代の遺物散布地である蛇谷須遺跡がある。一方，南に

は，縄文時代の石器や落し穴状土坑などが発見された日南郷遺跡がある。南西の麓には縄文・奈良

・平安時代の散布地の茂手木遺跡や，片倉遺跡，大木戸川原遺跡が存在する。本遺跡の５００ｍ程東

に位置する高津戸館跡は，１４世紀の南北朝時代に構築された城館跡である。 （宮 田）

第２節 調査経過と調査方法

調査経過 後作Ａ遺跡は，平成６年度に福島県教育委員会から委託を受けた財団法人福島県文化セ

ンター（平成１３年４月より財団法人福島県文化振興事業団と改称）が実施した，常磐自動車道建設に

伴う表面調査で確認された遺跡（遺跡番号５４３０００５５）である。

平成１３年度には，平成９・１１・１３年度の試掘調査の結果を受けて工事区西側の６，４００	について

発掘調査が実施され，旧石器時代のナイフ形石器や縄文時代早期の土坑群，晩期の竪穴住居跡，土

器埋設遺構などの良好な資料が得られた。

平成１４年度は発掘調査に先立ち，日本道路公団東北支社いわき工事事務所と福島県教育委員会，

財団法人福島県文化振興事業団の３者で協議を行い，工区の東寄りの未試掘部分を試掘調査した結

果，工事区内の２，５００	を対象とした発掘調査を行うこととなった。

２次調査は調査員３名，作業員１７名の体制で平成１４年４月２２日に開始し，６月１２日までの延べ３２
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日間にわたって行った。以下に調査概要を記す。

４月下旬。発掘調査準備。発掘器材の搬入や調査連絡所，仮設トイレ設置等の条件整備を行う。

また重機を導入して表土�ぎを行い，南側の平坦部分から遺構検出作業を開始した。

５月上旬には１次調査区から測量基準杭，ベンチ・マークの移設を行う。また，１次調査で確認

した第１遺物包含層の東側のつづきを検出し，掘り下げを開始した。この包含層を南北に縦断する

ように，土層観察用のベルトを設定し，基本土層の確認・記録用とした。

５月中旬からは第１遺物包含層の掘り込みが本格化する。また，南側の平坦面での遺構検出作業

を継続して行った。調査区南西側で３３・３５号土坑を検出，精査を行う。３３号土坑からは，縄文時代

早期前葉の日計型押型文土器の小片が出土した。第１遺物包含層からは，縄文時代早期中葉～後葉，

図１ 後作Ａ遺跡調査区位置図

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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晩期の土器が主に出土した。

５月下旬には第１遺物包含層の掘り込みを終了し，遺物包含層の下から，縄文時代早期の落し穴

と考えられる３６号土坑を検出，精査した。この他に遺跡の地形測量，全景写真の撮影を行った。

６月上旬には町道茂手木１号線下部分の調査を行う。３８号土坑を検出し，記録を行った。同時に，

町道下部分の全景写真を撮影，調査を終了した。

本遺跡は平成１４年６月２０日に，日本道路公団いわき工事事務所へ引き渡しを行った。

調査方法 本遺跡の調査に際しては，遺構の位置や遺物出土地点を明確にするため，国土座標第�

系の数値に基づいた１０ｍ四方の方眼を調査区内に設定し，これをグリッドと呼称した。グリッドの

番号は昨年度のものを引き継ぎ，西から東へはアラビア数字で１・２・３・・・７，北から南へは

アルファベットを用いてＡ・Ｂ・Ｃ・・・Ｈとし，グリッドの表示・呼称にはこれらを組み合わせ

てＤ１０・Ｅ１１・Ｆ１２・・・とした。

発掘調査にあたっては，バックホーやクローラダンプなどの大型機械を導入して表土除去を行い，

その下層は人力で掘り下げて，遺構・遺物の確認に努めた。今回検出した遺構は土坑６基と遺物包

含層であり，土坑は番号を１次調査のものから引き続いて使用した。掘り込みについては，２分割

して土層を観察しながら精査・記録を行った。遺物包含層の調査に際しては，南北に土層観

察用の畦を設け，その畦を観察しながら分層発掘を実施した。

土層の表記に際しては，基本土層にはＬとローマ数字を組み合わせてＬ�・Ｌ�・・・というよ

うに示した。第１遺物包含層の土層表記には，１次調査で設定した基本土層と対応できなかったた

め，新たに区分を設けて土層を細分化し，ＳＨ０１�１・�２・・・というように�４まで土層番号

を付した。遺構内堆積土は�とアラビア数字を組み合わせて，�１・�２・・・というように示し

た。

図化については遺構を１／２０縮尺で，遺跡の全体図は１／２００縮尺で行った。記録写真は遺構の断面，

全景を３５�判カメラで撮影し，基本土層や調査区の全景は６×４．５判カメラを使用した。ともにモノ

クロ・カラーリバーサルフィルムを用いて撮影し，同一コマ同一アングルで記録した。

調査で得られた記録・資料については財団法人福島県文化振興事業団で整理を行い，報告書刊行

後は各種台帳を作成して閲覧可能な状態にした後，福島県文化財センター白河館で収蔵・管理の予

定である。 （宮 田）

第２節 調査経過と調査方法
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第２章 遺構と遺物

第１節 遺跡の概要と基本土層

概 要（図２，写真１・２）

後作Ａ遺跡は平成１３・１４年度にかけて調査が行われ，検出された遺構は竪穴住居跡１軒，土坑３８

基，土器埋設遺構１基，溝跡５条，遺物包含層１カ所である。今回の２次調査の対象は，１次調査

区の東側に接する区域と町道茂手木１号線部分で，土坑６基と遺物包含層を確認した。１・２次調

査区はその大部分が段丘の平坦面に当たるが，中央部は近年の開墾により著しく削平されているた

め，遺構や遺物は削平の少ない段丘縁辺部を中心に確認されている。

今回検出した土坑の分布を概観すると，縄文時代早期中葉頃に位置づけられる３８号土坑は１次調

査区北東部に位置する同時期の土坑集中域に含まれ，他５基はこの土坑集中域から東側に離れた段

丘縁辺部および開析谷斜面中位に散在している。調査区北西側の斜面部においては遺物包含層が形

成されており，１次調査ではその西半部を，今回は東半部を調査している。遺物包含層の遺物包含

密度は低い。

２次調査で出土した遺物は，縄文土器片４９３点，縄文時代晩期末から弥生時代初頭の土器片１点，

弥生土器片３点，石器１５点で，そのほとんどは遺物包含層から出土している。縄文土器は早期中葉

～後葉と，晩期に比定されるものが大半を占め，他に早期前葉や前期，後期の土器片が少量ある。

基本土層（図２，写真３・４）

本遺跡の基本土層は１次調査において大きく５つに分けられており，２次調査ではこの層位区分

を踏襲している。以下に各層の特徴を述べる。

Ｌ�は現表土・耕作土である。黒色土で，段丘平坦面では約２０～３０�の厚さで堆積していた。調

査区北側の斜面部では近年の宅地・畑地造成に伴う盛土が厚く堆積している。層中には縄文～弥生

時代の遺物が少量含まれる。

Ｌ�ａは褐色土で，１次調査区の南東側に認められるが，２次調査区では確認されていない。

Ｌ�ｂは褐色土で，黒褐色土粒を少量含む。調査区南端の平坦面から中央部の斜面中位まで２０�

前後の厚さで堆積している。調査区北西側の斜面部では，この上面に遺物包含層が形成されている。

１次調査区では本層から縄文土器が出土しているが，２次調査区内では遺物は出土していない。

Ｌ�ｃは褐色砂礫層で，１次調査区の斜面下位に認められるが，２次調査区には堆積していない。

Ｌ�は，その上面が本遺跡の基底面を構成する黄褐色土である。調査区南端から斜面中位まで認

められる。今回検出した土坑はこの上面で確認している。

Ｌ�はＬ	の漸移層となる黄褐色土である。１次調査区内の北西側や町道茂手木１号線の南側に

堆積しているが，２次調査区内には認められない。
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ＬⅢ　　黄褐色土１０ＹＲ５/６�

ＬⅤ　　褐色砂礫１０ＹＲ４/６�

　第１遺物包含層堆積土�

１　黒褐色土１０ＹＲ２/２�

２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土塊多量含む）�

３　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土塊少量含む）�

４　黒褐色土１０ＹＲ２/３（黄褐色土塊・小礫少量含む）�
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第１遺物包含層�

Ｌ�Ⅱ�ｂ�

図２ 遺構配置図・基本土層・第１遺物包含層断面図

第１節 遺跡の概要と基本土層
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Ｌ	は褐色砂礫層である。調査区北側の斜面中位以下で露頭し，遺物包含層がこの上面に形成さ

れている。３６・３８号土坑の底面は本層を一部掘り込んでいる。 （坂 田）

第２節 土 坑

３３号土坑 ＳＫ３３ （図３・４，写真５～７）

本遺構は調査区南側，Ｉ１１グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。地形的には平坦である。

堆積土は，�１が微量の炭化物粒を含んだ褐色土，�２は崩落土で，ともにＬ�を基質とした自

然埋没土である。平面形は楕円形を呈し，大きさは１３５�×１００�，検出面からの深さは約１５�を測る。

周壁の立ち上がりは約４５°である。

堆積土中（�１）から縄文土器片１点が出土し，これを４図１に示した。重層山形の押型文が施さ

れており，日計型押型文土器に比定される。

出土土器から，本遺構は縄文時代早期頃に属すると考えられる。 （宮 田）

３４号土坑 ＳＫ３４ （図３，写真５・６）

本土坑は調査区南側，段丘緩斜面上位のＨ１２グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出された。

堆積土は褐色土塊を多く含む暗褐色土１層で，人為堆積か自然堆積かは判断できなかった。平面

形は円形を呈し，規模は直径約１００�，検出面から底面までの深さは１８�を測る。底面はほぼ平坦

で，周壁の立ち上がりは南東壁が一部急であるが，他は緩やかに立ち上がる。

出土遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明である。 （坂 田）

３５号土坑 ＳＫ３５ （図３，写真５・６）

本遺構は調査区南東側，Ｉ１１グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出された。地形的には平坦である。

堆積土は２層に分けられる。�１は黄褐色土粒を多量に含む暗褐色土，�２は褐色土で，堆積状

況から共に人為堆積土と考えられる。木根で南西部を一部壊されるが，平面形は東西方向に長い不

整な楕円形を呈すると推定される。大きさは１２０�×９０�，検出面から底面までの深さは３２�を測る。

周壁の立ち上がりは緩やかで，底面は西から東に向かって緩やかに傾斜する。

遺物は出土しておらず，本遺構の性格・所属時期は不明である。 （坂 田）

３６号土坑 ＳＫ３６ （図３・４，写真５～７）

本遺構は調査区の西側，段丘斜面中位のＦ１０グリッドに位置する。検出面はＬ�上面で，第１遺

物包含層の下から暗褐色土と黒褐色土の広がりとして検出した。

堆積土は３層に分けられ，レンズ状の堆積状況を示すことから，すべて自然堆積土と考えられる。

平面形は隅丸長方形をなし，大きさは１９０�×９３�，検出面からの深さは５５�を測る。底面はほぼ平

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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Ｌ
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ＬⅢ�

　３３号土坑堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�

　３４号土坑堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（褐色土塊多量含む）�
�

　３５号土坑堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（褐色土塊多量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（炭化物粒微量含む）�

　３６号土坑堆積土�
１　暗褐色土７.５ＹＲ３/４�
　　（黄褐色土塊多量含む）�
２　黒褐色土１０ＹＲ２/３�
　　（黄褐色土塊少量含む）�
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４/２�
　　（小礫少量含む）�

　３７号土坑堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４�
　　（褐色土塊少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６�
　　（暗褐色土塊少量含む）�
�

　３８号土坑堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６（暗褐色土塊・炭化物粒・小礫少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（褐色土塊多量，炭化物粒・小礫少量含む）�
３　暗褐色土１０ＹＲ３/３（褐色土塊多量，炭化物粒・小礫少量含む）�
４　暗褐色土１０ＹＲ３/４（焼土塊多量含む）�
５　褐色土１０ＹＲ４/４（褐色土粒少量，小礫多量含む）�

図３ ３３～３８号土坑

第２節 土 坑
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坦で，ＬⅤを掘り込んでいる。

堆積土中（�３）から縄文土器片１点が出土

した（４図２）。細い横位の沈線が施されてい

るが，詳細な時期は不明である。本遺構は形

状から落し穴状土坑と推定される。時期は，

第１遺物包含層の下から検出されたことから，

縄文時代早期頃と考えられる。 （宮 田）

３７号土坑 ＳＫ３７ （図３，写真５・６）

本遺構は調査区南側，Ｈ１１グリッドに位置す

る。Ｌ�上面で検出した。

堆積土は２層に分けられる。�１は褐色土

を含む暗褐色土，�２は暗褐色土を含む褐色

土で，�２は中央が盛り上がるような堆積の

様相を示す。ともに人為堆積土と考えられる。

平面形は楕円形をなし，大きさは１０５�×８０

�，検出面からの深さは２５�を測る。

本遺構からは遺物が出土しておらず，所属時期や機能は不明である。 （宮 田）

３８号土坑 ＳＫ３８ （図３・４，写真５～７）

本遺構は町道部分，Ｇ７グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出された。地形的には平坦である。

堆積土は５層に分けられる。�１～３・５は自然堆積土，�４は人為堆積土と推定される。後世

の削平で南西部を壊されるが，平面形は楕円形を呈すると推察される。長軸方向はＮ６５°Ｅを示し，

遺存している部分の大きさは２３０ｍ×２００�を測るが，長軸は約２５０�あったものと推定される。検

出面から底面までの深さは５７�を測る。周壁の立ち上がりは急で，底面はほぼ平坦である。

本遺構は，堆積土中（�１・３）から縄文土器片８点，石器１点が出土している。４図３・６は同

一個体の破片である。数条の横位平行沈線文が巡り，沈線文下部には粘土粒が貼付されている。同

図４は尖底深鉢の底部周辺の資料で，方向の異なる斜位の短沈線により矢羽根状の文様が描かれて

いる。同図５は横位と斜位の平行沈線文により文様が描かれ，沈線間には先端がペン先状の工具に

よる連続刺突文が加えられている。同図８～１０も同一個体と考えられる。小片のため文様構成は不

明である。横位と斜位の細沈線で文様が描かれ，沈線間に連続刺突文が施されている。４図３～１０

はいずれも田戸下層式と考えられる。同図１１は流紋岩製の
片である。

本遺構は出土土器と土坑の形態から，縄文時代早期中葉頃の貯蔵穴の可能性が高いと推測される。

（坂 田）

図４ 土坑出土遺物

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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第３節 遺物包含層

第１遺物包含層 ＳＨ０１ （図２，写真３・４）

概 要

遺物包含層は北向きの斜面一帯に広がっている。２次調査区の遺物包含層の分布範囲は，調査区

北半部のＡ・Ｂ９，Ｃ９～１１，Ｄ９～１２，Ｅ・Ｆ９～１３，Ｇ１０～１３グリッド，面積にして約１，４００

�に及んでいる。なお，Ｌ�にも比較的多くの遺物が含まれており，層位とグリッド名を表記して，

本節に遺物を掲載した。

２次調査において第１遺物包含層は４層に分けられるが，いずれの層も１次調査区内で確認され

た２層に対応させることはできなかった。遺物包含層から出土した遺物の総数は４６７点で，遺物の包

含密度は低い。

�１は黒褐色土である。斜面一帯に１０～３０�の厚さで堆積しており，その上面は厚く盛土されて

いた。本層からは縄文時代早期中葉，晩期，晩期から弥生時代初頭の土器片４４点と石器５点が出土

しているが，縄文時代早期中葉と晩期の土器片が比較的多い。

�２は暗褐色土である。黄褐色土を多量含み，斜面一帯に２０�前後の厚さで堆積している。本層

からは縄文時代早期中葉～後葉，晩期，弥生時代後期の土器片８４点と石器３点が出土しているが，

縄文時代晩期の土器片が比較的多い。

�３は�２より明るい色調の暗褐色土で，黄褐色土と小礫を少量含んでいる。斜面上位から中位

にのみ確認され，１０～２０�前後の厚さで堆積している。本層からは縄文時代早期後葉の土器片が１

点のみ出土している。

�４は黒褐色土で，黄褐色土と小礫を少量含んでいる。斜面中位から下位の広い範囲に３０～７０�

の厚さで分布している。本層からは早期前葉～後葉，前期，晩期の土器片３２５点と石器５点が出土

しているが，縄文時代早期中葉の土器片が主体を占める。遺物の出土量は本層が最も多いが，その

大半は層上位から出土しており，層の下位に遺物はほとんど含まれていない。なお，遺物包含層は

斜面上位から中位ではＬ�ｂ上面に，斜面下位ではＬ	上面に形成されている。

遺物の分布状況を時期別に見ると，出土量の最も多い縄文時代早期中葉の土器は，斜面中位のＥ

１０・Ｆ１１グリッド付近からまとまって出土している。次に出土量の多い縄文時代晩期の土器はＥ～

Ｇ１１グリッド付近から比較的多く出土している。いずれも南西側の平坦面には，１次調査でこの時

期に比定される遺構が多数検出されており，遺物包含層もこの時期に形成されたものと考えられる。

（宮 田）

土 器（図５～８，写真８～１４）

第１遺物包含層からは縄文土器片４５２点，縄文時代晩期から弥生時代初頭の土器片１点，弥生土

器片１点，基本土層Ｌ�からは縄文土器片３１点，弥生土器片２点が出土した。

第３節 遺物包含層
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１（ＳＨ０１�４/Ｅ１０・Ｆ１１）�

２（ＳＨ０１�４/Ｅ１１）�

３（ＳＨ０１�２/Ｅ１１）�

４（ＳＨ０１�２/Ｅ１１）�

遺存高　９.１㎝�

遺存高　１０.５㎝�
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遺存高　６.３㎝�

口　径　（１２.５㎝）�
遺存高　 ６.８㎝�

５図１，６図１は三戸式に比定される土器である。５図１はほぼ直線的に外傾する器形の深鉢で，

文様帯の上下を数条の横位平行沈線文により区画されている。区画内は縦位に垂下する帯状格子目

文と集合沈線文でさらに区画され，方向の異なる斜位の集合沈線文で斜格子文もしくは菱形状文が

施されている。６図１は小片のため文様構成は不明であるが，細い沈線で横位と斜位の帯状格子目

文が施されている。

６図２～５０，７図１～２９は田戸下層式に相当する土器群である。いずれも小片のため全体的な器

形を窺えるものは少ない。口縁部が直線的に外傾する器形のものが多く，他に口縁部が緩やかに外

反するものが見られる。６図２～１６は口縁部破片である。口縁部は平坦口縁のものが多いが，緩い

波状口縁を呈するもの（２・４・６）も見られる。口唇部は平坦に調整されるものが多く，他に外削

ぎ状のもの（４・５・７・１６）や，内削ぎ状のもの（１２），先細り状（１４）のもの，丸みをもつもの（９・

１５）がある。２は傾きの異なる斜位の平行沈線文に沿って連続刺突文が加えられている。刺突文は棒

状工具によるもので，工具を押しつけた際の粘土の盛り上がりが認められる。３は口縁部上端に横

位の平行沈線文が５条巡る。平行沈線文下部には太い沈線で山形状の文様が描かれ，これに連続刺

突文が沿う。４～６はいずれも口縁に沿って３～５条の平行沈線文が巡り，沈線間には半截竹管に

よる連続刺突文が加えられている。７は横位の平行沈線文に沿って，ヘラ状工具による押し引き状

の連続刺突文が施されている。

６図８～１３・１７～３０・３２は横位や斜位の平行沈線文が施されているものである。１７は数条の横位

平行沈線文の上部に，方向の異なる斜位の集合沈線文が施されている。２１は半截竹管で重層する菱

形状の文様が描かれている。６図３３は数条の弧線文が多段にウロコ状に施されている。同図１４～１６

・３１・３４～４３は格子目文が施され，３４・３７・３９・４１～４３は横位の沈線文によって格子目文の上下が

区画されている。

図５ 第１遺物包含層・遺構外出土遺物（１）

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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図６ 第１遺物包含層・遺構外出土遺物（２）
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６図４４～５０，７図１～１５・２０は沈線文と連続刺突文を組み合わせて文様が描かれているものであ

る。６図４４～５０，７図１～６・８は山形や曲線的な沈線文に沿って連続刺突文が施されているもの

で，全体的に器厚が厚い。６図４４・４５は同一個体である。７図７・９・１２～１５は横位の平行沈線文

が数条施され，沈線間に連続刺突文が加えられている。同図１０・２０は平行沈線文に沿って連続刺突

文が多段に施されている。同図１１は波状の沈線文が数条施され，沈線間に連続刺突文が充填されて

いる。

７図１６は太い短沈線が斜位に施されている。同図１７・１８は横位と斜位の平行沈線文を組み合わせ

て文様が描かれている。１７は沈線文下部に粘土粒の貼付が，１８は沈線間に刺突を施した際の粘土の

盛り上がりが認められる。同図１９・２１は同一個体の破片で，横位の平行沈線文下部に粘土粒が貼付

されている。

７図２２～２９は押し引き状の連続刺突文が沈線文に沿って施されるものである。２２・２３・２５は数条

の横位平行沈線文に沿って連続刺突文が施されている。２４は数条の横位沈線文上部に矢羽根状の文

様が描かれ，その文様に沿って連続刺突文と斜位の短沈線が施されている。２６は山形状の沈線文に

沿って連続刺突文が施されている。２７は口縁部が波状を呈し，口唇部の断面形は内削ぎ状である。

口縁部上端に横位の平行沈線文が巡り，沈線文下部に山形状文とこれに沿う連続刺突文が施されて

いる。２８は縦位に垂下する沈線文と横位沈線文に沿って幅広の押引文と連続刺突文が施され，刺突

文と縦位沈線文の交点には粘土粒が貼付されている。２９は沈線間に幅広の連続刺突文がクランク状

に施されている。クランク部には刺突文と半月形の粘土粒が施されている。

７図３０～３５は田戸上層式に相当する土器群である。いずれも小片のため器形の全容は不明である

が，口縁部が外反するものが見られる。３０は横位と斜位の沈線文で文様が描かれ，貝殻腹縁文が充

填されている。３１～３４は横位の平行沈線文間に波状もしくは山形状の文様が施されている。３４は横

位の平行沈線文に粘土粒が貼付されている。３５はクランク状の沈線文とこれに沿う短沈線が施され

ている。

７図３６～４０は野島式に相当する土器群である。３６は口縁部が波状を呈し，口縁部には刻み目の加

えられた隆帯が貼付されている。内外面には条痕文が認められる。３７～３９は条痕文を地文とし，微

隆起線により文様が描かれるもので，いずれも器厚が薄い。３７は菱形状の文様が施され，内面には

条痕文が施されている。３８・３９は横位と斜位の微隆起線が施されている。４０は外面に縦位の集合平

行沈線文が，内面に幅の広い条痕文が施されている。

７図４１・４２，８図１～１５・１９は胎土に繊維を含む土器群である。７図４１，８図１・４は口縁部破

片で，いずれも平坦口縁である。７図４１は口唇部の内外面から交互に刻み目が加えられ，内面に条

痕文が施されている。８図１は口唇部の断面形が内削ぎ状を呈し，口唇部に刻み目が加えられてい

る。口縁部外面には幅広の刷毛状工具により斜位の沈線文が施されている。７図４２は縦位と横位の

隆帯が貼付され，隆帯には刺突が加えられている。横位の隆帯上部には山形状の文様が描かれ，内

外面には条痕文が施されている。８図２は半截竹管による鋸歯状文が描かれている。同図５～７は

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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図９ 第１遺物包含層・遺構外出土遺物（５）

第３節 遺物包含層
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沈線文により曲線的な文様が描かれている。同図５・６は頸部に隆帯が貼付され，隆帯には刺突が

加えられている。同図３，８～１５・１９は内外面に条痕文が施されている。

８図１６・１７は同一個体で，浮島�式期に比定されるものと推定される。口縁部が緩やかに外反す

る器形で，波状口縁を呈する。口縁に沿って数条の平行沈線文が巡り，その下部に横位と斜位の沈

線文の組み合わせで文様が描かれている。

８図１８はＬＲ撚りの原体で単節斜縄文が施され，縄文上に縦位の沈線文が描かれているもので，

後期前葉の綱取�式に比定される。

５図２～４，８図２０～３８は縄文時代晩期に比定される資料である。５図２は粗製深鉢の胴部下半

から底部にかけての資料である。底部から胴部下半まで外傾しながら立ち上がる器形で，底部外縁

が軽く外側に張り出している。外面には条痕が施されている。同図３は口縁部が強く内湾する粗製

鉢と推測される。器面にはＬＲ撚りの原体で斜行縄文が施されている。同図４は胴部中位に最大径

をもち，頸部でくびれて口縁部が外反する広口の壺である。内外面に条痕が施されている。８図２０

は口縁部上端にＬＲ撚りの原体で斜行縄文が施され，その下部に横位の平行沈線文が巡る。同図２５

・２６は精製土器の破片で，２５は三叉文が施されている。同図２１～２４・２７～３８は粗製深鉢の破片で，

器形的には口縁部が緩やかに外傾するもの（２１～２３）と，ほぼ直立に近い立ち上がりのもの（２４）が見

られる。２１～２４，３６～３８は無文で，器面はナデ調整されている。２７～３２は条痕，３３・３４は撚糸文，

３５は櫛歯状文が施されている。２８・２９は同一個体と考えられる。

８図３９は，縄文時代晩期終末～弥生時代初頭に比定される蓋である。無文で，内外面ともにナデ

調整が施されている。

８図４０～４２は，弥生時代後期の天王山式に比定されるものと推定される。 （坂 田）

石 器（図９，写真８）

９図１は礫器である。いわゆるチョッパーに分類される資料である。無斑晶質の流紋岩製で，石

質は緻密で硬質である。円礫の一端に一方向から整形加工を施して，刃部を作出している。刃部の

角度は約６０度を測る。刃縁裏側には微細
離が観察された。２は大形石核である。石質は緻密な安

山岩製である。礫の周囲から
片を
離しているが，縁辺部は階段状
離が連接している。このた

め最終段階では有効な
片
離が行われたとは考えにくい。下側縁も階段状
離が両面に見られる

が，これは使用による痕跡の可能性がある。このことから下側縁を刃部とみなすのであれば，本資

料はチョッピング・ツールに分類されるであろう。３は安山岩製の定角式磨製石斧の破片である。

刃縁には微細
離が観察された。刃部の角度は約５０度である。刃幅が大きいことから，かなり大形

の磨製石斧の破片の一部と考えている。

４は磨石である。５は石皿である。それぞれ中央部には磨耗面が観察された。５の中央やや左寄

りには１カ所の凹部が認められた。６は被熱礫である。器面の左半分に赤く変色した箇所が認めら

れた。 （門 脇）

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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第３章 ま と め

遺構について

２次調査で検出された遺構は土坑６基，遺物包含層１カ所である。ここでは土坑の分布と遺物包

含層について，簡単にまとめておく。

１・２次調査で検出された土坑は合計３８基である。１次調査で検出した土坑の大半が南側平坦面

のＤ～Ｇ・６～８グリッドに集中しているのに対し，２次調査で検出した土坑は，Ｈ１１～１３グリッ

ドその他に散発的に分布する。

２次調査で検出した土坑の平面形は，円形または楕円形のもの（３３・３４・３５・３７・３８号土坑）と，

長方形のもの（３６号土坑）が認められる。前者には長径１ｍ前後のものと，長径１．５ｍ以上のものが

あり，遺構の性格としては，ともに貯蔵穴と考えられる。後者は斜面上にあることから，落し穴状

土坑と考えておきたい。

第１遺物包含層は調査区西側の斜面部に形成されている。遺物の出土数は少なく，縄文時代早期

中葉～後葉，晩期の土器が主体を占める。１次調査で検出された遺構と時期的な差がないことから，

遺物包含層もこの時期に形成されたと考えられる。 （宮 田）

遺物について

２次調査において本遺跡から出土した土器片総数は約４９７点で，そのほとんどは調査区北西側の開

析谷斜面部に形成された遺物包含層から出土している。

本遺跡で最も古い土器は早期前葉の日計型押型文土器（４図１）で，細片のため詳細は不明である。

次に古い時期のものは５図１・６図１で，５図１は集合沈線文により菱形状の文様が描かれている。

６図１は細い沈線により帯状格子目文が施され，大熊町大平Ａ遺跡Ａ類土器（馬目編 １９８４）に類似す

るものである。これらの土器は早期中葉の三戸式に比定される。

次の時期に位置づけられる土器群は，今回の調査で出土点数が最も多かった田戸下層式である。

口縁部は平坦口縁と緩やかな波状口縁があり，口唇部の断面形は外削ぎ状のものと，平坦なものが

多い。細片のみの出土で全体的な器形のわかるものは少ないが，口縁部が緩やかに外反するもの

（６図２・１３）と，外傾するもの（６図３・１５・１６）が見られる。底部資料は１点のみ出土しており（４

図４），鋭角な尖底をなす。胎土には粗砂粒が混入され，器面はナデにより調整されている。口縁

部には平行沈線文が巡るものが多く，主文様が平行沈線文で描かれるものと，沈線文とこれに沿う

連続刺突文で構成されるものが認められる。前者には横位や斜位の平行沈線文が施されるものの他

に，矢羽根状や菱形状の文様や，格子目文などが描かれているものが見られる。後者は本遺跡の田

戸下層式の主体を占め，田戸下層式でも後半段階に相当するものである。これらの土器は，横位の

平行沈線文による区画内に山形や菱形状の文様が描かれ，その沈線文に沿って連続刺突文が施され

２９



ている。連続刺突文には列点状のものと押し引き状のものが認められ，施文工具はヘラ状工具や半

截竹管，棒状工具で，右方向に連続して施される場合が多い。また，沈線文に沿って押し引き状の

連続刺突文が施された７図２２～２９は，田戸下層式でも最も新しい段階に位置づけられると考えられ

る。

７図３０～３５は田戸上層式に比定される土器で，図示した６点のみ出土した。田戸下層式に比べる

と若干器厚が薄く，胎土もより精選されている。いずれも頸部にくびれをもつ器形の深鉢と思われ，

沈線も前段階より細線化している。沈線間に貝殻腹縁文を充填するもの（３０）と，沈線間に鋸歯状や

波状の沈線文が描かれるもの（３１～３４）が認められ，田戸上層式でもより新しい段階のものと考えら

れる。

早期後葉の土器は野島式と茅山上層式が確認されたが，共に出土点数は少ない。野島式は微隆起

線で文様が描かれたもの（７図３７～３９）と，集合沈線文が施されたもの（７図４０）が見られる。

７図４１・４２，８図１～１５・１９は胎土に繊維を含む土器群である。７図４２，８図５・６は口縁部文

様帯が隆帯により区画され，区画内に山形文や曲線文が描かれたもので，茅山上層式に比定される

と推測される。７図４２，８図５の隆帯には連続刺突文が加えられている。８図３，８～１５・１９は内

外面に条痕文が施されており，茅山下層式または茅山上層式に含まれるものと推定される。

８図１６・１７は浮島�式，８図１８は綱取�式に比定されると考えられる。

晩期の土器は粗製深鉢の破片が大半を占め，器形には口縁部が緩く内湾するものと，ほぼ直立す

るものが認められる。ナデで調整された無文のものと，条痕が施されたものが多く，他に撚糸文や

櫛歯状工具による文様が施されたものもある。三叉文が施された８図２５は，大洞Ｂ式の新しい段階

に比定される。

８図３９は，縄文時代晩期終末～弥生時代初頭に比定されると考えられる無文の蓋である。８図４０

～４２は，弥生時代後期の天王山式に比定されるものと推定される。 （坂 田）

第１編 後作Ａ遺跡（２次調査）
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第１章 遺跡の環境と調査経過

第１節 遺跡の位置と地形
うわだいら

位 置 上平Ａ遺跡は双葉郡大熊町大字大川原字南平１８９２～１８９４番地に所在し，北緯３７°２３′１０″，

東経１４０°５８′０″（世界測地系に基づく）に位置する。大川原地区は大熊町の南端部にあり，富岡町

と接している。遺跡はＪＲ大野駅から南西に約３�，県道いわき・浪江線から東へ１�の地点に位

置する。建設中の常磐自動車道は，大熊町内では海岸線から約６�付近をほぼ南北方向に縦断する

ように計画されており，本遺跡もその予定路線上に所在する。常磐自動車道が完成すれば，本遺跡

は富岡インターチェンジ（仮称）から真北へ１．６�の地点に位置することになる。

遺跡範囲 本遺跡は『福島県遺跡地図』や『大熊町史』に登録・記載された周知の遺跡である。さ

らに平成８年度に実施された表面調査により，遺跡の推定範囲が示された（
福島県文化センター編

１９９７）。そこに示された遺跡推定範囲は，町道西５７号線と町道６７号線が交差する付近から北東側一

帯の段丘面に及ぶ東西幅７００ｍ，南北幅３００ｍで，その遺跡範囲面積は１３２，２００�を測る。

地 形 遺跡は熊川支流の大川原川右岸の中位�段丘面上に位置し，標高は約７４ｍである。遺跡か

ら東へ約１�の地点には標高１００ｍの等高線に沿うように双葉断層が南北に縦走し，それがちょう

ど阿武隈山地の山間部と河岸段丘地帯との境界をなしている。

上平Ａ遺跡の立地する中位�段丘面はおおむね平坦で，同一の段丘面は大川原地区南平のほぼ全

域に広がり，さらに南側は富岡町蛇谷須地区・上手岡地区・夜ノ森地区へと続く。前編に掲載した

後作Ａ遺跡も同一段丘面上に存在する。学史上著名な大平遺跡も同一段丘面の東端部に位置する。

遺跡の北側を東へ流れる大川原川は，日隠山南麓に源を発し，手の倉から坂下ダムを経て，本遺

跡から北東約７００ｍの地点で野上川と合流し，熊川本流となって太平洋へ注いでいる。現在，遺跡

付近での大川原川の川幅は約５ｍ，水深は５０�程である。両岸に拡がる沖積面の幅を勘案すると，

上流の坂下ダム建設以前の大川原川は川幅・水深ともに豊かであったと推察される。また，本遺跡

北側での大川原川河床の標高は約５０ｍで，遺跡との標高差は約２５ｍである。

遺跡の北側は標高差１５ｍの段丘崖を挟んで中位�段丘面があり，上平Ｂ遺跡が立地する。さらに

その面から８ｍ程下った面が沖積面であり，南平Ｂ遺跡が立地する。また，大川原川の対岸，低位

�段丘面から中位�段丘面にかけての範囲に後編に掲載する道平遺跡が位置する。

上平Ａ遺跡の南側と東側は，標高差１５ｍ以上のかなり急峻な開折谷が刻まれており，そこに頭森

公園方面からの清流が流れている。この小川は遺跡の東側の段丘崖を刻んで，道平橋付近で大川原

川と合流している。つまり本遺跡は，北・南・東の三方向を急峻な崖によって区切られた高台の末

端部に位置し，大川原川と野上川の合流点，さらに遠くは太平洋まで展望することができる恵まれ

た環境に立地しているといえよう。
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図１ 上平Ａ遺跡調査区位置図

第２編 上平Ａ遺跡
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周辺遺跡 『大熊町史』（大熊町史編纂委員会編１９８４）によれば，本遺跡の周辺には縄文時代前期か

ら晩期の遺跡が紹介されている。上平Ｂ遺跡は縄文時代後期の遺跡と推定され，綱取�・�式期の

土器が表採されている。廻谷地遺跡は以前，縄文時代前期前葉の遺跡であったらしいが，現況では

水田に改修され，遺物の採集は難しくなっている。蛇保遺跡は縄文時代前期から晩期の遺跡と推定

され，大木４～９式，綱取�・�式，大洞Ｃ２式などの土器が表採されている。道平遺跡は，縄文

時代後期から晩期の遺跡として知られ，１９８０年に発掘調査が行われている（渡辺ほか １９８０）。さらに

今年度，遺跡範囲の一部を常磐自動車道調査遺跡として発掘している（第３編参照）。

調査前の現況 以前，本遺跡付近は桑畑もしくは荒地であったが，昭和５０年頃に水田に改修され，

現在に至っている。水田改修の際に遺跡の一部は削平をされており，調査時にもその痕跡を確認す

ることができた。逆に部分的ではあるが，改修の際の盛土によってその後の削平を免れた箇所もあ

る。また今年度の調査区南側は，農道を挟んでスギやモミなどの針葉樹の林である。これらの木々

のなかには樹齢が百年を超えるような大木があり，また今回の調査で多数の風倒木痕が発見された

ことから，本遺跡周辺は開墾前には森林であった可能性がある。 （門 脇）

第２節 調査経過と調査方法

調査経過 上平Ａ遺跡は『福島県遺跡地図』や『大熊町史』に登録・記載された周知の遺跡である。

平成８年度に実施された表面調査により，遺跡推定範囲が示され，その遺跡範囲面積は１３２，２００�

を測る（�福島県文化センター編１９９７）。さらに平成１４年５月７日から県内遺跡分布調査事業によ

り試掘調査が行われ，要保存面積３，３００�が確定した（�福島県文化振興事業団編２００３）。その結

果を受けて６月１９日・７月１７日に福島県教育委員会と日本道路公団との間で保存協議がなされ，工

区内の１期線部分について，要保存面積３，３００�を発掘調査することが確認された。

その結果を受けて，福島県文化振興事業団では調査員３名を配置して，平成１４年７月２９日より現

地調査を開始した。７月下旬から８月上旬にかけて，調査連絡所の設置，重機による表土�ぎを行

った後，８月７日より作業員を雇用し，人力による遺構精査を開始した。

８月から９月にかけては，晴天が続いたこともあって調査は順調に推移した。この頃になると，

本遺跡が縄文時代前期の集落跡であることが確認された。１０月に入ると住居跡などの遺構の精査が

進捗し，縄文土器などの遺物も多数出土するようになった。また本遺跡では１１月７日に空中写真撮

影を実施し，縄文時代前期の集落の様相を記録した。

このように本遺跡では縄文時代前期の集落が良好な形で発見されたことから，１１月２１日には福島

県教育委員会・大熊町教育委員会共催による現地見学会を開催した。現地見学会には地元の大熊町

を中心として約１３０名の参加があった。その後，調査は順調に推移し，１２月中旬には遺構の記録が

終了し，平成１４年１２月２４日に福島県教育委員会・福島県文化振興事業団から日本道路公団に現地を

引き渡した。

第２節 調査経過と調査方法
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調査方法 本遺跡の調査は，基

本的には序章で述べた方法に従

っているので，共通項目は割愛

する。なお，本遺跡の調査にの

み適用した項目は，３点である。

�グリッド（１０×１０ｍ）の基点に

ついては調査区外の北西側に

定めた（図２）。その国土座標

値は，Ｘ：１５４，２００・Ｙ：１００，６００

である。グリッドについては，

基点の座標から東西方向に西

から東にＡ・Ｂ・Ｃ・・・・

と付したアルファベットと，

南北方向に南から北に１・２

・３・・・・と付した算用数

字とを組み合わせたＡ１・Ｂ

２グリッド等の呼称を用いた。

つまり，Ａ１グリッドの北西

杭が本遺跡のグリッドの基点

となる。

�堆積土の表記 遺構内堆積土

の状態を人為堆積土か自然流

入土かを調査現場の段階で判

断するよう努めた。しかしな

がら堆積の状態が悪く，判断

できなかったものもある。人為堆積土か自然流入土かの判断基準と表記方法は次の通りである。

・人為堆積土複数の異なる色調の堆積土（例えば褐色土と黄褐色土など）が同一層に撹拌された状

態で観察できたもの。また，基本土層には認められない色調や土質の堆積土が不規則に混じり

合っているもの。堆積土の注記では「混土」という表現を用いている。

・自然流入土 単一の色調・土質の堆積土が均一的に同一層で認められたもので，かつ基本土層

に認められる土が流入したことが，遺構内の堆積状態でわかるもの。

・表記方法 人為堆積土と判断したものにのみ「混土」という表現を用いている。

�空中撮影 遺跡の全体像や周辺の地形を把握するために，ラジオコントロール・ヘリコプターと

高所作業車による写真撮影を行った。 （門 脇）

図２ 調査区位置図とグリッド配置図

第２編 上平Ａ遺跡
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第２章 遺構と遺物

第１節 遺跡の概要と基本土層

遺構の分布（図３，写真１・４・５）

平成１４年度の上平Ａ遺跡の調査において確認された遺構は，竪穴住居跡１７軒，竪穴状遺構３基，

土坑２５基，集石遺構２基，焼土遺構１基，木炭窯跡１基，小穴２６基である。また遺構ではないが，

風倒木痕３８カ所も確認された。この内，木炭窯跡を除く大部分の遺構は，縄文時代前期前葉を主体

とする時期の範疇で捉えることができる。

図３に示したように調査区中央部には，あたかも広場であるかのような遺構の空白域（南北長約

４０ｍ・東西幅約２０ｍ）がある。それを囲むように縄文時代前期前葉の遺構が，おおむね南北長約５５

ｍ・東西幅約５２ｍの範囲に馬蹄形状に分布している。集落の全容は明らかではないが，中央に広

場を備えた集落形態であったと推察できる。

縄文時代前期前葉の遺構を竪穴住居跡と土坑を中心に見れば，次の４カ所の分布域が認められる。

�６～１１号住居跡を中心とした調査区南西隅の１群‥‥‥‥‥分布域�

�５・１２～１６号住居跡を中心とした調査区北側の１群‥‥‥‥分布域�

�３・４・１７号住居跡を中心とした調査区南東隅の１群‥‥‥分布域�

	調査区北東隅の土坑群‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥分布域	

これら４群が同時併存したかどうかは不明であるが，段丘面上の土地利用において広場空間と住

居空間，さらには土坑群といった「領域分け」が存在した可能性は高い。

次に遺構分布と地形との関係を考えてみる。遺跡は南西から北東に向かってなだらかに傾斜して

いるが，調査区中央部はその傾斜が最も緩く，かなり平坦な地形であることがわかる。

一方，南西隅の１群（分布域�）は，中央の平坦面より一段高い微高地に位置している。調査区内

ではこの辺りが標高７４．６ｍと最も高い。この微高地は，調査区外の西方向に延びることから，分布

域が西へ拡大することは確実である。９～１１号住居跡のように同一場所での重複関係が認められる

など，この領域の遺構密度は今回の調査区内では最も高いといえる。

北側の１群（分布域�）は，中央の平坦面より低い面に位置している。住居跡などに重複関係はな

く，一定の間隔を保ちながら，分布している。調査区外の東方向に平坦面が延びることから，分布

域が東へ拡大する可能性がある。

南東隅の１群（分布域�）は，北から南に緩やかに傾斜する面に位置する。３号住居跡の状況から

分布域は調査区外の東側に拡がることは確実である。調査区南東隅から南側はさらに急傾斜になる

ことが予想されることから，南側への分布域が大きく拡がる可能性は低い。

北東隅の土坑群（分布域	）は，調査区内では最も標高の低い場所に立地している。分布域�の外
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図３ 遺構配置図・基本土層作成位置（Ａ～Ｇ）

第２編 上平Ａ遺跡
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縁部に位置し，北側への分布域の拡大が予想

される。土坑のなかには２３号土坑のように貯

蔵穴である可能性が高いものも含まれている。

また土坑のなかには，落し穴状土坑と推察

されるものも見つかっている。落し穴状土坑

は，縄文時代前期の集落が営まれた時期に併

存した可能性は低く，集落時期とは若干の時

間差があると考えている。このことについて

は第４節で詳しく述べる。

竪穴住居跡（竪穴状遺構を含む）と土坑の他

には，集石遺構と焼土遺構がある。集石遺構

は２基確認されているが，その内，１号集石

遺構は１６号住居跡に隣接している。集石遺構

を屋外炉として考えた場合，住居跡との関連

性は高いかもしれない。

本遺跡では唯一，縄文時代よりも新しい時

期の遺構として１号木炭窯跡がある。これは

調査区南東隅の緩傾斜地で確認されたが，他

に伴うような遺構はなく，単独で形成されたものと思われる。

この他，本遺跡では風倒木痕が大小合わせて３８カ所見つかっている。縄文時代の遺構と重複して

いるものも多いが，例外なく風倒木痕の方が新しいことがわかった。加えて深さが１．５ｍ，直径が５

ｍを超える巨大な風倒木痕も少なくない。また風倒木痕の堆積土を観察すると，後述する基本土層

のＬ�に起因する暗褐色土が流れ込んでいるものが多い。したがってＬ�が表土として形成される

時期，つまり縄文時代以降に，本遺跡一帯には森林が存在した可能性がある。 （門 脇）

基本土層（図５，写真６・７）

本遺跡の基本土層は，Ｌ�～Ｌ
と大きく５つに分けた。さらにＬ�とＬ�は，土質によって細

分している。先にも述べたが，調査区周辺は昭和５０年代に水田に改修されているため，基本層序が

均一的に堆積している訳ではない。調査区内でも特にＬ�とＬ�は欠層している場合が多い。

Ｌ�ａは黒褐色土である。現況における水田耕作土で，調査区内の全域に認められる。層厚は，２０

～４０
程である。部分的には明らかに下位層を撹拌して，盛土とした箇所も認められた。調査に際

しては，基本的に本層のみ重機掘削を行った。本層からは土器片や石器が出土している。

Ｌ�ｂは褐灰色土で，グライ化した粘質土である。現況における水田の床土に相当する。層厚は，

５～１０
程である。調査区内のほぼ全域に認められた。本調査は，本層より下位については基本的

に人力作業である。本層からも比較的多くの縄文土器片や石器が出土している。

図４ 遺構の配置と分布域
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ＳＣ０１堆積土�

　基本土層�
ＬⅠａ　黒褐色土１０ＹＲ３/２（現水田耕作土・盛土）�
ＬⅠｂ　褐灰色土１０ＹＲ４/１（現水田床土）�
ＬⅡ　　暗褐色土１０ＹＲ３/３（ほ場整備以前の旧表土）�
ＬⅢ　　褐色土　１０ＹＲ４/６（暗褐色土１０ＹＲ３/４・褐色土１０ＹＲ４/４含む）�
ＬⅣａ　黄褐色土１０ＹＲ５/６（暗色帯，岩片２～５㎜大を少量含む）�
ＬⅣｂ　明褐色土７.５ＹＲ５/６（ハードローム層，砂粒少量含む）�
ＬⅣｃ　黄褐色土１０ＹＲ５/８（砂質シルト，岩片２～５㎜大を微量含む）�
ＬⅣｄ　黄褐色土１０ＹＲ５/６（砂質シルト）�
ＬⅤ　　にぶい黄橙色細砂１０ＹＲ６/４（小礫混じり，明黄褐色粘土のラミナ層�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　含む）�

Ｌ�は暗褐色土である。水田改修前の旧表土層と考えられる。層厚は，５～２０
程である。水田

耕作によって，調査区内ではほとんどが失われ，部分的にしか遺存していなかった。１号木炭窯跡

は，本層上面から掘り込まれた可能性が高いものと考えている。出土遺物は，本層がほとんど残っ

ていなかったため縄文土器片・石器ともに少ない。

Ｌ�は，褐色土を基調とし，暗褐色土を部分的に含んでいる。Ｌ�との層理面が不明瞭であるこ

とから堆積後に土壌化作用を受けたものと考えている。層厚は，５～２０
程である。調査区の中央

部ではほとんど失われていたが，調査区南東部（Ｉ・Ｊ１４グリッド付近）や北部（Ｇ・Ｈ１０グリッド付

近）では確認できた。また３号住居跡は，Ｌ�上面が遺構掘り込み面である可能性が高いことが判

明した。おそらく本層が縄文時代の表土であり，当該期の遺構の多くは本層上面から掘り込まれた

ものと推察している。縄文土器片・石器が出土しているが，出土量は限られている。

Ｌ�は黄褐色土で，Ｌ
上面までの層厚は０．７～１ｍ程である。本層上面が遺跡の基底面（地山）を

構成している。また前述のように縄文時代の遺構は，Ｌ�上面が掘り込み面である可能性が高い。

しかしながら実際の調査ではＬ�の遺存が悪く，結果的に大部分の遺構はＬ�上面で検出されてい

る。ただし１７号住居跡のみはＬ�上面が掘り込み面であると考えられ，他よりは時期的に古い住居

跡の可能性がある。

なおＬ�は，色調や土質によって４つに細分することができるが，層序細分は漸移的な区分とし

図５ 風倒木痕分布図と基本土層
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て捉えている。Ｌ�ａは黄褐色を呈するロームで，２～５�大の岩片を少量含んでいる。Ｌ�ｂよ

り若干色調が暗く，「暗色帯」に相当する層の可能性がある。Ｌ�ｂは，Ｌ�ａより明るい黄褐色を

呈するハードローム層で，砂粒を少量含んでいる。Ｌ�ｃは黄褐色を呈する砂質シルトで，岩片を

微量含んでいる。Ｌ�ｄも黄褐色砂質シルトでＬ�ｃより砂の割合が多い。

Ｌ
はにぶい黄橙色細砂層である。小礫が混じり，明黄褐色粘土のラミナ層を含む。２号土坑な

どは，Ｌ�を掘り抜いて本層上面まで掘削深度が達している。さらに下位には段丘礫層が存在する

ものと推察されるが，今回の調査で確認することはできなかった。

なお，Ｌ�・Ｌ
の中から遺物は出土していない。 （門 脇）

遺跡の年代と土器分類

本遺跡で出土した遺物は，縄文時代前期前葉に比定される時期の土器が主体を占め，他の時期の

出土数は極端に少ない。出土土器はほとんどが破片の状態であり，分類は土器破片の表面の観察を

もとにした。なお，挿図中には，�群１２類ａ種の土器ならば「�１２ａ」というように表記した。

�群土器…縄文時代早期に比定される土器である。出土量は少ない。

１類…沈線文系の田戸下層式土器。

２類…条痕文系の土器。

�群土器…縄文時代前期の土器で，口縁部から頸部にかけて文様帯が巡るもの。さらに１４類に分類

した。

１類…縄圧痕文を主文様とするもの。

２類…集合沈線で文様を描くもの。

３類…頸部に段を有するもの。

４類…連続する刺突文・爪形文で文様を描くもの。

５類…相互刺突文を施すもの。

６類…沈線文で文様を描くもの。文様に小瘤を貼付したものも本類とした。

７類…沈線文や連続刺突文で区画した重層ループ文を主文様とするもの。

８類…コンパス文を施すもの。

９類…地文上に連続刺突文が施されるもの。

１０類…重層ループ文により文様を施すもの。または，地文間に無文部を残すもの。

１１類…口唇部にのみ装飾を加えるもの。

１２類…口縁部上端にのみの装飾を施すもの。

１３類…平行沈線文を施すもの。

１４類…１～１３類以外の土器。比定される分類が不明なため，本類で一括した。

�群土器…縄文時代前期の土器で，地文のみで構成される破片資料。胴部資料や底部資料の他，地

文のみの平坦口縁の口縁部資料も含む。施文原体の種類により１４類に分類した。

１類…１段撚りの原体で斜行縄文を施すもの。

第１節 遺跡の概要と基本土層

４１



２類…２段撚りの原体で斜行縄文を施すもの。

３類…非結束羽状縄文を施すもの。

４類…結束第１種原体で羽状縄文を施すもの。

５類…ループ文を施文するもの。

６類…複節斜縄文を施すもの。

７類…組紐文を施すもの。

８類…異節斜縄文を施すもの。

９類…異条縄文を施すもの。

１０類…斜位や横位の撚糸文を施すもの。

１１類…網目状撚糸文を施すもの。

１２類…底部が少しでも確認できるものを一括した。底部に施された文様で細別した。

ａ種…斜縄文を施すもの。

ｂ種…ループ文を施すもの。

ｃ種…組紐文を施すもの。

ｄ種…半截竹管による刺突文を施すもの。

ｅ種…先端が平坦な工具による刺突をもつもの。

ｆ類…先端が棒状の工具による刺突をもつもの。

ｇ種…無文のもの。

ｈ種…残存率が悪く，比定される分類が不明なものを一括した。

１３類…無文のもの。

１４類…１～１３類以外の土器。比定される分類が不明なものを本類で一括した。

�群土器…縄文時代中期の土器である。

１類…大木８ａ～８ｂ式土器。

２類…大木９～１０式土器。

３類…加曽利Ｅ式土器。

４類…中期土器と判断したが，粗製土器や地文だけの土器片で，詳細が不明なもの。

�群土器…縄文時代後期の土器である。

１類…綱取�式土器。

２類…後期土器と判断したが，粗製土器や地文だけの土器片で，詳細が不明なもの。 （坂 田）

第２編 上平Ａ遺跡

４２



第２節 竪穴住居跡

本遺跡で確認した竪穴住居跡は，１号住居跡から１７号住居跡までの１７軒である。前節で述べたよ

うに，これらはすべて縄文時代前期前葉を主体とする時期に比定される。

竪穴住居跡の分布には，前節で述べたように大まかに３つの分布域が認められた（図４）。

分布域� 遺構は調査区南西隅の平坦面，Ｆ１２～１４，Ｇ１３～１５，Ｈ１５グリッドにかけて，東西幅

３０ｍ，南北幅４０ｍの範囲に分布する。この範囲に分布する竪穴住居跡は１・２・６～１１号住居跡で

ある。この中には９～１１号住居跡のように重複関係が認められるものがあり，今回の調査で最も遺

構が検出された範囲である。また分布域内には，これらの竪穴住居跡の他に１・２号竪穴状遺構と

１～９号土坑，１号焼土遺構，２号集石遺構がある。

分布域� 遺構は調査区北側の平坦面，Ｆ～Ｊ１０・１１グリッドにかけて，東西幅３８ｍ，南北幅２０

ｍの範囲に分布する。この範囲に分布する竪穴住居跡は５・１２～１６号住居跡である。これらの住居

跡には重複関係は認められず，一定の間隔を保った配置である。また分布域内には，これらの竪穴

住居跡の他に３号竪穴状遺構と１０～１６・２４号土坑，１号集石遺構がある。特に１号集石遺構は１６号

住居跡の北側に隣接して位置することから，その関連が指摘されるところである。

分布域� 遺構は調査区南東隅のやや南向きに緩傾斜する面，Ｊ１３・１４グリッドにかけて，東西

幅５ｍ，南北幅１５ｍの範囲に分布する。この範囲に分布する竪穴住居跡は３・４・１７号住居跡であ

る。３号住居跡と４号住居跡には新旧関係があり，さらに４号住居跡には建て替えが認められた。

また，３号住居跡はＬ�上面から掘り込んでいる遺構であるのに対し，１７号住居跡はＬ�上面から

掘り込んでいる可能性が高い。このことから分布域�の住居跡群は，同時期に併存したとは考えに

くい。

今回の調査で基本層序と遺構掘り込み面との関係が判明したものは，前述の３・１７号住居跡のみ

である。また８～１１号住居跡についてはＬ�上面で検出した。他の住居跡についてはＬ�上面で検

出したが，前節の基本土層の項で述べたように，１７号住居跡を除いてＬ�上面が掘り込み面であっ

たと推察している。

本遺跡で見つかった竪穴住居跡は，周壁の内側もしくは外側に壁柱穴が巡る構造であるものが多

い。また，多くの竪穴住居跡では床面中央部に地床炉が認められる。住居構造に関しては，焼失住

居である１２号住居跡で貴重な所見が得られており，後に詳しく述べる。

竪穴住居跡の平面形は，隅丸長方形を呈するものが多く，方形を呈するものの軒数は少ない。円

形を基調とするものは，１７号住居跡のみである。また住居跡の主軸方位については規則性は認めら

れない。本遺跡で見つかった住居跡は，中央の広場的空間を中心に一定の間隔で配置されていると

いえよう。

本遺跡の竪穴の掘り込みは総じて浅く，遺存壁高はほとんどが１０
に満たない。最も壁高が高い

第２節 竪穴住居跡

４３



１３号住居跡の例でも，遺存値で２５
程である。逆に１５・１６号住居跡のように，周壁は失われ，床面

が露出した状況で検出された遺構もある。また，３号住居跡では掘り込み面（Ｌ�上面）から床面ま

での深度は，３６
程である。このことから現況の竪穴深度で判断するのではなく，調査区内では基

本土層のＬ�がほとんど失われていることを考慮する必要があろう。

以下，遺構番号順に事実報告を行う。 （門 脇）

１号住居跡 ＳＩ０１ （図６，写真８・９）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｇ１５グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．５ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）Ｇ１５Ｐ２，風倒木痕 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸長方形

規模 現状の壁上端で，東西長４．１ｍ（遺存値）・南北長２．０ｍ。 床面積（推定値） ８．１１�

主軸方位 Ｎ８１°Ｅ 遺存壁高 １２～１６
 周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 東壁は風倒木痕によって壊されている。南北の壁はほぼ平行する。西壁は緩やかな円弧を描

くように，西側に張り出している。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。多少の凹凸があるが，ほぼ平坦である。炉・踏み締まりは認められない。

堆積土 ２層に分けられ，両層ともＬ�に起因する褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認

められた。自然堆積と考えられる。

住居跡の構造

小穴 床面から検出された小穴，Ｐ１とＰ２を主柱穴と考えている。壁柱穴は確認していないが，

竪穴の周囲に柱（垂木）が巡っていた可能性がある。２基の小穴の断面形はロート状を呈し，壁の上

部が崩れている状況が認められた。また柱痕は確認できず，廃絶時に柱は抜き取られたものと推察

される。柱穴深度は，Ｐ１で２７
，Ｐ２で３６
である。ともに上端の平面形は不整円形であるが，

中端の平面形は円形を呈する。中端での直径はＰ１で２５
，Ｐ２で３２
である。これは他の住居跡

の柱穴に比べて規模が大きいといえる。

遺 物（図６，写真５７）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片が２３点出土した。

縄文土器 ６図１は単節斜縄文，２・３は非結束の羽状縄文が施されている。２は同じ段内に２種

類の原体が交互に回転され，縦位の羽状縄文が形成されている。４～７はループ文，８は組紐文が

施されている。９は底部外縁と底部に半截竹管による刺突文が加えられている。

ま と め

分布域�の南にある竪穴住居跡で，平面形は東西方向に長軸をもつ隅丸長方形を呈する。床面中

央の長軸線上に２基の主柱穴が配置されている。この主柱だけでは構造上に支障をきたすので，お

そらく竪穴の周囲には垂木を巡らして上屋を支えていたと推察している。垂木の柱穴は，すでに失
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（１/５０）�

１号住居跡�

　１号住居跡堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土塊少量含む）�

　１号住居跡Ｐ１・２堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ５/４（黄褐色土塊少量含む）�
�

１（�１）Ⅲ２�

２（�１）Ⅲ３�

３（�１）Ⅲ３� ４（�１）Ⅲ５�

５（�１）Ⅲ５� ６（�１）Ⅲ５�

７（�１）Ⅲ５� ８（�１）Ⅲ７� ９（�１）Ⅲ１２ｄ�

ＳＩ０１�ＳＩ０１�

ＳＩ０３�ＳＩ０３�

われているか，もしくは構築に際してＬ�まで掘り込んでいなかったと考えられる。

本遺構の帰属時期は，出土遺物が少なく判然としないが，住居跡の構造から縄文時代前期前葉と

考えている。 （門 脇）

２号住居跡 ＳＩ０２ （図７，写真１０・１１）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｈ・Ｊ１５グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．３ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 住居形態 竪穴住居跡 平面形 方形

規模 現状の壁上端で，東西長２．５ｍ・南北長２．６ｍを測る。 床面積（遺存値） ５．０４�

主軸方位 Ｎ２０°Ｗ 遺存壁高 ８～１０
 周壁の立ち上がり ５０～７０度

周壁 南北の壁はほぼ平行するが，北壁がやや東側に張り出している。よって東西の壁は平行せず，

東壁が北東方向に膨らんでいる。

図６ １号住居跡と出土遺物
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撹乱�

撹乱�

撹乱�

Ｐ４� Ｐ２�

Ｐ１�

撹乱� 撹乱�

７４.４０ｍ�

２号住居跡�

Ａ′�Ａ�

Ａ′
�

Ａ�

Ｂ
′
�

Ｂ
�

７４.４０ｍ� Ｂ′�Ｂ�

ＬⅣ�

ＬⅣ�

２�

１� １�

１�
３�
２�

４�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ５㎝�
（１/３）�

Ｐ４�
（１２）�

Ｐ２�
（１８）�

Ｐ１�
（１２）�

Ｐ３�
（１８）�

Ｈ１５�

Ｓ２・Ｅ９�

Ｉ１５�

Ｓ２・Ｅ１�

Ｈ１５�

Ｓ５�
Ｅ９�

Ｉ１５�

Ｓ５・Ｅ１�

　２号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
３　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（Ｐ１堆積土・黄褐色土塊少量含む）�
４　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土（Ｐ１堆積土）�

　２号住居跡Ｐ２～４堆積土�
１　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒少量含む）�
�

１（�１）Ⅲ２�

２（�１）Ⅲ１４�

３（�１）Ⅳ４�

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。多少の凹凸があるが，ほぼ平坦である。炉・踏み締まりは認められない。

堆積土 ２層に分けられ，両層ともＬ�に起因する褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認

められた。自然堆積と考えられる。

住居跡の構造

小穴 床面から検出された小穴はＰ１～４の４基である。Ｐ１～３は柱穴とみているが，柱穴深度

が浅く，小規模であるために，構造の復元は難しい。Ｐ４はさらに小規模であるため，機能につい

ては不明である。

遺 物（図７）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片が４点出土した。

縄文土器 ７図１はＲＬ撚りの原体で単節斜縄文が施されている。２は器面の遺存状態が悪く，原

体は特定できない。３は無文の胴部破片であるが，胎土と色調から中期の土器と推定される。

ま と め

分布域�の南端にある小型の竪穴住居跡で，平面形はほぼ方形を呈する。３基の柱穴が見つかっ

ているが，住居がどのような上屋構造であるのかは推測できなかった。小型の住居跡であることか

ら察すると，かなり簡易的な構造だった可能性がある。

本遺構の帰属時期は，出土遺物が少なく判然としないが，住居跡の構造や近接遺構から縄文時代

前期前葉と考えている。 （門 脇）

３号住居跡 ＳＩ０３ （図８・９，写真１２・１３）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１３グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．１ｍ（Ｌ�上面）

図７ ２号住居跡と出土遺物

第２編 上平Ａ遺跡
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重複 （新）２１号土坑，風倒木痕 （古）４号住居跡 住居形態 竪穴住居跡

平面形 東側が調査区外であるため不明。 規模 現状の壁上端で，南北長４．２ｍ。

主軸方位 不明 遺存壁高 １８～２０
 周壁の立ち上がり ７０～８０度

掘込面 調査区東壁の断面精査において，Ｌ�上面から掘り込んでいることがわかった。平面プラ

ンをＬ�上面の精査段階で認識できなかったのは，本遺構の堆積土の色調とＬ�のそれとがほとん

ど同じであったためである。

周壁 北壁と西壁の立ち上がりは急峻であるが，南西隅では，５０度程とやや緩やかな立ち上がりを

見せる。西壁は，４号住居跡の堆積土を掘り込んで構築されているためか，形状が不整である。西

壁の一部は２１号土坑によって失われている。また北壁と南壁は平行しないことから，住居跡の平面

形はやや歪んだ円形もしくは楕円形を呈すると推測される。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。床面は中央に向かって緩やかにくぼみ，床周辺部と中央との比高差は８
である。

また床面の一部は，２１号土坑と風倒木痕により壊されていた。踏み締まりは認識できなかった。

堆積土 ３層に分けられ，Ｌ�に起因する暗褐色・褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認

められた。自然堆積と考えられる。

住居跡の構造

炉跡 床面中央やや北寄りの地点に，不整円形の掘形を有する炉跡が見つかった。その規模は東西

幅６０
，南北幅５８
，深さ４０
を測る。炉跡掘形の周壁は強く被熱しており，その範囲は床面にま

で及んでいる。このため，本住居跡に伴う遺構として判断した。炉内からは，拳大から幼頭大の亜

円礫が数１０個出土している。これらの礫の多くが被熱していた。炉内堆積土は２層に分けられ，い

ずれも炭化物を多く含んでいる。さらに�２は褐灰色の粘性に富む土を含んでおり，機能時の残灰

が土壌に変化したと推察される。これらのことから，炉内で火を使用した可能性は高く，同時に石

を熱していたと推測している。

小穴 検出された小穴は８基で，この内Ｐ１は炉跡北側に位置する主柱穴，Ｐ２～８の７基は周壁

際を巡る壁柱穴と考えている。Ｐ１は床面で見つかった小穴の中では最も規模が大きく，長軸４６
，

短軸４０
，深さ３０
を測る。西壁の上部は崩落していることから，廃絶時に柱は抜き取られたもの

と推察される。７基の壁柱穴は直径２０
程とどれも小規模で，深さも一定しない。

遺 物（図８・９，写真５７・５９）

出土状況 炉跡の堆積土下部（炉�２）から，縄文土器片が２点出土した。堆積土中（�１）からは縄文

土器片が６８点，石器が９点出土している。

縄文土器 ８図１は非結束の羽状縄文，２・３は単節斜縄文，４は結節縄文が施されている。５・

６は小片であったり，器面が摩耗しているため判然としないが，非結束羽状縄文が施されているも

のと推定される。７は結束羽状縄文，８～１２はループ文が施されている。９・１０は２種類の原体で

羽状縄文が形成されている。１３～１５は組紐文が施されている。１６は沈線で区画された無文部と縄文

第２節 竪穴住居跡
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２１号土坑�

７４.４０ｍ�

７３.９０ｍ�
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ＬⅣ�
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ＬⅣ�

ＬⅡ�
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ＬⅢ�

ＬⅢ� ２� 土器�土器�礫�

礫�

土器�

掘形�

撹乱�

撹乱�

３  

２  

３  

２�

３  
１  

１  

１  

１  

２ 
１  

２ 

２  

１  
３�

３�

１  

１�
２�
３�

Ｐ２�
（１６）�Ｐ３�

（１８）�

Ｐ４�
（２２）�

Ｐ１�
（３０）�

Ｐ５�
（１６）�

Ｐ６�
〔３０〕�

Ｐ７�
（２３）�

Ｐ８�
（３４）�

Ｊ１３�

Ｅ３.５�

Ｊ１３�

Ｓ４.５・Ｅ３.５�

Ｊ１３�

Ｓ２・Ｅ４�

Ｊ１３�

Ｅ５.５�

Ｊ１３�

Ｓ１.５・Ｅ４�

Ｊ１３�

Ｓ１.５�
Ｅ５.５�

０� ５㎝�
（１/３）�

０� ５㎝�
（１/４）�

０� ３㎝�
（１/２）�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� １ｍ�
（１/２５）�

（１９～２１）�

（１～１６）�

（１７・１８）�

　３号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（炭化物・焼土粒微量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒微量含む）�
３　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�

　３号住居跡Ｐ１堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（炭化物粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
３　にぶい黄褐色土１０ＹＲ５/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�

　３号住居跡Ｐ２～９堆積土�
１　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒少量含む）�
�

　３号住居跡炉堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（人頭大の礫含む，炭化物片１～２㎝大を少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
　　（粘質土・人頭大の礫含む，炭化物片１～２㎝大を多量含む）�
�

最大長　４.８㎝�
最大幅　１.５㎝�
最大厚　０.７㎝�
重　さ　４.２ｇ�
石　質　珪質頁岩�

最大長　２.０㎝�
最大幅　１.９㎝�
最大厚　０.２㎝�
重　さ　０.６ｇ�
石　質　珪質頁岩�

最大長　７.５㎝�
最大幅　７.０㎝�
最大厚　６.０㎝�
重　さ　３８９ｇ�
石　質　細粒花崗岩�

１（炉�２）Ⅲ３�

２（�１）Ⅲ２� ３（�１）Ⅲ２�
４（�１）Ⅲ２�

５（�１）Ⅲ３？�

６（�１）Ⅲ３？�

７（�１）Ⅲ４�
８（�１）Ⅲ５�

９（�１）Ⅲ５� １０（�１）Ⅲ５�

１１（�１）Ⅲ５�
１２（�１）Ⅲ５�

１３（�１）Ⅲ７�
１４（�１）Ⅲ７�

１５（�１）Ⅲ７�
１６（�１）Ⅳ２�

１７（�１）�

１８（�１）�

１９（�１）�

２０（�１）�

２１（�１）�

最大長　６.９㎝　最大幅　８.６㎝�
最大厚　３.２㎝　重　さ　２５９ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　７.８㎝　最大幅　８.１㎝�
最大厚　５.７㎝　重　さ　４３０ｇ�
石　質　石英斑岩�

底　径　（４.５㎝）�
遺存高　１.５㎝�

微細　離�

図８ ３号住居跡と出土遺物（１）
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０� ５㎝�
（１/４）�

磨耗面� 敲打痕�被熱範囲�

１（�１）�

２（�１）�

３（炉�２）�

最大長　８.６㎝　最大幅　８.０㎝�
最大厚　３.５㎝　重　さ　３６７ｇ�
石　質　安山岩�

最大長　６.９㎝　最大幅　６.２㎝�
最大厚　３.５㎝　重　さ　２１２ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　１５.４㎝　最大幅　１３.８㎝�
最大厚　６.３㎝　重　さ　２.１㎏�
石　質　安山岩�

部で文様が構成されている。

石器 ８図１７は小形の縦形石匙

である。背面は両側縁からほぼ

並行する調整�離痕が観察され

るが，腹面右側縁部は未加工の

ままである。抉り部はわずかに

内湾する程度である。背面と腹

面の右側縁には微細�離が観察

された。１８は珪質頁岩製の�片

である。

同図１９～２１は下側面にザラザ

ラとした擦耗面が観察された磨

石類である。いずれの擦耗面も面的に潰れ，自然の礫面の丸みが失われている。

９図１・２は周囲に顕著な敲打痕が観察された磨石類である。縁辺が面的に潰れていることから，

かなりの使用頻度が伺える資料である。１の中央には磨耗面も観察された。同図３は炉跡の堆積土

から見つかった磨石類である。表面には部分的に磨耗面が観察された。全面は強く被熱していたこ

とから，炉の使用に関連するものと考えられる。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，住居跡の東側は調査することができなかった。したがって平面形

は不明であるが，おそらく炉跡を中心とした円形もしくは楕円形を呈するのではないかと考えてい

る。現況では住居の柱配列は，１本の主柱穴（Ｐ１）を中心に壁柱穴が巡る構造であると考えている

が，調査区外にＰ１以外の主柱穴が存在する可能性がある。炉跡の構造的特徴は，屋内か屋外かの

差はあるが，本遺跡の集石遺構のそれと類似している。

本遺構の帰属時期は，年代を特定できるような資料に恵まれなかったが，住居跡の構造から縄文

時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

４ａ号住居跡 ＳＩ０４ａ （図１０・１１，写真１４～１６）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１３グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．１ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）３号住居跡，２１号土坑 （古）４ｂ号住居跡 住居形態 竪穴住居跡

平面形 東壁は失われているが，隅丸長方形を呈すると推察される。

規模 現状の壁上端で，南北長４．０ｍ，東西長は５．６ｍ（推定）。 床面積（推定値） １９．８６�

主軸方位 Ｎ６５°Ｅ 遺存壁高 １０～１５
 周壁の立ち上がり ６０～７０度

周壁 立ち上がりは全体的にやや緩やかである。東壁は，３号住居跡・２１号土坑によって失われて

図９ ３号住居跡出土遺物（２）
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いる。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。床面は多少の起伏はあるが，ほぼ平坦である。また床面の東側は，３号住居跡と２１

号土坑により壊されていた。３号住居跡床面との比高差は，８～１０
である。踏み締まりは認めら

れなかった。

堆積土 ２層に分けられ，Ｌ�に起因する暗褐色・褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認

められた。自然堆積と考えられる。

住居跡の構造

炉跡 床面中央の長軸線上に２カ所の地床炉が見つかった。西側をＡ炉とし，東側をＢ炉とする。

Ａ炉の規模は長軸幅６５
，短軸幅３０
を測る。Ｂ炉は東側が３号住居跡に壊されている。Ａ・Ｂ炉

ともに中央部は強く被熱しており，その被熱範囲は床面下４～５
に及んでいる。被熱範囲の縁辺

部は，中央部より硬化していた。

小穴 検出された小穴は２８基で，この内Ｐ１～２２は本遺構の床面で検出した。Ｐ２３～２８は３号住居

跡床面で検出した小穴である。Ｐ２１・２２を除いて，２６基の小穴は周壁際を巡る壁柱穴と考えている。

これらはすべて床面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度はおおよそ２０～２５
であるが，

一定ではない。なかにはＰ１０のように５８
の深さのものもある。平面形や規模も当然ながら一定し

ていないが，おおよそ直径２０～２５
のものが多いといえる。これらの小穴の堆積土は，基本的には

住居内堆積土�２と同質の土であり，自然堆積と判断している。したがって壁柱穴に柱痕は認めら

れなかった。

一方，本遺構の壁柱穴の内側には後述する４ｂ号住居跡の柱穴が巡っているが，これらの堆積土

は基本的には人為堆積土と考えている。つまり新段階の４ａ号住居跡を構築する際に，古段階の４

ｂ号住居跡の小穴は埋められたと推測している。

遺 物（図１０・１１，写真５８・５９）

出土状況 堆積土中（�１・２）から縄文土器片が１１６点，石器が６点出土した。この他，Ｐ１４の堆

積土（�１）から縄文土器片が１点出土している。

縄文土器 １０図１は非結束の羽状縄文，１０図２～４と１１図１・２は単節斜縄文，１０図５・１１図３は

結節縄文が施されている。１１図４・５は縄の圧痕が薄く判然としないが，４は結束羽状縄文，５は

ループ文が施されていると推定される。同図６はＲ撚りの原体でループ文が，７は複節斜縄文が，

８は組紐文が施されている。同図９～１２は器面の遺存状態が悪く，詳細は不明である。

石器 １１図１３は磨製石斧の未製品である。刃部側には部分的に礫面が遺存しており，これが完成品

でないことを示している。表面側には粗い研磨痕が観察される。右側面の節理面周辺には，多くの

敲打の痕跡が認められるが，有効な整形�離に至っていない。同図１４は周囲に顕著な敲打痕が観察

された磨石類である。縁辺部は全周にわたって，面的に潰れている。表裏両面の中央部には，凹部

が認められた。

第２編 上平Ａ遺跡
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　４ａ号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量・焼土粒微量含む）�
�
　４ａ号住居跡Ｐ１～１１・２１・２２堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒微量含む）�
�

　４ａ号住居跡Ｐ１２・１３・１５～１９・２３～２８堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６�
�

　４ａ号住居跡Ｐ１４・２０堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（炭化物粒微量含む）�
�

１（Ｐ１４�１）Ⅲ３� ２（�１）Ⅲ２� ３（�１）Ⅲ２� ４（�１）Ⅲ２� ５（�１）Ⅲ２�

図１０ ４ａ号住居跡と出土遺物（１）
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１（�１）Ⅲ２�
２（�１）Ⅲ２�

３（�１）Ⅲ２�
４（�１）Ⅲ４？�

５（�１）Ⅲ５？�

６（�２）Ⅲ５�

７（�１）Ⅲ６� ８（�１）Ⅲ７� ９（�２）Ⅲ１２ｈ�

１０（�１）Ⅲ１４�

１１（�１）Ⅲ１４�

１２（�１）Ⅲ１４�

１３（�１）�

１４（�１）�

０� ５㎝�
（１/３）�

０� ５㎝�
（１/４）�

０� ５㎝�
（１/２）�

敲打痕・凹部�

最大長　１０.６㎝　最大幅　５.８㎝�
最大厚　２.８㎝　重　さ　２５５ｇ�
　　　　　　　　石　質　安山岩�

最大長　９.９㎝　最大幅　８.９㎝�
最大厚　４.７㎝　重　さ　６３２ｇ�
石　質　細粒花崗岩�

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，住居跡の東側は３号住居跡と２１号土坑に壊されていた。住居の柱

穴は周壁の全周を巡る壁柱穴のみで構成され，中央に柱穴は認められなかった。また本遺構の壁柱

穴の堆積土は自然堆積であるのに対し，後述する４ｂ号住居跡の柱穴は人為堆積である。このよう

な状況から，古段階の４ｂ号住居跡の柱穴を埋めて，新たに本遺構を構築したものと判断している。

本遺構の帰属時期は，年代を特定できるような資料に恵まれなかったが，住居跡の構造や重複関

係から縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

４ｂ号住居跡 ＳＩ０４ｂ （図１２，写真１６・１７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１３グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．１ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）３号住居跡，４ａ号住居跡，２１号土坑 住居形態 竪穴住居跡

平面形 周壁は失われているが，壁柱穴の配列から隅丸長方形を呈すると推察される。

規模・床面積・主軸方位 周壁が全く失われているので不明である。

床面 ４ａ号住居跡の床面によって壊されているか，同一面を床面としていたかどちらかである。

いずれにせよ本遺構の東側は３号住居跡と２１号土坑に壊されている。

図１１ ４ａ号住居跡出土遺物（２）
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３号住居跡�
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Ｐ９�
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　４ｂ号住居跡Ｐ１・２・５・７・９堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６�
　　の混土�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
�
　４ｂ号住居跡Ｐ３堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６�
　　の混土�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
３　黄褐色土１０ＹＲ５/８と黄褐色土１０ＹＲ５/６�
　　の混土�
�
　４ｂ号住居跡Ｐ４・６・８・１０～１２堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６�
　　の混土�
�
　４ｂ号住居跡Ｐ１３～１５堆積土�
１　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�

堆積土 本遺構の堆積土は，小穴の中にのみ遺存している。

住居跡の構造

小穴 本遺構に属する小穴は，計１５基である。これらは柱配列から，壁柱穴と考えている。また前

述の４ａ号住居跡の柱穴とは，人為堆積であるか，自然堆積であるかを判別の基準とした。本遺構

の柱穴は，黄褐色土塊と褐色土粒・塊が混じり合った土が堆積している。これに対し，４ａ号住居

跡の柱穴は，基本的には単一の土層からなる自然堆積である。このような状況から，本住居跡の柱

穴を埋めて，新段階の４ａ号住居跡を構築したと推察している。

検出された小穴は１５基で，この内Ｐ１～９・１４は４ａ号住居跡の床面で検出した。Ｐ１０～１３・１５

は３号住居跡床面で検出した小穴である。これらはすべて床面に対し垂直方向に掘り込まれている。

その深度はおおよそ１５～２０�であるが，一定ではない。なかにはＰ１のように５６�の深さのものも

ある。平面形や規模も当然ながら一定していないが，おおよそ直径２０～２５�のものが多いといえる。

遺 物

出土状況 Ｐ３から縄文土器胴部の小破片が１点出土したが，図示しなかった。

図１２ ４ｂ号住居跡
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ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，周壁・床面は失われていた。上屋構造は壁柱穴により支えられて

いたと判断している。柱穴の堆積土の違いから，４ｂ号住居跡は４ａ号住居跡に建て替えられたも

のと考えている。

本遺構の帰属時期は，年代を特定できるような資料に恵まれなかったが，住居跡の構造や重複関

係から縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

５号住居跡 ＳＩ０５ （図１３，写真１８・１９）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｉ１０グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．６ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）風倒木痕 住居形態 竪穴住居跡

平面形 西側半分は失われているが，隅丸長方形を呈すると推察される。

規模 現状の壁上端で，東西長は４．５ｍ（遺存値），南北長は不明。 主軸方位 Ｎ２０°Ｗ

遺存壁高 １０～１３� 周壁の立ち上がり ６０～７０度

周壁 立ち上がりは全体的にやや急斜である。北壁はほぼ直線状に東西に延びるのに対し，東壁は

Ｐ５を境に西側に曲がっている。さらにＰ３・５は，東壁より外側に張り出している。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。床面は多少の起伏はあるが，ほぼ平坦である。また床面の西側は，風倒木痕により

壊されていた。踏み締まりは認められなかった。Ｐ１の東脇には焼土粒の集積範囲が確認されたが，

被熱の痕跡はなく，炉跡ではないと判断した。

堆積土 ２層に分けられ，両層とも黄褐色土塊が撹拌された状態で確認されたことから，人為堆積

と判断した。特に�１は炭化物・焼土粒を多く含んでいたが，これは隣接する１２号住居跡が焼失住

居であることと関連があると推察している。

住居跡の構造

小穴 検出された小穴は６基で，周壁と接するように配置されていることから，壁柱穴と考えてい

る。床面の中央は失われているので，主柱穴は確認できなかった。小穴はすべて床面に対し垂直方

向に掘り込まれている。その深度は床面からおおよそ１５～３０�であるが，一定ではない。平面形や

規模も当然ながら一定していないが，直径３０�位のもの（Ｐ１・３・５）と直径２０�位のもの（Ｐ２

・４・６）に分かれる。これらの小穴の堆積土は，基本的には住居内堆積土�２と同質の土であり，

人為堆積と判断している。

遺 物（図１３，写真５９）

出土状況 Ｐ４西脇からは床面に密着して，石皿（１３図６）が見つかった。この他，石斧（１３図４）も

床面に密着して出土している。堆積土中（�１）からは縄文土器片が７点，石器が２点出土した。

縄文土器 １３図１は半截竹管による斜位の沈線文が施されている。２は単節の結節縄文が施されて

第２編 上平Ａ遺跡

５４



Ｐ１�
（１４）�

Ｐ２�
（１８）�

Ｐ３�
（３０）�

Ｐ４�
（１８）�

Ｐ５�
（２６）�

Ｐ６�
（２０）�

５号住居跡�

Ａ�
Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

Ｅ�

Ｆ
�

１３図６�

１３図６�
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Ｉ１０�

Ｓ５・Ｅ６�

Ｉ１０�
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Ｉ１０�

Ｓ９・Ｅ６�

Ｉ１０�

風倒木痕�

Ｐ１�
７３.７０ｍ�

風倒木痕�

Ｂ� Ｂ′�

１�
２�

Ｐ３�
７３.７０ｍ�

風倒木痕�

Ｃ� Ｃ′�

１�

１�

２�
２�

Ｐ４�１�
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７３.７０ｍ�

風倒木痕�

Ｄ� Ｄ′�

１�
２�

Ｐ５�７３.７０ｍ�

風倒木痕�

Ｅ� Ｅ′�

１�

Ｐ６�
７３.７０ｍ�

風倒木痕�

Ｆ� Ｆ′�
１�

Ｐ２�１� ２�

Ｐ２�

７３.７０ｍ�

風倒木痕�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ５㎝�
（１/３）�

磨耗面� 擦耗面� 敲打痕�

０� ５㎝�
（１/２）�

０� ５㎝�
（１/４）�

０� １０㎝�
（１/６）�

　５号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
　　（炭化物・焼土粒多量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
�
　５号住居跡Ｐ１堆積土�
１　赤褐色土５ＹＲ４/６と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
　　（焼土粒多量含む）�
�
　５号住居跡Ｐ２・４・６堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
　　（炭化物粒微量含む）�
�
　５号住居跡Ｐ３・５堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
　　（炭化物粒微量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６�
　　の混土�

１（�１）Ⅱ６� ２（�１）Ⅲ２� ３（�１）Ⅲ３？�

４（床面）�

５（�１）�

６（床面）�

ＳＩ０５�ＳＩ０５�

最大長　１１.５㎝　最大幅　５.６㎝�
最大厚　３.３㎝　重　さ　３０７ｇ�
石　質　安山岩�

最大長　１１.１㎝�
最大幅　８.７㎝�
最大厚　４.１㎝�
重　さ　５８０ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　３４.５㎝　最大幅　２７.８㎝�
最大厚　９.４㎝　重　さ　１１.７㎏�
石　質　花崗閃緑岩�

Ｓ９・Ｅ８�Ｓ９・Ｅ８�

図１３ ５号住居跡と出土遺物
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１（�１）Ⅲ３�

ＳＩ０６�

ＳＩ０７�

ＳＩ０６�

ＳＩ０７�

　６号住居跡Ｐ１・２・７堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
�
　６号住居跡Ｐ３～５堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒・暗褐色�
　　　　　　　　　　　　土粒少量含む）�
�
　６号住居跡Ｐ６堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
�
　６号住居跡堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/２（暗褐色土塊・黄褐色土塊少量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土塊多量含む）�

撹
乱�

撹
乱�

いる。３は小片のため判然としないが，非結束羽状縄文が施されていると推定される。

石器 １３図４は磨製石斧である。扁平な礫を素材とし，敲打によって形状を整えている。刃縁は，

磨耗によって鋭さが失われている。その磨耗痕は若干ではあるが光沢を有しており，使用状況を示

唆しているといえる。同図５は下側面にザラザラとした擦耗面が観察された磨石類である。側面に

は敲打痕も観察された。同図６は床面に密着して検出された石皿である。表面の中央には広範囲に

わたって，光沢を有する磨耗痕が観察できる。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，住居跡の西側は風倒木痕に壊されていた。住居の柱穴は壁柱穴の

みで構成され，中央に柱穴は認められなかった。住居内堆積土には焼土粒や炭化物粒が多く含まれ

ているが，火災住居である１２号住居跡と何らかの関連があると考えている。

本遺構の帰属時期は，年代を特定できるような資料に恵まれなかったが，住居跡の構造から縄文

時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

６号住居跡 ＳＩ０６ （図１４，写真２０・２１）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１２グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．５ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸方形

規模 現状の壁上端で，南北長２．３ｍ，東西長２．１ｍを測る。 床面積 ３．８６�

主軸方位 Ｎ４°Ｅ 遺存壁高 ２～８� 周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 東・西・北壁はほぼ直線状で，東西の壁は平行する。南壁は弧を描くように南側にやや張り

出している。

床面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。炉・踏み締まり

図１４ ６号住居跡と出土遺物
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等は認められない。

堆積土 ２層に分けられ，�１は黒褐色土，�２はＬ�に類似したにぶい黄褐色土である。いずれ

も周壁からの流入が認められるので，自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

小穴 床面中央にＰ６・７を確認した。平面形は円形で，直径１８～２０�，床面からの深さは１８～２２

�を測り，その規模と位置から主柱穴と考えられる。壁際から，壁柱穴と考えられるＰ１・２・４

・５を検出した。平面形は円形または楕円形で，長径１９～２９�，床面からの深さは４～１２�を測る。

いずれの小穴も断面形はＵ字形を呈し，床面に対してほぼ垂直に掘られている。小穴内堆積土はＰ

１・７が褐色土，Ｐ２～５が暗褐色土で，いずれも柱痕は認められなかった。

遺 物（図１４，写真５９）

出土状況 堆積土中（�１）から縄文土器片４点が出土したが，遺存状態が悪く，図示できるものは

１点のみである。

縄文土器 １４図１は単節の非結束羽状縄文が施されている。

ま と め

分布域�の北にある竪穴住居跡で，平面形は不整な隅丸方形を呈する。南北長２．３ｍと非常に小

型である。床面のほぼ中央に主柱穴が２基認められ，壁際には壁柱穴が巡る。

本住居跡の帰属時期は地文以外の文様をもつ土器がなく判然としないが，住居跡の構造と出土土

器より縄文時代前期前葉と推測している。 （坂 田）

７号住居跡 ＳＩ０７ （図１５，写真２２・２３）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ・Ｇ１３・１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．５ｍ（Ｌ�上面）

重複 （古）４号土坑 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸長方形

規模 現状の壁上端で，東西長３．５ｍ，南北長２．５ｍを測る。 床面積 ６．８５�

主軸方位 Ｎ８６°Ｗ 遺存壁高 ３～８� 周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 東壁が西壁より約７０�短い。東壁と南壁はほぼ直線状で，西壁と北壁は弧を描くようにそれ

ぞれ西側と北側に緩やかに張り出している。

床面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。炉・踏み締まり

は認められない。

堆積土 ２層に分けられる。いずれもＬ�に類似する土で，周壁からの流れ込みが認められるため，

自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

小穴 床面中央にＰ１，北東隅にＰ２を検出した。Ｐ１は平面形が円形で，直径４０�，床面からの

深さは３０�を測る。版築が認められ，廃棄時には柱が抜き取られている。Ｐ２は壁を掘り込んで形
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７号住居跡�撹乱�

撹乱�

撹乱�

Ｆ１３�

Ｓ９.５�
Ｅ９�

Ｇ１３�

Ｓ９.５・Ｅ２.５�

Ｆ１４�

Ｓ２・Ｅ９�

Ｇ１４�

Ｓ２・Ｅ２.５�

Ｐ１�

Ｂ�

Ａ�

Ａ′�
Ｂ�

Ｂ′�
Ｃ�

Ｃ′�

Ｂ′�
１�

２�
３�

３�ＬⅣ� ＬⅣ�

ＬⅤ�

Ａ� Ａ′�

１� ２�２�ＬⅢ� ＬⅢ�
ＬⅣ�

Ｐ１�

７４.７０ｍ�

Ｐ２�

Ｃ� Ｃ′�

１�

７４.８０ｍ�

７４.７０ｍ�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ５㎝�
（１/３）�

１（�１）Ⅲ３�
２（�１）Ⅲ３�

　７号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土塊多量含む）�
�
　７号住居跡Ｐ１堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　黒褐色土１０ＹＲ３/２（黄褐色土粒少量含む）�
３　褐色土１０ＹＲ４/６（暗褐色土塊少量含む）�
�
　７号住居跡Ｐ２堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土塊少量含む）�

Ｐ１�
（３０）�

Ｐ２�
（２５）�

成されている。平面形は円形で，規模は直径１２�，壁上端からの深さは２５�を測る。いずれも断面

形はＵ字形で，床面に対しほぼ垂直に掘られている。小穴は位置と規模から，Ｐ１は主柱穴，Ｐ２

は壁柱穴と考えられる。

遺 物（図１５，写真５９）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片４点が出土した。

縄文土器 １５図１・２は，単節の非結束羽状縄文が施されている。

ま と め

分布域�の中央部に位置する竪穴住居跡で，平面形は東西方向に長い不整な隅丸長方形を呈する。

床面中央に１基の主柱穴をもつ構造で，北東壁際に１基の壁柱穴が認められる。

本住居跡の帰属時期は地文以外の文様をもつ土器がなく判然としないが，住居跡の構造と出土土

器から縄文時代前期前葉と推測している。 （坂 田）

８号住居跡 ＳＩ０８ （図１６，写真２４・２５）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｇ１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．５ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸長方形

規模 現状の壁上端で東西長３．５ｍ，南北長２．６ｍ。各壁の長さは，東壁が１．５ｍ，西壁が２．５ｍ，南

壁が２．８ｍ，北壁が３．１ｍを測る。 床面積 ５．１９� 主軸方位 Ｎ８８°Ｅ

遺存壁高 ５～９� 周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 西壁は撹乱によって一部壊されている。北壁に比べ南壁がややすぼまるため，東西の壁は平

行しない。東壁は直線状で，西壁は弧を描くように西側に緩やかに張り出している。南・北壁は西

部がそれぞれ南側と北側に張り出している。

図１５ ７号住居跡と出土遺物
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８号住居跡�
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（１/５０）�

０� ５㎝�
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１（�１）Ⅱ７� ２（�１）Ⅲ３�

３（�１）Ⅲ３�

４（�１）Ⅲ５�

５（�１）Ⅲ５�

６（�１）Ⅲ５� ７（�１）Ⅲ７�

８（�１）Ⅲ７�
９（�１）Ⅲ８�

　８号住居跡Ｐ１堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３�
　　（黄褐色土粒少量含む）�

　８号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（暗褐色土塊・黄褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒・暗褐色土粒少量含む）�

Ｐ１�
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�

Ｄ
′
�
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床面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸は認められるがほぼ平坦で，東に向かってわずかに傾斜

する。炉・踏み締まりは認められない。

堆積土 ２層に分けられる。いずれもＬ�起因の暗褐色土で，周壁からの流れ込みの状況が認めら

れるため，自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

小穴 南西壁際にＰ１を確認した。平面形は円形で，直径２０�，床面からの深さは１０�を測る。断

面形はＵ字形で，柱痕は認められない。

出入り口 北壁中央に，Ｌ�を床面から５～８�程掘り残した張り出しを確認した。不整な隅丸三

角形を呈し，最大幅１２８�，奥行き４５�を測り，出入り口と考えている。

遺 物（図１６，写真５９・７２）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片２０点が出土した。

縄文土器 １６図に示した。１は口縁部が緩やかに外傾する器形で，平坦口縁に小突起が付いている。

図１６ ８号住居跡と出土遺物
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口縁上端部には内外面に縦長の刺突文が加えられ，刺突文下部には半截竹管により小さい山形文が

施されている。主文様は，半截竹管による沈線文と押し引き状の刺突文で区画された山形の重層ル

ープ文である。２・３は同じ段内に２種類の原体が交互に回転され，非結束の羽状縄文が形成され

ている。４～６の地文はループ文である。５は口縁部上端が若干肥厚し，原体には付加条縄文が用

いられている。６は２種類の原体で羽状縄文が形成されている。７・８は組紐文，９は異節斜縄文

が施されている。

ま と め

分布域�の中心部に位置する竪穴住居跡で，平面形は東西方向に長い不整な隅丸長方形を呈する。

南西壁際に１基の壁柱穴を確認した。北壁中央部に出入り口と考えられる低い張り出しを有する。

住居跡廃棄時には柱が抜き取られ，竪穴は自然埋没したと推測される。

本住居跡の帰属時期は，出土土器と住居跡の構造から縄文時代前期前葉と考えられる。 （坂 田）

９号住居跡 ＳＩ０９ （図１７～２２，写真２６・２７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１３・Ｇ１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．６ｍ（検出面）

重複 （古）１０・１１号住居跡 住居形態 竪穴住居跡 平面形 不整な隅丸方形

規模 現状の壁上端で，南北長３．１ｍ，東西長３．０ｍを測る。 床面積 ８．８１�

主軸方位 Ｎ２０°Ｗ 遺存壁高 ２～１５� 周壁の立ち上がり ４０～５０度

検出状況 検出当初は１軒の住居跡として調査していたが，床面の精査中に隅丸方形の掘り込みを

認め，断面で確認した結果，２軒の住居跡が重複していることが判明した。１０号住居跡の床面を検

出した段階で重複を確認したため，本遺構の北壁の一部を破壊してしまった。

周壁 北壁は検出時の不備により一部壊されている。南壁と西壁はほぼ直線状で，東壁北部は弧を

描くように東側に緩やかに張り出している。

床面 多少の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。炉の周囲は硬く踏み締まっていた。

堆積土 ２層に分けられる。�１は黒褐色土で，�２はＬ�に類似する暗褐色土である。両層とも

周壁からの流入が認められるため，自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

炉跡 床面中央の北寄りに，長軸長１２０�，短軸長８２�の楕円形の掘り込みをもつ地床炉を検出し

た。床面からの深さは最大４�で，焼土化は掘り込み底面から最大１２�に及ぶ。また，掘り込みの

北側は最大で５４�，東側は１８�，南側は１３�の範囲が焼土化していた。炉内堆積土は住居内堆積土

�１に類似する黒褐色土で，自然堆積土と考えられる。

小穴 床面から小穴を８基検出した。壁際にはＰ１・２・４～８の７基が巡り，壁柱穴と考えられ

る。これらの小穴は住居跡の長軸線を挟み，Ｐ１とＰ５，Ｐ２とＰ６，Ｐ７とＰ８がほぼ左右対称

に配置されている。平面形はＰ１・５が不整な楕円形で，長径は４６～５５�を測る。Ｐ２・６～８の
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０� ２ｍ�
（１/５０）�

０� ５㎝�
（１/３）�

　９号住居跡炉堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（焼土粒多量，炭化物粒少量含む）�

　９号住居跡堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（暗褐色土粒・黄褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒・黄褐色土塊少量含む）�
�

　９号住居跡Ｐ１堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/３（黄褐色土粒少量含む）�

　９号住居跡Ｐ２堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/３（黄褐色土粒・炭化物粒少量�
　　　　　　　　　　　　　含む）�
�
　９号住居跡Ｐ３堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/２（黄褐色土粒・炭化物粒少量�
　　　　　　　　　　　　　含む）�
�
　９号住居跡Ｐ４堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒・焼土粒・炭化�
　　　　　　　　　　　　　物粒少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
�　９号住居跡Ｐ５堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/２�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
�　９号住居跡Ｐ６堆積土�
１　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒少量含む）�
 
　９号住居跡Ｐ７・８堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
�

１（炉�１）Ⅲ１３�

２（Ｐ３�１）Ⅲ５�
４（Ｐ１�１）Ⅲ１２ｈ�

３（Ｐ４�１）Ⅲ７�
５（�１）Ⅰ１� ６（�１）Ⅱ１�

７（�１）Ⅱ３� ８（�１）Ⅱ４� ９（�１）Ⅱ４�
１０（�１）Ⅱ４�

１１（�１）Ⅱ４� １２（�１）Ⅱ４�

１３（�１）Ⅱ７�

１４（�１）Ⅱ８�

１５（�１）Ⅱ８�

１６（�１）Ⅱ１０�

１７（�１）Ⅱ１０�

１８（�１）Ⅱ８？�

１９（�１）Ⅱ８？�
２０（�１）Ⅱ１０�

２１（�１）Ⅱ１２�

ＬⅣ�

ＳＩ１０�ＳＩ１０�

図１７ ９号住居跡と出土遺物（１）
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平面形はほぼ円形を呈し，直径２０～３４�を測る。床面からの深さは，Ｐ１が１８�と若干深いが，他

は９～１４�と浅い。Ｐ３は床面南東部に位置する。平面形は楕円形で，長径４０�，床面からの深さ

は１２�を測り，柱穴と考えている。小穴の断面形は，Ｐ５が段状にくぼむ他は，Ｕ字形を呈する。

平面形が不整で，柱痕が認められないことから，廃棄時に柱は抜き取られたものと考えられる。

遺 物（図１７～２２，写真６０～６３）

出土状況 床面から石皿１点（２２図１），炉内堆積土（�１）から縄文土器片２点，Ｐ１・４内堆積土

（�１）から縄文土器片が各１点，Ｐ３・８内堆積土（�１）から縄文土器片２点，Ｐ５内堆積土（�

１）から縄文土器片８点が出土した。この他に，堆積土（�１・２）中から縄文土器片４８１点，石器１２

点が出土したが，多くは�１上位からの出土である。

縄文土器 １７図１はナデ調整された無文の胴部片で，器厚が３	と非常に薄い。同図２は結束され

たループ文により羽状縄文が施されている。同図３は端を結節した組紐文が施されている。同図４

は底部資料であるが，遺存状態が悪く詳細は不明である。同図５は波状口縁を呈し，沈線文と連続

刺突文で文様が構成されている。同図６は横位の縄圧痕文と連続刺突文が施されている。同図７は

頸部に段をもつ器形で，段には半截竹管状工具による連続刺突文が加えられている。地文は非結束

の羽状縄文である。同図８～１２は連続刺突文により文様が描かれるものである。８・９は口縁部が

平坦口縁で，８は半截竹管，９は先端が棒状の工具による横位の連続刺突文が数段施されている。

１０は半截竹管による連続刺突文で，山形もしくは菱形状の文様が描かれている。１１・１２は横位の連

続刺突文が数段施されている。同図１３は口縁部が直線的に外傾する器形である。主文様は半截竹管

の沈線文により区画された菱形状の重層ループ文で，口縁部上端にも同一工具による山形文が施さ

れている。文様の施文手順は，地文の単節斜縄文，重層ループ文，山形文の順である。同図１４・１５

は同一個体である。頸部で軽くくびれ，口縁部が外傾する器形で，平坦口縁を呈する。地文は組紐

文で，頸部の地文を磨り消してコンパス文を描いている。同図１８・１９は同一個体である。地文上に

コンパス状の文様が施され，沈線間は磨り消されている。文様の波頂部下位には円形の文様が描か

れている。地文は組紐文である。同図１６・１７・２０は重層ループ文により文様が描かれている。１６は

口縁部が波状を呈し，口縁に沿って重層ループ文が施されている。同図２１は口縁部上端に半截竹管

による縦長の刺突が加えられている。１８図１は頸部でくびれ，口縁部が緩やかに内湾する器形で，

頸部には地文を磨り消した無文部が形成されている。地文はループ文で，２種類の原体により羽状

縄文が形成されている。同図２は地文上に斜位の沈線文が施されている。

１８図３～７は単節斜縄文，同図８～１２は非結束の羽状縄文，同図１３～１６・１８は結束羽状縄文が施

されている。施文原体は単節の直前段２条のものがほとんどであるが，直前段３条のもの（９・１１）

も見られる。９はＲ撚りとＬＲ撚りの原体を同じ段内で交互に回転させ，一部が菱形状になる羽状

縄文が形成されている。同図１７・１９～３５，１９図１～１２はループ文が施文されている。１８図２０は胴部

中位でややくびれ，口縁部が内湾する器形である。１９図１は底部から口縁部まで直線的に外傾しな

がら立ち上がる器形で，底部外縁が若干外側に張り出している。１８図２１～３０・３３・３４は口縁部が外

第２編 上平Ａ遺跡

６２



０� ５㎝�
（１/３）�

１（�１）Ⅱ１０�

１１（�１）Ⅲ３�

２１（�１）Ⅲ５�

３１（�１）Ⅲ５�

２（�１）Ⅱ１５�

１２（�１）Ⅲ３�

２２（�１）Ⅲ５�

３２（�１）Ⅲ５�

３（�１）Ⅲ２�

１３（�１）Ⅲ４�

２３（�１）Ⅲ５�

３３（�１）Ⅲ５�

４（�１）Ⅲ２�

１４（�１）Ⅲ４�

２４（�１）Ⅲ５�

３４（�１）Ⅲ５�

５（�１）Ⅲ２�

１５（�１）Ⅲ４�

２５（�１）Ⅲ５�

３５（�１）Ⅲ５�

６（�１）Ⅲ２�

１６（�１）Ⅲ４�

２６（�１）Ⅲ５�

７（�１）Ⅲ２�

１７（�１）Ⅲ５�

２７（�１）Ⅲ５�

８（�１）Ⅲ３�

１８（�１）Ⅲ４�

２８（�１）Ⅲ５�

９（�１）Ⅲ３�

１９（�１）Ⅲ５�

２９（�１）Ⅲ５�

１０（�１）Ⅲ３�

２０（�１）Ⅲ５�

３０（�１）Ⅲ５�

口　径　（２７.５㎝）�
遺存高　１８.５㎝�

口　径　２４.５㎝�
遺存高　３０.４㎝�

図１８ ９号住居跡出土遺物（２）
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図１９ ９号住居跡出土遺物（３）

第２編 上平Ａ遺跡

６４



０� ５㎝�
（１/２）�

（１３～１５）�

０� ５㎝�
（１/４）�

０� ５㎝�
（１/３）�

（１６～１９）�

磨耗面�

擦耗面�

敲打痕・凹部�

被熱範囲�

スス状付着物�

１（�１）Ⅲ７�

２（�１）Ⅲ７�

３（�１）Ⅲ１２ｃ�
４（�１）Ⅲ１２ｄ？�

５（�１）Ⅲ１２ｄ� ６（�１）Ⅲ１２ｄ�

７（�１）Ⅲ１２ｈ�

８（�１）Ⅲ１２ｈ�

９（�１）Ⅲ１２ｃ？�

１０（�１）Ⅲ１２ｈ�

１１（�１）Ⅲ１２ｈ� １２（�１）Ⅲ１４�

１３（�１）�

１４（�１）� １５（�１）�

１６（�１）�

１７（�１）�

１８（�１）�

１９（�１）�

最大長　２.５㎝　最大幅　３.６㎝�
最大厚　０.６㎝　重　さ　６.１ｇ�
石　質　安山岩�

最大長　６.９㎝　最大幅　４.０㎝�
最大厚　１.５㎝　重　さ　５８ｇ�
石　質　珪質頁岩�

最大長　７.３㎝　最大幅　８.１㎝�
最大厚　３.７㎝　重　さ　３３２ｇ�
石　質　細粒花崗岩�

最大長　１０.９㎝　最大幅　９.５㎝�
最大厚　４.９㎝　重　さ　７４４ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　１１.４㎝　最大幅　６.２㎝�
最大厚　４.４㎝　重　さ　４６５ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　２.４㎝�
最大幅　２.２㎝�
最大厚　１.４㎝�
重　さ　４.８ｇ�
石　質　珪質頁岩�

最大長　１１.１㎝�
最大幅　７.５㎝�
最大厚　３.７㎝�
重　さ　４３４ｇ�
石　質　石英斑岩�

底　径　（８.０㎝）�
遺存高　９.７㎝�

底　径　（８.４㎝）�
遺存高　１.９㎝�

底　径　（５.０㎝）�
遺存高　２.５㎝�

図２０ ９号住居跡出土遺物（４）
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０� １０㎝�
（１/６）�

１（�１）�

２（�２）�

３（�１）�

４（�１）�

５（�１）�

最大長　２４.３㎝�
最大幅　９.０㎝�
最大厚　８.３㎝�
重　さ　　２.７㎏�
石　質　花崗閃緑岩�
�

最大長　４３.５㎝�
最大幅　３０.５㎝�
最大厚　１６.８㎝�
重　さ　２４.２㎏�
石　質　細粒花崗岩�

最大長　３０.０㎝�
最大幅　２６.４㎝�
最大厚　１２.４㎝�
重　さ　１４.１㎏�
石　質　花崗閃緑岩�
�

最大長　４３.８㎝�
最大幅　３２.４㎝�
最大厚　１３.４㎝�
重　さ　２３.４㎏�
石　質　細粒花崗岩�

最大長　３０.６㎝�
最大幅　２５.４㎝�
最大厚　　８.４㎝�
重　さ　１０.０㎏�
石　質　細粒花崗岩�

磨耗面�

図２１ ９号住居跡出土遺物（５）
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０� １０㎝�
（１/６）�

１（床面）�
最大長　４１.１㎝　最大幅　３２.７㎝�
最大厚　１１.８㎝　重　さ　１７.８㎏�
石　質　細粒花崗岩�

磨耗面�

傾する器形で，１８図１９・３１，１９図２は口縁部が外反している。いずれも口縁部は平坦口縁を呈する。

１８図１９・２１・２２～３５は施文幅の広いループ文が，１８図２６～３０，１９図３・６・７は重層ループ文が，

１８図２４・２５はその両方が施されている。それ以外は２種類の原体で羽状縄文が形成されている。１９

図１３～２０，２０図２は組紐文が施されている。１９図１３・１５・１６は口縁部が外傾する器形で，同図１４は

口縁部が強く内湾するものである。口縁部は１９図１３・２０図１が波状口縁，１９図１４～１６は平坦口縁を

呈する。口唇部の形態は１４・１６が丸く，１３・１５・１７が平坦である。施文原体は２条ＬＬ・２条ＲＲ，

または２条ＬＬ・２条ＬＬのものが多い。

２０図３～１０は底部資料で，いずれも平底である。５・６・１１は底部から胴部下半まで直線的に立

ち上がるもので，７～９は緩やかに外反しながら立ち上がる。底部外縁が外側に張り出すものが多

いが，直線的に立ち上がるものも見られる。３は底面に組紐文が施されている。４の胴部器面は摩

耗して詳細は不明であるが，底部には半截竹管状工具による刺突文が加えられている。５・６は同

一個体である。胴部に直前段３条の原体でループ文が施文され，胴部下端と底部に半截竹管による

刺突文が施されている。７はＲＬ撚りの原体でループ文が施されている。遺存する底部はナデ調整

されている。８は胴部下位に単節斜縄文が施され，底部にも同じ原体の縄文が施文されている。９

は胴部下位と底部に組紐文が施されている。１０・１１は胴部下位にそれぞれ単節斜縄文と組紐文が施

されているが，底部は残存率が悪く，詳細は不明である。同図１２は縄の圧痕が薄く，分類の特定が

できなかった。

石器 ２０図１３は小形の磨製石斧である。器面全面にやや粗い研磨痕が認められる。この研磨痕の新

旧の切り合い関係を検討したところ，左面の刃部が最終的に研ぎ出されていることが看取された。

側面部は丁寧に面取りの加工が施され，全体的に丸みを帯びている。刃部はやや左面側に寄った偏

図２２ ９号住居跡出土遺物（６）
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刃となり，これは先の左面の刃部の最終的な研ぎ出しと関連するものと考えている。基部側は熱を

受けて黒色に変色しており，スス状の付着物も観察された。１４は石斧を製作する際に生じた
片と

推察される。
片の打面部には敲打痕が連接している。１５は腹面右側縁に二次加工のある
片であ

る。１６～１９は磨石類である。１６は磨耗面，１７には磨耗面と敲打痕と凹部が，１８には凹部のみが観察

された。１９の下側面にはザラザラとした擦耗面が認められた。

２１図１～５・２２図１は石皿である。２１図３・５・２２図１には両面に磨耗面が認められた。

ま と め

分布域�の中心部に位置する竪穴住居跡で，平面形は不整な隅丸方形を呈する。主柱穴をもたず，

壁際に壁柱穴が一巡する構造で，柱穴は住居跡の長軸線を挟んでほぼ左右対称に配置されている。

床面中央の北寄りに，浅い掘り込みをもつ地床炉が１基確認されている。炉の周囲の床面には踏み

締まりが認められ，硬化状態から本住居跡が長期間にわたって使用されたことが推測される。

本住居跡の帰属時期は出土土器の特徴から，縄文時代前期前葉と考えられる。 （坂 田）

１０号住居跡 ＳＩ１０ （図２３～２５，写真２７～２９）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１３・Ｇ１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．６ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）９号住居跡，（古）１１号住居跡 住居形態 竪穴住居跡 平面形 不整な隅丸長方形

規模 現状の壁上端で，南北長６．２ｍ，東西長４．４ｍ。各壁の長さは，東壁が５．４ｍ，西壁が５．７ｍ，

南壁が２．８ｍ，北壁が４．０ｍを測る。

床面積 ２０．４１� 主軸方位 Ｎ１７°Ｗ 遺存壁高 ３～１５� 周壁の立ち上がり ４０～６０度

周壁 南壁が北壁に比べ，ややすぼまっている。いずれの壁もほぼ直線状であるが，北東隅は不整

な円を描くように北東側に張り出している。

床面 中央部は重複する９号住居跡により壊されている。Ｌ�に形成され，多少の凹凸は認められ

るものの，ほぼ平坦である。床面の硬化は認められない。

堆積土 ２層に分けられる。�１は黒褐色土で，�２はＬ�に類似する暗褐色土である。いずれも

壁からの流入が認められ，自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

炉跡 床面中央から北寄りで，長径３０�程の楕円形の範囲が焼土化しているのを確認した。焼土化

は検出面から深さ２�に及ぶ。

小穴 床面中央付近と壁際から小穴５１基を検出した。これらの小穴は全て柱穴と考えられ，床面中

央付近で西側部分を除いて２重に巡り，壁際で一巡する。

床面中央付近の内側を巡る小穴は，Ｐ１３・２０・２７～２９・４２・４３・４８・５１の９基である。床面もしく

は検出面からの深さは，４０�前後のもの（Ｐ１３・２０・２８）と，２０～３０�前後のもの（Ｐ２７・４２・４３・

４８・５１）と，９�のもの（Ｐ２９）がある。平面形は円形または楕円形で，Ｐ２０が長径４８�，他は長径

第２編 上平Ａ遺跡
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１０号住居跡�

Ｆ１３�

Ｓ７・Ｅ４�

Ｆ１３�

Ｓ７・Ｅ８�

Ｆ１４�
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０� ２ｍ�
（１/５０）

　１０号住居跡堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（暗褐色土粒・黄褐色土粒少量含む）
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒・黄褐色土塊少量含む）
�
　１０号住居跡Ｐ１・２堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒・炭化物粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土塊多量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ３堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（黄褐色土粒少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土塊多量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ４・７・１０・３１・４０・４１・４７・４９堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　黒褐色土１０ＹＲ３/２（黄褐色土粒少量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ５・６・９・１２～１７・２１・３０・３５・�
　　　　　　３６・３８・３９・４２・４４～４６・４８堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ８・１８・１９・２５・５０・５１堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ１１・３２・３３・４３堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒多量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ２９・３４・３７堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（褐色土粒少量含む）�

　１０号住居跡Ｐ２２・２３堆積土�
１　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３（黄褐色土塊多量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ２４・２６堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒・炭化物粒少量含む）�
２　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒・炭化物粒少量含む）�

　１０号住居跡Ｐ２０・２７堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ３/２（黄褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
�
　１０号住居跡Ｐ２８堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/２（黄褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土塊多量含む）�

Ｐ１�
（２２）�

Ｐ２�
（１５）�

Ｐ３�
〔３４〕�

Ｐ４�
（４６）�

Ｐ５�
（４３）�

Ｐ６�
（３３）�

Ｐ７�
（４０）�Ｐ８�

（２４）�

Ｐ９�
（２０）�

Ｐ１０�
（２７）�

Ｐ１１�
〔３８〕�

Ｐ１２�
〔２２〕�

Ｐ１３�
〔３８〕�

Ｐ１４�
（３８）�

Ｐ１５�
（２５）�

Ｐ１６�
（３１）�

Ｐ１７�
（２５）�

Ｐ１８�
（２０）�

Ｐ１９�
（３８）�

Ｐ２０�
〔４２〕�

Ｐ２１�
〔２１〕�

Ｐ２２�
〔３７〕�

Ｐ２３�
（２５）�

Ｐ２４�
（３２）�

Ｐ２５�
（４５）�

Ｐ２６�
（２８）�

Ｐ２７�
（２９）�

Ｐ２８�
（４１）�

Ｐ２９�
（９）�

Ｐ３０�
（４８）�

Ｐ３１�
（２６）�

Ｐ３２�
（３１）� Ｐ３３�

（３８）�

Ｐ３４�
（３９）�

Ｐ３５�
（３８）�
Ｐ３５�
（３８）�

Ｐ３６�
（３５）�

Ｐ３７�
（２６）�

Ｐ３８�
（３５）�

Ｐ３９�
（４３）�

Ｐ４０�
（４３）�

Ｐ４１�
（３６）�

Ｐ４２�
（２６）�

Ｐ４３�
（３２）�

Ｐ４４�
（３７）�

Ｐ４５�
（４５）�Ｐ４６�

（４５）�

Ｐ４７�
〔３１〕�

Ｐ４８�
〔２８〕�

Ｐ４９�
（４５）�

Ｐ５０�
〔２４〕�

Ｐ５１�
〔２２〕�

撹
乱�

図２３ １０号住居跡
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１（Ｐ１８�１）Ⅱ７�

１１（�１）Ⅲ３�

２１（�１）Ⅲ１３�

２（Ｐ２１�１）Ⅲ２�

１２（�１）Ⅲ５�

２２（�１）Ⅲ１２ｇ�

３（�１）Ⅱ４�

１３（�１）Ⅲ５�

２３（�１）�

４（�１）Ⅱ１０�

１４（�１）Ⅲ５�

２４（�１）�

５（�１）Ⅱ１０�

１５（�１）Ⅲ５�

２５（�１）�

６（�１）Ⅱ１０�

１６（�１）Ⅲ５�

２６（�１，Ｐ５�１）�

７（�１）Ⅲ２�

１７（�１）Ⅲ７�

２７（�１）�

８（�１）Ⅲ３�

１８（�１）Ⅲ９�

２８（�１）�

９（�１）Ⅲ３�

１９（�１）Ⅲ１２ｂ�

１０（�１）Ⅲ３�

２０（�１）Ⅲ１２ｈ� ０� ５㎝�
（１/３）�

磨耗面� 擦耗面�

０� ５㎝�
（１/４）

最大長　１０.２㎝�
最大幅　１７.９㎝�
最大厚　６.４㎝�
重　さ　１.５㎏�
石　質　石英斑岩�

最大長　８.２㎝�
最大幅　１６.７㎝�
最大厚　５.０㎝�
重　さ　１０００ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　９.０㎝�
最大幅　８.０㎝�
最大厚　４.６㎝�
重　さ　４２３ｇ�
石　質　石英斑岩�

最大長　８.９㎝�
最大幅　１２.３㎝�
最大厚　４.３㎝�
重　さ　７２０ｇ�
石　質　安山岩�

最大長　７.０㎝　最大幅　９.３㎝�
最大厚　４.１㎝　重　さ　３３８ｇ�
石　質　細粒花崗岩�

最大長　９.４㎝�
最大幅　８.１㎝�
最大厚　３.６㎝�
重　さ　４１２ｇ�
石　質　安山岩�

２０～２５�を測る。断面形はＵ字形で，Ｐ１３・２０・２８・４２・４３・４８は床面に対し斜めに掘り込まれて

いる。

床面中央付近を巡る外側の方の柱穴は，Ｐ１～３・１０～１２・１８・２５・２６・３６～４１・４７・５０の１７基

である。床面もしくは検出面からの深さは，４０�前後のもの（Ｐ１１・２５・３６・３８～４１）と，２０～３０�前

後のもの（Ｐ１～３・１０・１２・１８・２６・３７・４７・５０）がある。平面形は円形または楕円形で，長径

は３０～４０�のもの（Ｐ３・４１）と，２０～３０�前後のもの（Ｐ１・２・１０～１２・１８・２５・２６・３６～４０・

４７・５０）がある。Ｐ２・１０・１２・３６～４１・４７は床面に対し斜めに掘り込まれていて，他はほぼ垂直に

図２４ １０号住居跡出土遺物（１）
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０� １０㎝�
（１/６）�

１（�１）�
最大長　５３.４㎝　最大幅　４１.４㎝�
最大厚　１６.８㎝　重　さ　５１.２㎏�
石　質　花崗閃緑岩�

敲打痕�

掘られている。

壁際にはＰ４～９・１４～１７・１９・２１～２４・３０～

３５・４４～４６・４９の２５基の柱穴が巡り，壁柱穴と考

えられる。床面または検出面からの深さは，４０～

５０�前後のもの（Ｐ４～７・１４・１９・２２・３０・３３

～３５・４４～４６・４９）と，２０～３０�前後のもの（Ｐ８

・９・１５～１７・２１・２３・２４・３１・３２）があり，東

壁に沿う柱穴はすべて４０�前後と深い。平面形は

円形または楕円形を呈し，規模はＰ２４・３０・４９が

直径３０�前後で，他は直径２０�前後である。これ

らの壁柱穴はすべて床面に対して斜めに掘り込ま

れている。

Ｐ１・２８・４０には版築が認められる。小穴内堆

積土は大部分が住居内堆積土�２に類似する暗褐

色土で，自然堆積土と考えられる。

出入り口 北壁中央部に，Ｌ�・�を床面から４

～８�程掘り残した張り出しを確認した。不整な

隅丸台形を呈し，最大幅１２０�，奥行き８０�を測

る。両脇にはＰ３０・３１が配置され，出入り口と考

えられる。

遺 物（図２４・２５，写真６３・６４）

出土状況 Ｐ５内堆積土（�１）から石器１点が出土した。Ｐ７・１８・２１内堆積土（�１）から縄文土

器片が各１点出土している。Ｐ２５内堆積土（�１）からは縄文土器片２点が出土した。この他に，堆

積土中（�１）から縄文土器片５８点，石器７点が出土している。床面や炉跡から出土した遺物は，な

かった。

縄文土器 ２４図１は口縁部上端に縦長の刺突文が加えられた後，半截竹管により山形文が施されて

いる。２・７は単節斜縄文が施された口縁部片である。平坦口縁を呈し，口唇部は平坦に調整され

ている。７は口縁部上端が若干肥厚している。３は半截竹管による連続刺突文で文様が描かれてい

る。４～６は重層ループ文で山形もしくは菱形状の文様が施されている。８～１１は非結束の羽状縄

文が施されている。原体は単節の直前段２条のものが多いが，直前段３条のもの（９）も見られる。

１２～１６はループ文が施されている。１２は重層ループ文と施文幅の広いループ文が施されている。１４

は２種類の原体で羽状縄文が形成されている。１７は組紐文，１８は異条縄文が施されている。

２４図１９・２０・２２は底部資料である。１９は底面に重層ループ文が，２０は胴部下端と底部に同じ原体

の単節縄文が施されている。２１と２２は同一個体である。胴部下端と底部は無文で，ナデ調整されて

図２５ １０号住居跡出土遺物（２）
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いる。器厚が５	と薄く，小型土器と考えられる。

石器 ２４図２３～２６は下側面もしくは上下両側面にザラザラとした擦耗面が認められた磨石類である。

２４は左右両側面にも擦耗面が認められた。２５は上側面に光沢を有する磨耗面が観察された。２７・２８

は磨耗面のみが観察された磨石類である。２５図１は中央の凹部を有する石皿である。

ま と め

分布域�の中心部に位置する竪穴住居跡で，平面形は南北方向に長い不整な隅丸長方形を呈する。

南北長６．２ｍを測り，本遺跡では大型の部類に含まれる。床面中央の北寄りに地床炉が検出された。

壁際に壁柱穴が巡り，さらにその内側にも西側部分を除いて柱穴が二巡する。北壁中央部には低い

張り出し状の出入り口が認められる。

本住居跡の帰属時期は住居跡の構造と出土土器から，縄文時代前期前葉と考えられる。 （坂 田）

１１号住居跡 ＳＩ１１ （図２６，写真３０・３１）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１３・Ｇ１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．６ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）９・１０号住居跡 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸長方形？

規模 現状の壁上端で，東西長１７０�（遺存値）・南北長２．１ｍを測る。

主軸方位 Ｎ８７°Ｗ 遺存壁高 ４～１１� 周壁の立ち上がり ５０～６０度

周壁 重複する１０号住居跡により東半部を壊されている。南壁と北壁はほぼ平行し，西壁は弧を描

くように西側に張り出している。

床面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。炉・踏み締まり

は認められない。

堆積土 ２層に分けられる。いずれもＬ�起因の暗褐色土で，周壁からの流入が認められるため，

自然堆積土と考えられる。

住居跡の構造

小穴 床面中央の長軸線上に，主柱穴と考えられるＰ１を検出した。平面形は楕円形を呈し，規模

は長径３０�，床面からの深さは５９�を測る。床面に対して垂直に掘り込まれ，南側は段状にくぼむ。

黄褐色土塊を撹拌したように含むため，柱を抜き取った後に埋め戻したものと推定される。また，

Ｐ１の北東側にＰ２を，竪穴の周囲にＰ３～６を確認した。平面形は円形または楕円形を呈し，規

模は直径１８～２４�，検出面からの深さは１２～１７�を測る。いずれも柱痕は認められず，廃棄時に抜

き取られたものと推測される。

遺 物（図２６，写真６３・７２）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片８点が出土した。

縄文土器 ２６図１・２は同一個体である。頸部でくびれる器形で，口縁部に２個一対，もしくは３

個一対の山形突起をもつ。口縁部文様帯は上下を半截竹管による押し引き状の刺突文で区画され，
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０� ５㎝�
（１/３）�

１１号住居跡�
撹乱�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

トレンチ�

Ｆ１３�

Ｓ９・Ｅ１�

Ｆ１３�

Ｓ９・Ｅ３�

Ｆ１４�

Ｓ２・Ｅ１�

Ｆ１４�

Ｓ２・Ｅ３�

１０号住居跡�

Ａ�

Ａ�

Ａ′
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�

Ｃ�

Ｃ′�

Ａ′�

１�
１�２� ２�

Ｐ１堆積土�

ＬⅢ�

７４.９０ｍ�

１０号�
住居跡�

Ｂ� Ｂ′�

１�

２�

Ｐ１�
７４.７０ｍ�

Ｃ� Ｃ′�

１�１�

Ｐ５�Ｐ６�

７４.８０ｍ�

１０号住居跡�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

　１１号住居跡堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/３（褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４（褐色土粒・褐色土塊少量含む）�
�
　１１号住居跡Ｐ１堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒・黄褐色土塊多量，�
　　　　　　　　　　　　黒褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/４�
�
　１１号住居跡Ｐ２・４・６堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒・炭化物粒少量含む）�
�
　１１号住居跡Ｐ３・５堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土塊多量含む）�

Ｐ１�
（５９）�

Ｐ２�
（１６）�

Ｐ３�
（１２）�

Ｐ４�
（１７）�

Ｐ５�
（１４）�

Ｐ６�
（１３）�

１（�１）Ⅱ４�

２（�１）Ⅱ４�

３（�１）Ⅲ２�

４（�１）Ⅲ５�

ＳＩ１１�

区画内に同一の刺突文で菱形状文が描かれ，文様の交差部には円形刺突文が加えられている。胴部

上位には同一の刺突文が横位に数段施されている。３は単節斜縄文，４はループ文が施されている。

ま と め

分布域�の中央部に位置する竪穴住居跡である。東半部は重複する９・１０号住居跡により壊され

ているが，遺存部から平面形は東西方向に長い隅丸長方形を呈すると推察される。床面中央の長軸

線上に主柱穴をもち，竪穴の周囲に柱穴が巡る。

本住居跡の帰属時期は，出土土器と住居跡の構造から縄文時代前期前葉と考えられる。 （坂 田）

１２号住居跡 ＳＩ１２ （図２７・２８，写真３２・３３）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１０グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．４ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 住居形態 竪穴住居跡

平面形 おおむね隅丸長方形を呈するとみているが，北壁は不整で，凹凸がある。

規模 現状の壁上端で，南北長３．２ｍ，東西長は４．２ｍを測る。 床面積（推定値） ９．７９�

主軸方位 Ｎ７０°Ｗ 遺存壁高 ８～１０� 周壁の立ち上がり ４０～６０度

周壁 立ち上がりは全体的にやや緩やかである。特に南東隅の周壁は，立ち上がりが４０度足らずで

緩やかである。北壁は部分的に凹凸があり，小穴が周壁に接している。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

図２６ １１号住居跡と出土遺物
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認められない。床面は多少の起伏はあるが，ほぼ平坦である。炉跡は中央より東に寄った箇所にあ

り，その周囲には踏み締まり範囲が認められた。また床面の南西隅には段状の高まりがあり，それ

に接するように踏み締まり範囲が確認された。

堆積土 本遺構は検出の段階から多量の炭化材・焼土塊が確認され，火災を受けた住居であること

が予想された。そこで精査を進めるにあたって，炭化材の位置・焼土塊の集積範囲と出土層位との

関係をできるだけ詳細に記録化することに努めた。その結果，次の所見を得ることができた。

（１）住居内堆積土は３層に細分される。�１・２は暗褐色土と黄褐色土が撹拌したように混じり合

っており，炭化材・焼土塊が包含されている。�１・２は竪穴の中央部に堆積していた。床面直上

の�３は褐色土と黄褐色土が混じった土で，炭化物粒や焼土粒を少量含む程度であった。�３は周

壁際から，床面直上にかけて薄く堆積していた。

（２）焼土塊は住居跡の中央部に帯状に分布していた。この焼土塊集積範囲の直下に建築部材と推察

される炭化材が確認された。これらの一部は床面と接していなかった。

（３）炭化材の分布は，床面で検出された壁柱穴の位置と対応関係にあることが明らかになった。し

たがって炭化材が原位置を保っている可能性が高いといえる。

（４）炭化材が多く出土しているが，床面には炉跡を除いて被熱範囲は確認できなかった。火災で焼

失しているにもかかわらず，床面からは遺物がほとんど出土していない。

（５）壁柱穴の堆積土には炭化物・焼土粒を少量含む程度で，柱穴の周囲の床面も被熱していなかっ

た。また壁柱穴の断面観察では柱痕を確認することができなかった。

これらのことから本住居跡は火災を受けて焼失した可能性は極めて高く，焼失当時の状況をある

程度とどめていると推察される。また炭化材の上位に焼土塊が形成されていることから，上屋の部

材の上に土が載っていて，火災の際に焼土が形成されたと考えるのが合理的な解釈であろう。した

がって本遺構は土葺き屋根の竪穴住居であった可能性が高い。

住居跡の構造

炭化材の分布 炭化材は住居の短軸方向に配列するもの（炭化材�～�）と住居の長軸方向中央に配

列するもの（炭化材�）に分かれる。前者は床面で検出された壁柱穴の位置と対応関係にあることか

ら，垂木材もしくは壁柱材の可能性があると考えている。後者は焼土塊の集積範囲と対応関係にあ

り，住居のほぼ中央に配置することから屋根の上部の梁材の一部であったと推察している。

炭化材�はＰ９と対応関係にあり，長さ７０�，幅１５�，厚さ５�で，現況では板状を呈する。た

だし風化や削平を考えると，丸木の可能性が高いであろう。出土層位は�１で，床面より２～５�

程上位で検出された。中央部では焼土塊を上に載せている。樹種同定の結果，材質はクリと推定さ

れた。

炭化材�はＰ８と対応関係にあり，長さ７０�，幅１２�，厚さ５�の範囲に砕片化した炭化材が分

布していた。同一の部材が，砕片化したものとみて支障はないであろう。出土層位は�１であるが，

炭化材�と違って，床面より５	程遊離しているにすぎなかった。樹種同定の結果，材質はクリと
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図２７ １２号住居跡（１）
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推定された。

炭化材�はＰ３もしくはＰ２と対応関係にあり，出土層位は�２である。床面との間に１�程�

３が堆積している。長さ７０�，幅１２�，厚さ３�程で，横断面形はやや歪んだ楕円形を呈する。風

化していることを考慮すると，丸木であった可能性が高い。樹種同定の結果，材質はクリと推定さ

れた。

炭化材
はＰ２０もしくはＰ２１と対応関係にあり，出土層位は�１である。床面との間に１�程�

３が堆積している。長さ２５�，直径６�程で，丸木材である。樹種同定の結果，材質はカヤと推定

された。

炭化材�はＰ１３と対応関係にあり，長さ５６�，幅１０�，厚さ５�の範囲に砕片化した炭化材が分

布していた。上位に焼土塊を載せている。樹種同定の結果，材質はカヤと推定された。

炭化材�は長さ４２�，幅８�程で，かなり砕片化していたが丸木材と推察している。出土層位は

�２であるが，床面より５	程遊離しているにすぎなかった。樹種同定の結果，材質はコナラ属コ

ナラ節と推定された。

炉跡 床面中央より東寄りの長軸線上に地床炉が見つかった。被熱範囲の規模は長軸幅１８�，短軸

幅１２�を測る。被熱範囲の西側には長軸幅４４�，短軸幅１５�，厚さ１２�の花崗岩製の亜角礫が据え

置かれていた。礫は人為的な埋め土で，床面に固定されていた。礫の内側はわずかに被熱していた

ことから，礫は炉に伴うものと判断している。

小穴 本遺構の床面と竪穴の周囲から検出された小穴は３２基である。重複・近接する遺構がないこ

とから，すべて本遺構に伴うものと考えている。この内Ｐ１～２１は周壁際を巡る壁柱穴と考えてい

る。これらの多くは床面に対し垂直方向に掘り込まれていたが，Ｐ１８のみ１０度程，内側に傾いてい

る。壁柱穴の深度はおおよそ２０～３５�であり，巨視的に見れば，壁柱穴の深度はほぼ一定している

といえる。平面形や規模は当然ながら一定していないが，おおよそ直径２０�のものが多いといえる。

ただし西壁中央に位置するＰ１０のみは，直径４０�，深さ６０�を測り，柱穴の中で最も規模が大きい。

これらの壁柱穴の堆積土は，暗褐色土塊や褐色土塊を主体とする混土からなり，炭化物片や焼土粒

を少量含んでいる。基本的に土質は住居内堆積土の�２もしくは�３と同じであった。火災住居で

あることから，柱痕の存在を予想して調査したが，それにあたるものは確認できなかった。住居内

堆積土が柱穴に流入していることから判断すると，火災の鎮火後に残った壁柱は抜き取られたと推

察される。

Ｐ２２は，床面中央に配された，いわゆるセンターピットである。規模は壁柱穴とほぼ同規模で，

直径２２�，深さ１８�と小規模である。補助的なものだった可能性がある。

Ｐ２３～３２は竪穴の外側，周壁を巡るように検出された小穴である。その配置の規則性から，本遺

構に伴う柱穴と判断した。これらはすべて検出面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度は

２０～３０�である。規模は直径３０～４０�のものが多く，壁柱穴より一回り大きい。これらの柱穴の堆

積土は，基本的に２層に分けられ，下部ににぶい黄褐色土を主体とする人為堆積土，上部に住居内
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堆積土の�３と同質の土からなる。つまり下部の堆積土は柱を固定するための掘形埋土，上部は土

葺き屋根を構成する土が流入したと考えられる。これら竪穴周囲の柱穴は，垂木の末端を固定する

ために構築されたと推察している。

段状遺構 床面の南西隅には，長軸幅７６�，短軸幅３０�，床面からの高さ８�の段状の高まりが認

められた。断ち割りの結果，床面に人為的に土を盛り上げて，固めたものであると推察している。

段の表面には踏み締まりは認められず，段差が低いことから，出入り口に関わるような階段状の遺

構ではないと考えている。

遺 物（図２８，写真６３・６４・７２）

出土状況 堆積土中（�１～３）から縄文土器片が８点，石器が２点出土した。この他，炉跡の礫の下

部の堆積土（炉�１）から縄文土器片が１点，Ｐ３０の堆積土（�１）から縄文土器片が８点出土して

いる。火災で焼失しているにもかかわらず，床面からは遺物がほとんど出土していない。

縄文土器 ２８図１は口縁部が外傾する器形で，単節の結節縄文が施されている。２は頸部でくびれ

る器形で，頸部には低い隆帯が貼付されている。半截竹管による山形文を交差させ，菱形状の文様

を形成している。地文は組紐文で，上位の山形文には沈線間に同一工具による押し引き状の刺突文

が加えられている。３は口縁部が波状を呈し，ＲＬＲ撚りの原体で複節斜縄文が施されている。４

・５は底部資料で，４は器面が摩耗しているため詳細は不明である。５は底部に胴部下端と同じ原

体で単節縄文が施されている。

石器 ２８図６は上下両側面にザラザラとした擦耗面が観察された磨石類である。表面には部分的に

磨耗面も観察された。同図７は表面に光沢を有する磨耗面が観察された石皿である。磨耗面は片面

のみに認められた。周囲は打割されて失われている。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，平面形は隅丸長方形を基調とするが，北壁は不整である。堆積土

を検討した結果，本住居跡は火災住居であると判断した。周壁の全周を巡る壁柱穴と中央の柱穴，

さらには竪穴の外側にも柱穴が巡ることから，住居の構造はかなり強固であったと推察される。

堆積土と炭化材・焼土塊の状況から判断すると，本遺構は土葺きの屋根であった可能性が高い。

また堆積土の状況から，本遺構は次のような過程で埋没したものと考えている。

まず床面出土遺物がほとんどないことから，使用中であった住居を火災が原因で廃絶したとは考

えにくく，住居の廃絶に際して，意図的に火を放った可能性がある。また焼土塊や炭化材が焼け落

ちる前に，これらをほとんど含まない住居内堆積土�３が床面の直上に堆積している。つまり�３

の堆積段階では火災は発生していなかったと考えられる。火災発生前に土葺き屋根の裾部から土が

自然崩落したか，意図的にこの部分を壊したかのいずれかであろう。

その後の火災で土葺き屋根の上部が焼け落ち，前述の�３の上に堆積したと推察される。この際，

建築部材はある程度，平面的な位置を保ったまま崩落した可能性が高い。しかしながら炭化材の分

布状況を見る限り，すべての部材が火災で焼失したとは考えにくい。壁柱や主柱などの鉛直方向の
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部材は，ある程度燃え残ったと推察される。また多くの柱穴堆積土に柱痕が認められないことから，

燃え残った部材を抜き取ったのではないかと考えている。

本遺構の帰属時期は，Ｐ３０から出土した縄文土器の年代観や，住居跡の構造から縄文時代前期前

葉と考えている。 （門 脇）

１３号住居跡 ＳＩ１３ （図２９，写真３４・３５）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｇ・Ｈ１０グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．８５ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）風倒木痕 住居形態 竪穴住居跡 平面形 歪んだ円形

規模 現状の周壁上端で，東西長２．８ｍ・南北長３．０ｍ（遺存値）。 床面積（推定値） ６．２０�

主軸方位 Ｎ１０°Ｗ 遺存壁高 ２３～２５� 周壁の立ち上がり ６０～７０度

周壁 周壁は緩やかな円弧を描くように，外側に張り出している。東壁の中央はＰ９によって突出

している。竪穴の掘り込みは，今回の調査で見つかった住居跡のなかで最も深い。周壁の立ち上が

りも急斜である。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

図２９ １３号住居跡と出土遺物
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認められない。多少の凹凸があるが，ほぼ平坦である。炉・踏み締まりは認められないが，中央に

１０×２０�程の角礫が据え置かれていた。原位置を保っているならば，柱の基礎であった可能性も否

定できないであろう。

堆積土 ４層に分けられ，Ｌ�に起因する褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認められた。

自然堆積と考えられる。

住居跡の構造

小穴 竪穴の外側，周壁を巡るように小穴が９基見つかった。その配置の規則性から，本遺構に伴

う柱穴と判断した。Ｐ１～８は周壁の外側を巡る直径２５�程の柱穴である。Ｐ９は直径５６�と比較

的大きな小穴で，東壁に接している。これらはすべて検出面に対し垂直方向に掘り込まれている。

その深度はおおよそ２０～３０�である。これらの小穴の堆積土は，基本的には住居内堆積土�４と同

質の土であり，自然堆積と判断している。

遺 物（図２９，写真６４）

出土状況 堆積土中（�２）から，縄文土器片が２１点出土した。

縄文土器 ２９図１は口縁部上端に縦長の刺突文が加えられた後，数条の横位平行沈線文が施されて

いる。２・３は重層ループ文により文様が描かれている。４は単節斜縄文，５は非結束の羽状縄文，

６は組紐文が施されている。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，平面形はやや歪んだ円形を呈する。柱穴は竪穴の外側に配され，

床面には確認できなかった。本住居跡は他と比べて掘り込みが深く，床面に炉跡などの施設も確認

されなかった。このように本住居跡の構造は，他の住居跡とは若干異なっている。

本遺構の帰属時期は，出土遺物が少なく判然としないが，住居跡の構造や近接遺構の年代観から

縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

１４号住居跡 ＳＩ１４ （図３０，写真３６・３７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｈ１０グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．８ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）風倒木痕 住居形態 竪穴住居跡 平面形 隅丸長方形

規模 竪穴部分の上端で，東西長３．３ｍ・南北長４．６ｍを測る。 床面積（推定値） １２．８４�

主軸方位 Ｎ２８°Ｗ 遺存壁高 ５～７� 周壁の立ち上がり ７０度程

周壁 平面形は隅丸長方形を基調としているが，四方の周壁は全体的にやや丸みを帯びて外側に張

り出している。北西隅は風倒木痕で壊されている。床面からの立ち上がり角度はすべての周壁で一

定しており，崩落したような箇所は認識できなかった。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。多少の凹凸があるが，ほぼ平坦である。部分的に撹乱によって壊されている。踏み
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締まりは確認できなかった。

堆積土 本遺構は検出面から床面までの深さが極めて浅かったために，堆積土を分層することはで

きなかった。この堆積土は複数の土質が混じり合う状況ではないことから人為堆積の可能性は低い

と考えている。

住居跡の構造

炉跡 床面中央の長軸線上に１カ所の地床炉が見つかった。その規模は長軸幅３６�，短軸幅３０�を

測る。被熱範囲は床面下３�に及んでいる。

小穴 床面で検出された小穴は２３基で，この内Ｐ１～２０・２３は周壁際を巡る壁柱穴と考えている。

これらはすべて床面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度はおおよそ２０～３０�であり，巨

視的に見れば，壁柱穴の深度はほぼ一定しているといえる。なかにはＰ２のように４２�の深さのも

図３０ １４号住居跡と出土遺物
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のもある。平面形や規模は当然ながら一定していないが，おおよそ直径２０～２５�のものが多いとい

える。これらの壁柱穴の堆積土は，住居内堆積土と基本的に同質であるか，もしくはにぶい黄褐色

土である。

この他，床面の中央には壁柱穴よりやや規模の大きな小穴が２基（Ｐ２１・２２）ある。この２基の小

穴は住居跡の中軸線に対し，ほぼ左右対称に配置され，床面からの深度はＰ２１で２９�，Ｐ２２で４２�

を測る。この配置と深度から，２基の小穴は主柱穴と考えている。堆積土はともに褐色土とにぶい

黄褐色土の混土で，人為堆積と考えている。主柱穴は住居の廃絶に際して人為的に埋めたと推察さ

れる。

遺 物（図３０，写真６４）

出土状況 床面から縄文土器片２点が出土した。この他，Ｐ１５の堆積土から縄文土器片１点，堆積

土中（�１）から縄文土器片５点，石器１点が出土している。

縄文土器 ３０図１～３はループ文，４は単節斜縄文，５は非結束の羽状縄文が施されている。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，平面形は隅丸長方形を呈する。住居の柱穴は周壁際を巡る壁柱穴

と２基の主柱穴で構成される。床面中央には地床炉が確認された。

本遺構の帰属時期は，出土遺物が少なく判然としないが，住居跡の構造や近接遺構の年代観から

縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

１５号住居跡 ＳＩ１５ （図３１・３２，写真３８・３９）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｈ１１グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．９ｍ（Ｌ�上面）

重複 １４号土坑があるが，本遺構に堆積土が遺存していないことから新旧関係は不明である。

平面形・規模・周壁 本遺構はＬ�を取り除いた段階（Ｌ�上面を検出した段階）で，すでに炉跡・

床面が露出した状況であった。周壁および堆積土は失われていた。床面を精査した結果，２基の炉

跡を中心に２４基の小穴が分布することが判明した。小穴の配列を検討したところ，床面の周囲に壁

柱穴が巡る構造であると推定される。

平面形については，壁柱穴の配列に基づき推定した。これによると平面形は隅丸長方形を基調と

しながら，南西部が外側に張り出している可能性がある。規模についても正確にはわからないが，

壁柱穴間の距離を見ると東西方向ではＰ８－Ｐ１６間が６．０ｍ，南北方向ではＰ４－Ｐ１３間が４．０ｍを

測る。このことから本遺跡では比較的大型の住居跡の部類に属すると推察している。長軸方位はＰ

８－Ｐ１６を結ぶ線を長軸線とすると，Ｎ７５°Ｗを示す。

床面 検出時にはすでに床面・炉跡が露出した状態であった。したがって住居機能時の床面は失わ

れている可能性はある。しかしながら炉跡の遺存状態が良好なこと，Ｌ�上面が平坦なことから判

断すると，床面はそれ程削平されていないと推察される。踏み締まりは確認できなかった。
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　１５号住居跡Ｐ１堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
２　褐色土１０ＹＲ４/６と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
３　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１５号住居跡Ｐ２・３堆積土�
１　暗褐色土１０ＹＲ３/４と褐色土１０ＹＲ４/４の混土�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土�

　１５号住居跡Ｐ４～２４堆積土�
１　褐色土１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�

　１５号住居跡炉堆積土�
１　暗赤褐色土５ＹＲ３/４と褐色土１０ＹＲ４/４の混土（焼土塊・粒を少量含む）�
２　にぶい黄褐色土１０ＹＲ４/３と黄褐色土１０ＹＲ５/６の混土（焼土粒少量含む）�
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図３１ １５号住居跡と出土遺物（１）
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住居跡の構造

炉跡 床面中央の長軸線上よりやや南に寄った箇所に１カ所の地床炉が見つかった。炉跡は長軸幅

１０２�，短軸幅８０�，深さ１６�の隅丸方形の掘形をもち，その最上部に焼土塊と焼土粒が堆積して

いた。焼土塊と焼土粒の境は明瞭で，焼土粒と掘形埋土（�２）の層境はさらに明瞭に区分された。

掘形の壁は擂り鉢状になだらかな傾斜で底面に至るが，その傾斜は一定ではなく凸凹であった。底

面も同様に，掘形の形状を丁寧に整えてはいないと推察している。また削平を受けていたためか，

被熱硬化範囲は確認できなかった。

小穴 堆積土の状態や柱配置から，本遺構に伴う小穴としたものは計２４基である。この内，Ｐ１・

２は，その規模と配置から主柱穴と考えている。これらは炉跡の両脇に配置され，規模も他の小穴

より大きく，直径５０�，深さは２０�を超える。堆積土の観察から，住居廃絶の際に，柱は抜き取ら

れたと推察される。

Ｐ４～１８は周壁際を巡る壁柱穴と考えている。これらはすべて床面に対し垂直方向に掘り込まれ

ている。その深度はおおよそ２０～２５�であり，巨視的に見れば，壁柱穴の深度はほぼ一定している

といえる。なかにはＰ１８のように壁が崩れているものもあり，主柱穴と同じように抜き取りの痕跡

である可能性が高い。この他，Ｐ３・１９～２４については，柱穴であるかの判断ができなかった。

遺 物（図３１・３２，写真６４）

出土状況 遺物が出土した小穴は，Ｐ１・２・３・６の４基で，計１５点の縄文土器片が出土した。

この他，炉跡の堆積土から２点の縄文土器片が出土している。

縄文土器 ３１図１は口縁部が緩やかに外傾する器形で，波状口縁を呈する。口唇部の形態は平坦で

あるが，波頂部のみ丸く調整され，器厚も薄い。地文は単節斜縄文である。同図２は結節縄文，３

・４はループ文，５～７は組紐文が施されている。５は口縁部がわずかに内湾する器形で，波状口

縁を呈する。口唇部は丸く調整され，器厚は約５	と薄い。３２図１・２は底部資料であるが，器面

図３２ １５号住居跡出土遺物（２）
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の摩耗が著しいため詳細は不明である。

石器 ３２図３は，器面の全面に敲打整形痕が観察された，磨製石斧の基部の破片である。研磨痕は

観察されていないので，未製品の可能性が高い。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡であるが，遺存状態が悪く，検出時にはすでに床面が露出した状態で

あった。平面形は隅丸長方形を呈するものと推察している。住居の柱穴は周壁際を巡る壁柱穴と２

基の主柱穴で構成される。床面中央には地床炉が確認された。本遺構の帰属時期は，出土遺物の年

代観や住居跡の構造から縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

１６号住居跡 ＳＩ１６ （図３３，写真４０・４１）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｇ１１グリッド杭付近 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．０ｍ（Ｌ�上面）

重複 床面は部分的に撹乱により壊されているが，重複する遺構はない。近接して１号集石遺構が

確認されており，その関連性が指摘できる。

平面形・規模・周壁 本遺構はＬ�を取り除いた段階（Ｌ�上面を検出した段階）で，すでに炉跡・

床面が露出した状況で，周壁および堆積土は失われていた。床面を精査した結果，２基の炉跡を中

心に２７基の小穴が分布することが判明した。小穴の配列を検討したところ，床面の周囲に壁柱穴が

巡る構造であると推察された。

平面形については，壁柱穴の配列に基づき推定した。これによると平面形は隅丸長方形を基調と

しながら，北側が外側に張り出している可能性がある。規模についても正確にはわからないが，壁

柱穴間の距離を見ると東西方向ではＰ５－Ｐ１５間が４．６ｍ，南北方向ではＰ１－Ｐ９間が３．５ｍを測

る。このことから本遺跡では比較的大型の住居跡の部類に属すると推察している。長軸方位はＰ５

－Ｐ１５を結ぶ線を長軸線とすると，Ｎ６８°Ｅを示す。

床面 検出時にはすでに床面・炉跡が露出した状態であった。したがって住居機能時の床面は失わ

れている可能性はある。しかしながら炉跡の遺存状態が良好なこと，Ｌ�上面が平坦なことから判

断すると，床面はそれ程削平されていないと推察される。踏み締まりは確認できなかった。

住居跡の構造

炉跡 床面中央の長軸線上に２カ所の地床炉が見つかった。西側をＡ炉とし，東側をＢ炉とする。

Ａ炉の規模は長軸幅６６�，短軸幅５８�を測る。中央部には熱が弱く及んでおり，床面下２～４�に

わたって被熱の痕跡が認められた。Ｂ炉は，被熱範囲の下に掘形を伴うことが確認された。被熱範

囲は長軸幅５０�，短軸幅４０�を測り，床面下５�程に熱が及んでいる。掘形は，被熱範囲の外側で

確認され，平面形は不整な方形を呈する。その規模は長軸幅７６�，短軸幅６４�を測る。中央に向か

って緩やかにくぼんでおり，その深度は２４�を測る。

小穴 堆積土の状態や柱配置から，本遺構に伴う小穴としたものは計２７基である。本遺構の周囲に
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　１６号住居跡Ｐ１～２０・２３堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
�
　１６号住居跡Ｐ２１堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/４�
�
　１６号住居跡Ｐ２２堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�

０� ５㎝�
（１/３）�

０� ２ｍ�

（１/５０）�

Ｆ１０�

７４
.１０
ｍ
�

Ｐ
２１�

Ｐ
２４�

Ｐ
２７�

Ｓ８・Ｅ８�

Ｇ１０�

Ｓ８・Ｅ３�

Ｆ１１�

Ｓ３・Ｅ８�

Ｐ１�
〔４４〕�

　Ｐ２０�
〔９〕�

　Ｐ１９�
〔２０〕�

　Ｐ１８�
〔２０〕�

　Ｐ１７�
〔１９〕�

　Ｐ１６�
〔１７〕�

　Ｐ１５�
〔１６〕�

　Ｐ１４�
〔１４〕�　Ｐ１３�

〔４４〕� 　Ｐ１２�
〔１６〕�

　Ｐ２６�
〔１１〕�

Ｐ１１�
〔１３〕�

Ｐ１０�
〔１６〕�

Ｐ９�
〔２１〕�

Ｐ２７�
〔２０〕�

Ｐ８�
〔２８〕�

Ｐ７�
〔２４〕�

Ｐ２２�
〔４２〕�

Ｐ５�
〔２４〕�

Ｐ６�
〔２３〕�

　Ｐ４�
〔２２〕�

Ｐ３�
〔１６〕�

Ｐ２�
〔３５）�

　Ｐ２１�
〔１０〕�

Ｐ２３�
〔２６〕�

Ｐ２４�
〔２４〕�

Ｐ２５�
〔１２〕�

Ｂ炉�

Ａ炉�

Ａ炉�

Ｂ炉�

Ｂ炉�

１６号住居跡�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

３４図２�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

Ｃ�

Ｂ
�

Ｂ
�

Ｂ
′
�７４.１０ｍ�

Ｐ１５�

Ｐ２５� Ｐ２４� Ｐ５�

被熱範囲�

２� ２�
１� １� ＬⅣ�

Ａ� Ａ′�

７４.１０ｍ�

Ｐ１�

Ｐ２� Ｐ３�
Ｃ� Ｃ′�

７４.１０ｍ�

Ｐ２３�

１� １�

２�

３� ３�

１�

Ｐ２２�
Ｄ� Ｄ′�

Ｃ′�

Ａ′
�

Ｄ′�
Ｂ
′
�

Ａ�

Ｄ�

１（Ｂ炉�１）Ⅱ４� ２（Ｂ炉�１）Ⅱ４�

９（検出面）Ⅲ５�８（Ｂ炉�１）Ⅲ３�７（Ｂ炉�１）Ⅲ３�

３（検出面）Ⅱ４� ４（Ｂ炉�１）�
　　　　Ⅱ７？� ６（Ｐ２４�１）�

　　　　　Ⅲ２�

１２（Ｐ１０�１）Ⅲ２ｆ�
１１（Ｐ２１�１）Ⅲ７�

１５（Ｐ１０�１）Ⅲ５�

１６（検出面）Ⅲ５�

１０（検出面）Ⅲ５�

１３（検出面）Ⅲ５�

１４（検出面）Ⅲ５�

５（検出面）Ⅲ２�

　１６号住居跡Ｐ２４堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１６号住居跡Ｐ２５堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（焼土粒少量含む）�
�
　１６号住居跡Ｂ炉堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�

図３３ １６号住居跡と出土遺物（１）
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０� ３㎝�
（１/２）�

０� １０㎝�
（１/６）�

磨耗面�

最大長　４.２㎝　最大幅　３.８㎝�
最大厚　９.１㎝　重　さ　８.４ｇ�
石　質　珪質頁岩�

１（Ｂ炉�１）�

２（検出面）�
最大長　３３.９㎝　最大幅　２４.６㎝　最大厚　７.８㎝�
重　さ　９.９㎏�
石　質　花崗閃緑岩�

微細　離�

は，柱穴と推察される小穴が確認されていないので，ここで報

告する小穴は本遺構に伴うものと考えている。

Ｐ１～２０は，周壁際を巡る壁柱穴と考えている。これらはす

べて床面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度はおお

よそ１５～２５�であり，巨視的に見れば，壁柱穴の深度はほぼ一

定しているといえる。なかにはＰ１・１３のように床面からの深

度が４４�に達するものもある。平面形や規模は当然ながら一定

していないが，おおよそ直径１５～２０�のものが多いといえる。

これらの壁柱穴の堆積土は，褐色土もしくはにぶい黄褐色土で

ある。

Ｐ２２～２４は，その規模と配置から主柱穴と考えている。Ｐ２４

は床面の中央に配置される，いわゆるセンターピットと見てい

る。Ｐ２２・２３はＢ炉の両脇に配置され，規模も他の小穴より若

干大きい。Ｐ２２の中央部下位には暗褐色を呈する軟質土が堆積

していた（Ｐ２２�２）。これは柱痕である可能性が高く，同�３

は掘形の埋土であろう。

Ｐ２４のセンターピットを中心に柱穴の配列を見ると，Ｐ２１・

２４・２７は南北方向，Ｐ６・２２・２４・１５は東西方向に対し，直線

的に並んでいる。これらは規模・深度ともに一定ではないが，

主柱穴である可能性は高い。

遺 物（図３３・３４，写真６４・７２）

出土状況 遺物が出土した小穴は，Ｐ１０・２１・２２・２４・２５の５基で，計８点の縄文土器片が出土し

た。この他，Ｂ炉の堆積土から３１点の縄文土器片と１点の
片が出土している。またＢ炉の南側に

は，石皿（３４図２）が見つかっている。

縄文土器 ３３図１は口縁部が緩やかに外反する器形で，口縁部文様帯の上下が半截竹管による押し

引き状の刺突文で区画されている。区画内には同様の刺突文で菱形状の文様が描かれ，無文部に竹

管による円形刺突文が加えられている。２は半截竹管による押し引き状の刺突文で蕨状文が施され

ている。３は棒状工具による連続刺突文が数段施されている。４は口唇部に刺突が加えられ，口縁

部が小波状を呈する。口縁部上端に縦長の刺突文，その下部に半截竹管による山形文が施されてい

る。５は結節縄文，６は単節斜縄文，７・８は非結束の羽状縄文が施されている。原体の多くは単

節の直前段２条であるが，直前段３条のもの（８）も見られる。９・１０・１３～１６はループ文が施されて

いる。１３～１６は同一個体で，２種類の原体により羽状縄文が形成されている。１１は組紐文が施され

ている。１２は底部資料で，底部外縁と底面に棒状工具による刺突文が加えられている。

石器 ３４図１は背面下側縁に微細
離痕が観察された
片である。石質は茶褐色を呈する良質の珪

図３４ １６号住居跡出土遺物（２）
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質頁岩である。２は中央部に磨耗面が観察された石皿である。

ま と め

分布域�にある竪穴住居跡であるが，遺存状態が悪く，検出時にはすでに床面が露出した状態で

あった。平面形は隅丸長方形を呈するものと推察している。柱穴は周壁際を巡る壁柱穴と東西・南

北二列の主柱列からなる。床面中央には２基の地床炉が確認された。本遺構の帰属時期は，出土遺

物の年代観や住居跡の構造から判断すると縄文時代前期前葉と考えている。 （門 脇）

１７号住居跡 ＳＩ１７ （図３５，写真４２・４３）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１４グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．８ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）風倒木痕 住居形態 竪穴住居跡

平面形 東側が調査区外であるため不明 規模 現状の竪穴の周壁上端で，南北長４．０ｍを測る。

主軸方位 不明 遺存壁高 ８～１２� 周壁の立ち上がり ７０～８０度

掘込面 調査区東壁の断面精査において，Ｌ�上面から掘り込んでいることがわかった。

周壁 西壁は一部が風倒木痕で失われているものの，緩やかな円弧を描いている。北壁と南壁は平

行しないことから，住居跡の平面形はやや歪んだ円形もしくは長楕円形を呈すると推測される。

床面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，床面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められず，ほぼ平坦である。炉跡・踏み締まりは確認できなかった。

堆積土 ４層に分けられ，�４は人為堆積土，�１～３は自然堆積土と判断した。�４は調査区東

壁の断面精査において確認した層で，平面的には捉えられなかった。周壁の外側に積まれている状

況から，周堤の可能性を考えている。�３はその周堤の土が流入し，堆積したと考えられる。�２

はＬ�の黄褐色土の流入堆積，�１はＬ�が形成される段階に遺構内に堆積したものと考えている。

住居跡の構造

小穴 本遺構の床面と竪穴の周囲から検出された小穴は２０基である。重複・近接する遺構がないこ

とから，すべて本遺構に伴うものと考えている。この内Ｐ１～１０は周壁際を巡る壁柱穴と考えてい

る。これらはすべて床面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度はおおよそ２０～３５�であり，

巨視的に見れば，壁柱穴の深度はほぼ一定しているといえる。平面形や規模は当然ながら一定して

いないが，直径２０�程のものが多い。これらの壁柱穴の堆積土は，にぶい黄褐色土で，自然堆積が

主体である。

Ｐ１１～１４は床面の中央部で検出された小穴で，壁柱穴より規模が大きいことが特徴である。住居

跡の東半分が不明であるが，壁柱穴の内側を巡る柱穴と考えている。これらの堆積状況は，掘形の

埋土と考えられる黄褐色土塊と褐色土が撹拌した状態で混じり合っていることから，住居廃絶時に

柱を抜き取り，柱穴を埋めたと推察している。

Ｐ１５～２０は竪穴の外側，周壁を巡るように検出された小穴である。その配置の規則性から，本遺
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０� ２ｍ�

（１/５０）�

ＳＩ１７�ＳＩ１７�

Ｊ１４�

風倒木痕�

Ｅ３�

Ｊ１４�

Ｓ４・Ｅ６�

Ｊ１４�

Ｅ６�

Ｊ１４�

Ｓ４・Ｅ３�

１７号住居跡�

撹乱�

撹
乱
�

撹乱�

風倒木痕�

Ｐ１６�
〔１５〕�Ｐ１５�

〔２３〕� 周堤�

Ｐ１７�
〔２８〕�

Ｐ１８�
〔２４〕� Ｐ８�
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　１７号住居跡堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒少量含む）�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/４（黄褐色土粒少量含む）�
４　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
�
�
�
�
�

　１７号住居跡Ｐ１堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１７号住居跡Ｐ２・４～６・９・１５・１６・１８堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
�
　１７号住居跡Ｐ３・８・１７・２０堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１７号住居跡Ｐ７・１０堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１７号住居跡Ｐ１１～１３堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１７号住居跡Ｐ１４堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物粒微量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�
　１７号住居跡Ｐ１９堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
�

１（�２）Ⅲ３� ２（�２）Ⅲ５�
０� ５㎝�

（１/３）�

構に伴う柱穴と判断した。これらはすべて検出面に対し垂直方向に掘り込まれている。その深度は

１５～２２�である。規模は直径２０�程のものが多く，壁柱穴とほぼ同規模である。これらの柱穴の堆

積土は，にぶい黄褐色土である。

遺 物（図３５，写真６４）

出土状況 堆積土中（�２）から，縄文土器片が１１点出土した。

縄文土器 ３５図１は直前段３条の原体で非結束羽状縄文が施されている。２は口唇部が平坦に調整

され，ループ文が施されている。

図３５ １７号住居跡と出土遺物

第２節 竪穴住居跡
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ま と め

分布域�にある竪穴住居跡で，住居跡の東側は調査することができなかった。したがって平面形

は不明であるが，おそらく円形もしくは楕円形を呈するのではないかと考えている。現況では住居

の柱配列は，床面の中央を巡るもの，周壁の際の壁柱穴，竪穴の外側を巡るものの３重の構造であ

ると推察している。

本遺構の帰属時期は掘込面がＬ�上面であることを考慮すると，他の住居跡より古い段階に位置

づけられる。しかしながら出土遺物からは時期差を見いだせないこと，住居の構造的特徴が他と変

わりがないことから，縄文時代前期前葉の時期幅で捉えることができると考えている。 （門 脇）

第３節 竪穴状遺構

本遺跡では，竪穴住居跡と同等の竪穴規模を有するものの，底面（床面）上に柱穴・炉跡などの付

属の施設が検出されなかった遺構を，竪穴状遺構に分類した。

１号竪穴状遺構 ＳＸ０１ （図３６，写真４４・４７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１２グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．４ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 平面形 不整な隅丸台形

規模 現状の壁上端で，南北長２．７ｍ，東西長２．７ｍを測る。 遺存壁高 １３�

周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 南北の壁はほぼ平行しているが，全体的にややいびつな台形を呈する。南東隅はやや張り出

している。

底面 Ｌ�に形成され，西に向かってわずかに傾斜する。

堆積土 ３層に分けられ，いずれもＬ�に類似する土である。両層ともに周壁からの流れ込みの状

況を呈しているため，自然堆積土と考えられる。

遺 物（図３６，写真６５）

出土状況 堆積土中（�１）から縄文土器片が３３点出土した。

縄文土器 ３６図に示した。１はＬ撚りの無節斜縄文が施されている。３・４は同一個体で，２～４

は非結束羽状縄文が施されている。施文原体は２が直前段３条，３・４は１段撚りである。５～８

は結束羽状縄文が施されている。５はほぼ平坦に調整された口唇部に単節斜縄文が施されている。

９はＲＬＲ撚りの異条縄文，１０・１１は撚糸文が施されている。

ま と め

本遺構は柱穴や炉をもたないため，住居跡かどうかは不明である。本遺構の帰属時期は地文以外

の文様をもつ土器が少なく明瞭ではないが，縄文時代前期前葉と推測される。 （坂 田）

第２編 上平Ａ遺跡
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　１号竪穴状遺構堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（暗褐色土塊少量含む）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/４�
　　（黄褐色土粒・暗褐色土粒・炭化物粒少量含む）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/６（暗褐色土粒少量含む）�
�
�

　２号竪穴状遺構堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒多量含む）�
�
�
�
�
�
�
　３号竪穴状遺構堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物・焼土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒少量含む）�

最大長　４.１㎝�
最大幅　８.５㎝�
最大厚　４.０㎝�
重　さ　１９２ｇ�
石　質　花崗斑岩�

磨耗面�

０� ２ｍ�
（１/５０）�
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（１/３）�
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図３６ １～３号竪穴状遺構と出土遺物
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２号竪穴状遺構 ＳＸ０２ （図３６，写真４５・４７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ１３グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．４ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 平面形 隅丸台形

規模 現状の壁上端で，南北長２．６ｍ，東西長２．１ｍを測る。 遺存壁高 ９～１３�

周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 東西の壁は平行する。南北の壁はやや外側に張り出している。周壁の立ち上がりは，全体的

に緩やかである。

底面 Ｌ�に形成され，ほぼ平坦である。

堆積土 ２層に分けられ，いずれもＬ�に類似する土である。２層ともに周壁からの流れ込みの状

況を呈しているため，自然堆積土と考えられる。

遺 物（図３６）

出土状況 堆積土中（�１）から縄文土器片が２点出土した。

縄文土器 ３６図１２は口唇部が平坦に調整された口縁部片であるが，器面の摩耗が著しく詳細は不明

である。

ま と め

本遺構は柱穴や炉が検出されなかったため，住居跡かどうかは不明である。本住居跡の帰属時期

は地文以外の文様をもつ土器がなく判然としないが，縄文時代前期前葉と推測される。 （坂 田）

３号竪穴状遺構 ＳＸ０３ （図３６，写真４６・４７）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｉ１１グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７３．９ｍ（Ｌ�上面）

重複 （新）風倒木痕，（古）Ｉ１１Ｐ１ 平面形 不整楕円形 遺存壁高 １０～１８�

規模 現状の壁上端で，東西長２．６ｍ・南北長２．３ｍ（遺存値）を測る。周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 北壁は風倒木痕によって壊されている。南壁には凹凸があるが，他の壁は緩やかな円弧を描

くように張り出している。

底面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，底面・周壁共に礫が露出したような箇所は

ない。多少の凹凸があるが，ほぼ平坦である。

堆積土 ２層に分けられ，両層ともＬ�に起因する褐色系の土が壁際から流れ込んでいる状況が認

められた。自然堆積と考えられる。

遺 物（図３６）

出土状況 堆積土中（�１）から，縄文土器片１点・石器が１点出土した。

石器 ３６図１３は器面に磨耗面が認められた磨石類の破片である。磨耗面は光沢を有する。

第２編 上平Ａ遺跡
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ま と め

分布域�の東にある竪穴状遺構で，平面形は東西方向に長軸をもつ不整楕円形を呈する。本遺構

の帰属時期は，出土遺物が少なく判然としないが，近接遺構の年代観から判断すると縄文時代前期

前葉と考えている。 （門 脇）

第４節 土 坑

分 類 本遺跡では２５基の土坑が検出された。土坑は平面形・規模・周壁の立ち上がり・堆積土を

基に，以下の４種に分類した。

１類…平面形が直径１～１．５ｍ程の円形を呈し，周壁の立ち上がりが垂直もしくは垂直に近い土坑

である。

２類…平面形が円形を基調とし，周壁が外傾する土坑である。遺構内堆積土はＬ�に起因する褐色

土や暗褐色土である。直径が１ｍ前後のものを２ａ類土坑とし，直径が２ｍを超すものを２ｂ類土

坑とする。

３類…平面形が隅丸長方形を呈する落し穴状土坑である。底面に小穴があるものを３ａ類土坑とし，

小穴のないものを３ｂ類土坑とした。

４類…１～３類に該当しない土坑である。

１類土坑

遺構の概要（図３７・３９，写真４９・５３）

該当遺構 ８・２３号土坑の２基が本類に含まれる。

平面形 直径１～１．５ｍ程の整った円形を呈する。

周壁 ８号土坑は南東側が直立し，それ以外はほぼ垂直に近い立ち上がりを呈する。２３号土坑は壁

上端部は崩れて傾斜が緩くなるが，中位以下はほぼ直立している。

底面 Ｌ�に形成されている。若干の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。

堆積土 ８号土坑の�１と２３号土坑堆積土はＬ�に起因する褐色土と暗褐色土で，８号土坑の�２

はＬ�に近似する黄褐色土である。いずれも堆積状況から自然堆積と考えられる。

遺 物（図４０，写真６５）

出土状況 共に堆積土中（�１）から縄文土器片が出土した。

縄文土器 ４０図１６は８号土坑から出土した土器片で，結節縄文が施されている。同図２５は２３号土坑

から出土した土器片で，横位の撚糸文が施されている。

ま と め

本類は直径１～１．５ｍの円筒形の土坑で，形態から貯蔵穴の可能性が高いと推測される。所属時

期は出土土器と堆積土の状況から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

第４節 土 坑
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２ａ類土坑

遺構の概要（図３７～３９，写真４８～５４）

該当遺構 ４・６・９・１１・１２・１４・１７・１８・１９・２０・２１・２２・２４・２５号土坑の計１４基が本類に該

当する。

平面形 ４・９・２２号土坑は比較的整った円形を呈する。それ以外は不整な円形または楕円形に近

い円形をなす。

周壁 ４・６・９・１２・１４・１７・１９・２１・２２号土坑は７０～８０度の急な角度で立ち上がる。１１・１８・

２０・２４・２５号土坑は立ち上がりが５０～６０度と比較的緩やかである。

底面 いずれもＬ�に形成されている。ほぼ平坦であるが，１１号土坑は南東側に，１８・１９号土坑は

南西側に若干傾斜している。

堆積土 基本的にはＬ�に起因する褐色土や暗褐色土が自然堆積している。６・１１・１７・１９・２１・

２５号土坑堆積土には色調の異なる土を多量含む層が認められ，人為堆積と考えられる。

表１ 土坑一覧表
自：自然堆積 人：人為堆積 〈 ）：推定値 ＊：遺存値

遺構
番号

遺構
挿図
番号

位置
検出面

重複
分類 平面形

規模（�） 堆積状況
出土遺物

遺物
挿図
番号

写真番号
備考

分布域 グリッド （古→新） 検出面 底面 深さ （古→新） 遺構 遺物

１ ３７ � Ｇ１５ Ｌ� ３ｂ 隅丸長方形 １５３×５５ １４５×４５ ３５ 自３→人２・１ 縄文土器１２，石器１ ４０ ４８ ６５

２ ３７ � Ｇ１５ Ｌ� ３ａ 隅丸長方形 １８８×９３ １５２×４８ ９９ 自５・４→人３→自２・１ 縄文土器４，石器２ ４０ ４８

３ ３７ � Ｈ１５・１６ Ｌ� ３ｂ 隅丸長方形 １７３×１００ １５０×９０ ６０ 自５→人４・３→自２・１ 縄文土器１４ ４０ ４８ ６５

４ ３７ � Ｇ１４
ＳＩ７
床面

ＳＫ４→ＳＩ７ ２ａ 円形 ９３×９３ ８５×８３ １０ 不明１ ４８

５ ３７ � Ｇ１３ Ｌ� ４ 楕円形 １７３×１０８ １２５×７５ ２８ 自３～１ 縄文土器５ ４０ ４９ ６５

６ ３７ � Ｇ１３ Ｌ� ２ａ 円形 １２０×１０３ ９８×８５ ４５ 自２・１ ４９

７ ３７ � Ｇ１３ Ｌ� ３ｂ 隅丸長方形 １９５×９８ １８０×７８ ４０ 自２・１ ４９

８ ３７ � Ｇ１３ Ｌ� １ 円形 １４３×１３３ １３５×１２５ ４０ 自２・１ 縄文土器１ ４０ ４９ ６５

９ ３７ � Ｆ１２ Ｌ� ２ａ 円形 １０８×１００ ９０×８５ ４５ 自２・１ ５０

１０ ３８ � Ｊ１０ Ｌ� ２ｂ 円形 ２１３×２００ １９５×１８０ １５ 人１ 縄文土器１ ４０ ５０ ６５

１１ ３８ � Ｊ９ Ｌ� ２ａ 円形 １２７×１１０ ９５×９０ ３３ 人２→自１ 縄文土器２ ４０ ５０

１２ ３８ � Ｇ１１ Ｌ� ２ａ 円形 ９５×８３ ９３×６８ １５ 不明１ ５０

１３ ３８ � Ｇ１１ Ｌ� ３ｂ 隅丸長方形 １７８×７８ １４５×５２ ７５ 自５～１ 縄文土器１ ５１

１４ ３８ � Ｈ１１ Ｌ� ２ａ 円形 ９８×９０ ８３×６８ ２８ 自２・１ 縄文土器１ ５１

１５ ３８ � Ｈ１１ Ｌ� ４ 隅丸方形 １２５×１２５ １１０×１０５ ２０ 自２・１ ５１

１６ ３８ � Ｉ１１ Ｌ� ４ 隅丸長方形 １５５×７８ １８３×６０ ９０ 人５→自４～１ ５１
底面から
礫出土

１７ ３８ 
 Ｉ８ Ｌ� ２ａ 円形 １００×９８ ７８×８５ ２３ 人１ ５２

１８ ３８ � Ｉ１２ Ｌ� ２ａ 円形 １０５×１００ ６８×７８ ２８ 自２・１ 縄文土器６ ４０ ５２ ６５

１９ ３８ 
 Ｉ８ Ｌ� ２ａ 円形 （１０３）×９０ ８０×７３ ３３ 人１ 縄文土器１ ５２

２０ ３９ 
 Ｊ８ Ｌ� ２ａ 円形 １３５×１２８ ９０×９０ ３０ 不明１ ５２

２１ ３９ � Ｊ１３ Ｌ� ＳＩ４ａ・ｂ→
ＳＩ３→ＳＫ２１

２ａ 円形 ９０×７３ ７０×５５ ４５ 人２・１ 縄文土器５ ４０ ５３ ６５
�１から
礫出土

２２ ３９ 
 Ｉ８ Ｌ� ２ａ 円形 ９０×８５ ９５×７８ ８ 不明１ ５３

２３ ３９ 
 Ｊ８ Ｌ� １ 円形 １２３×１１５ ９３×９０１０８ 自６～１ 縄文土器２ ４０ ５３ ６５

２４ ３９ � Ｉ１０ Ｌ� ２ａ 円形 １２３×１０８ ６３×８８ ３５ 自２・１ ５３

２５ ３９ � Ｊ１４ Ｌ� ＳＫ２５→ＳＣ１ ２ａ 円形？ ＊８８×１１５＊５８×５８ ４５ 人３→自２・１ ５４
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　１号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土（炭化物粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
３　黄褐色土　１０ＹＲ５/８�
�

　２号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６（小礫を少量含む）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物粒微量含む）�
３　暗褐色土　１０ＹＲ３/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
４　黄褐色土　１０ＹＲ５/８（小礫・砂粒を多量含む）�
５　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（砂粒を少量含む）�
�

　３号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（小礫を少量含む）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/４（小礫を少量含む）と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
４　褐色土　１０ＹＲ４/６（小礫を少量含む）と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
５　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
　  （砂粒を少量含む）�
�

　４号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（黄褐色土粒少量含む）�

　５号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物粒微量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（小礫を少量含む）�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（砂粒を少量含む）�
�

　６号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４と褐色土　１０ＹＲ４/４の混土�
　　（炭化物粒微量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（砂粒を少量含む）�
� 　７号土坑堆積土�

１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
　　（暗褐色土粒・小礫少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
�

　９号土坑堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
　　（暗褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/４�
　　（砂粒を少量含む）�
�

　８号土坑堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
　　（暗褐色土粒少量含む）�
２　黄褐色土　１０ＹＲ５/８�
　　（砂粒を少量含む）�
�
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遺 物（図４０，写真６５）

出土状況 １１・１４・１８・１９・２１号土坑の堆積土中（�１）から縄文土器片が出土した。ほとんどが小

片で，器面が摩耗しているため，１１・１８・２１号土坑から出土した７点のみ図示した。

縄文土器 ４０図１８～２４に示した。１８・１９は１１号土坑から，２０～２３は１８号土坑から出土した土器片で

ある。１８～２１は単節斜縄文，２２はループ文，２３は組紐文が施されている。２４は２１号土坑出土の土器

片で，単節斜縄文が施されている。

ま と め

本類は直径１ｍ前後の円形を基調とする土坑である。周壁が７０～８０度の角度で立ち上がる４・６

・９・１２・１４・１７・１９・２１・２２号土坑には，壁面の崩落で円筒形の土坑が崩れたものも含まれると

考えられ，貯蔵穴の可能性も推測される。それ以外の土坑の性格は不明である。１１・１４・１８・１９・

２１号土坑の時期は，出土土器と堆積土の状況から縄文時代前期前葉頃と考えられる。遺物が出土し

ていない土坑についても，遺構内堆積土がＬ�に起因することから同時期のものと推測され，４号

土坑は縄文時代前期前葉の７号住居跡より古い。

２ｂ類土坑

遺構の概要（図３８，写真５０）

該当遺構 １０号土坑が該当する。

平面形 南東側が外側に張り出すため，不整な円形を呈する。

周壁 全周が５０～６０度の角度で立ち上がる。

底面 Ｌ�に形成されている。若干の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。

堆積土 黄褐色土が多量含まれ，人為堆積と考えられる。

遺 物（図４０，写真６５）

出土状況 堆積土中（�１）から縄文土器片が１点出土した。

縄文土器 ４０図１７は口縁部片で，口縁部上端の内外面には縦長の刺突文が加えられている。主文様

は半截竹管の沈線文で区画された幾何学的な文様で，口縁部上端の刺突文下位には同一工具で山形

文が施されている。

ま と め

直径約２ｍの不整な円形を呈する土坑である。出土土器と堆積土の状況から，縄文時代前期前葉

頃に埋められたと推定される。遺構の性格は不明である。

３ａ類土坑

遺構の概要（図３７，写真４８）

該当遺構 ２号土坑が本類に該当する。

平面形 西半部の壁が崩落し，不整な隅丸長方形を呈する。
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　１０号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�

　１２号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒・小礫少量含む）�
�　１３号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黒褐色土粒少量含む）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（黒褐色土粒・黄褐色土粒少量含む）�
３　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黒褐色土粒・暗褐色土粒少量，黄褐色土粒多量含む）�
４　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（黒褐色土粒・黄褐色土粒少量含む）�
５　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（黄褐色土粒多量含む）�
  

　１１号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/４と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
�

　１５号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/４（黄褐色土粒少量含む）�
�

　１７号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３と暗褐色土　１０ＹＲ３/４の混土�

　１４号土坑堆積土�
１　褐色土　７.５ＹＲ４/４�
　　（黄褐色土粒・暗褐色土粒・�
　　炭化物粒少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４�
　　（黄褐色土粒少量含む）�

　１６号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土・炭化物粒少量含む）�
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３　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物粒少量含む）�
４　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（黄褐色土・砂粒を少量含む）�
５　暗褐色土　１０ＹＲ３/４と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�
　　（人頭大の礫を多量含む）�
�

　１９号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３と�
　　暗褐色土　１０ＹＲ３/４の混土�
�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ′
�

Ａ�

撹
乱�

撹
乱�

撹
乱�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

撹乱�

Ｊ１０�

Ｓ８�
Ｅ２.５�

Ｊ１１�

Ｅ２.５�

Ｇ１１�

Ｓ４�
Ｅ５.５�

Ｇ１１�

Ｓ４�
Ｅ７�

Ｇ１１�

Ｓ５�
Ｅ７�

Ｇ１１�

Ｓ５�
Ｅ５.５�

Ｈ１１�

Ｓ３�
Ｅ２�

Ｈ１１�

Ｓ４.5�
Ｅ２�

Ｈ１１�

Ｓ４.5�
Ｅ３�

Ｈ１１�

Ｓ３�
Ｅ３�

Ａ′�

Ａ�

撹乱�

Ｉ１２�

Ｓ６�
Ｅ５�

Ｉ８�

Ｓ２�
Ｅ７.５�

Ｉ８�

Ｓ３.５�
Ｅ７.５�

Ｉ８�

Ｓ３.５�
Ｅ９�

Ｉ１２�

Ｓ７�
Ｅ５�

Ｉ１２�

Ｓ６�
Ｅ６.５�

Ｊ１０�

Ｓ８�
Ｅ５�

Ｊ１１�

Ｅ５�

１０号土坑�

Ａ
′
�

Ａ
�

撹乱�

撹
乱�

撹
乱�

撹乱�

撹乱�
撹乱�

礫�

礫�

礫�

礫�
礫�

撹乱�

Ｊ９�

Ｓ９�
Ｅ１.５�

Ｊ９�

Ｓ９�

１１号土坑�

Ｊ１０�

１２号土坑�

１４号土坑�

１６号土坑�

１８号土坑�

７４.２０ｍ�

ＬⅣ�１�

Ａ� Ａ′�

７３.６０ｍ�

ＬⅣ� １� ２�２�

Ａ� Ａ′�

７３
.７０
ｍ
�

Ｌ
Ⅳ
�

Ａ
′
�

Ａ
�

撹乱�

Ｇ１１�

Ｓ１.５�
Ｅ５�

Ｇ１１�

Ｓ３�
Ｅ５�

Ｇ１１�

Ｓ３�
Ｅ３.５�

Ｉ１１�

Ｓ１.５�
Ｅ１�

Ｉ１１�

Ｓ１.５�

Ｉ１１�

Ｓ３�

Ｉ１１�

Ｓ３�
Ｅ１�

１３号土坑�

１５号土坑�

１７号土坑�

１９号土坑�

７４.１０ｍ�

ＬⅣ�

ＬⅣ�１�

２�

３�

４�
５�

Ｂ� Ｂ′�

７４.１０ｍ�

１�２�

Ａ� Ａ′�

Ｌ
Ⅳ
�

７３
.６０
ｍ
�

１
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｌ
Ⅳ
�

７４
.００
ｍ
�

１
�

２
�
３
�

４
�

５
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｂ′�

Ｂ�

Ｂ′
�

Ｂ�

Ｈ１１�

Ｓ２.５�
Ｅ７.５�

Ｈ１１�

Ｓ４�
Ｅ７.５�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ｉ８�

Ｓ５.５�
Ｅ６�

Ｉ８�

Ｓ５.５�
Ｅ７�

Ｉ８�

Ｓ７�
Ｅ７�

Ｉ８�

Ｓ７�
Ｅ６�

Ｈ１１�

Ｓ４�
Ｅ９�

Ａ′
�

Ａ�

１
�

Ａ
�

Ａ
′�

７４
.２０
ｍ
�

Ｌ
Ⅳ
�

Ａ
�

Ａ
′�

７４.１０ｍ�

ＬⅣ� １�

１�
１�

撹乱�

２�

２�

Ａ� Ａ′� ７４.００ｍ�

ＬⅣ�

Ｂ� Ｂ′�

７３.６０ｍ�

ＬⅣ�

Ａ� Ａ′�

７４.２０ｍ�

ＬⅣ�

Ａ� Ａ′�

ＳＫ１９�
ＳＫ１７�

ＳＫ１１�

ＳＫ１０�

ＳＫ１８�

ＳＫ１６�
ＳＫ１５�ＳＫ１４�

ＳＫ１３�

ＳＫ１２�

ＳＫ１９�
ＳＫ１７�

ＳＫ１１�

ＳＫ１０�

ＳＫ１８�

ＳＫ１６�
ＳＫ１５�ＳＫ１４�

ＳＫ１３�

ＳＫ１２�

　１８号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４�
　　（炭化物粒・焼土粒少量含む）�
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図３８ １０～１９号土坑
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長軸方位 Ｎ６７°Ｅで，周囲の等高線とほぼ直交している。

周壁 壁上端部は崩れて傾斜が緩くなるが，中位以下はほぼ直立している。

底面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸は認められるもののほぼ平坦である。底面のほぼ長軸線

上に小穴２基を確認した。

小穴 平面形は円形を呈し，規模は直径１０�前後，底面からの深さ５～８�を測る。杭を設置する

ために掘り込まれた小穴と推察されるが，設置するには規模が小さい。

堆積土 �１・２はＬ�に，�４はＬ�に，�５はＬ�にそれぞれ起因する土で，堆積状況から自

然堆積と考えられる。�３は黄褐色土塊を多量に含むことから人為堆積と判断している。

遺 物（図４０）

出土状況 堆積土中（�３）から縄文土器片４点，石器２点が出土した。

縄文土器 ４０図５はループ文が施されている。同図６は縄の圧痕が薄く，分類が特定できない。

石器 ４０図２７・２８に示した。２７は
片で，打面と末端部を欠損している。２８は礫器である。亜角礫

の一端に急斜な加工を加えて，右側縁から上側縁にかけて刃部を作出している。裏面の上側縁には，

使用痕跡と推察される磨耗痕が認められた。

ま と め

土坑の形態と底面の小穴から落し穴状土坑と考えられる。ただ，検出された小穴は浅く，杭の設

置は困難である。時期は出土土器と堆積土の状況から縄文時代前期前葉頃と考えられるが，周辺に

隣接する同時期の竪穴住居跡とは併存しないものと推察される。

３ｂ類土坑

遺構の概要（図３７・３８，写真４８・４９・５１）

該当遺構 １・３・７・１３号土坑が本類に該当する。

平面形 長軸長１．５～２ｍ程の隅丸長方形を呈する。

長軸方位 １号土坑はＮ８３°Ｅ，３号土坑はＮ５７°Ｅ，７号土坑はＮ７１°Ｅ，１３号土坑はＮ３２°Ｗ

で，１・３・７号土坑は周辺の等高線とほぼ直交している。

周壁 １号土坑は全周がほぼ垂直に近い立ち上がりを呈する。３・１３号土坑の壁上端部は崩れて傾

斜が緩くなるが，中位以下はほぼ直立している。７号土坑は全周が７０～８０度の角度で立ち上がる。

底面 １号土坑はＬ�に，３・７・１３号土坑はＬ�に形成されている。多少の凹凸は認められるも

のの，ほぼ平坦である。

堆積土 １・３号土坑内堆積土には黄褐色土塊を多量に含む層が認められ，一部が人為的に埋めら

れたと考えられる。７・１３号土坑の堆積土はいずれもＬ�に類似する土で，堆積状況から自然堆積

と判断した。

遺 物（図４０，写真６５）

出土状況 １号土坑の堆積土中（�１・２）から縄文土器片と石器が，３・１３号土坑の堆積土中（�１）

第２編 上平Ａ遺跡

９８



Ａ
′�

Ａ
�

Ｉ８�

Ｓ３�
Ｅ９�

Ｉ８�

Ｓ６�
Ｅ８�

Ｉ８�

Ｓ７�
Ｅ８�

Ｉ８�

Ｓ７�
Ｅ９.５�

Ｊ８�

Ｓ１�
Ｅ３�

Ｊ８�

Ｓ１�
Ｅ５�

Ｊ８�

Ｅ５�

Ｊ８�

Ｅ３�

Ｊ８�

Ｓ３�
Ｅ１�

Ｊ８�

Ｓ４�
Ｅ１�

２０号土坑�

２２号土坑�

２５号土坑�

２３号土坑�

２１号土坑�

７３.６０ｍ�

ＬⅣ� １�

Ａ� Ａ′�

Ａ′�

Ａ�

Ｊ１３�

Ｓ３�
Ｅ３�

Ｊ１３�

Ｓ４�
Ｅ３�

Ｊ１３�

Ｓ４�
Ｅ４.５�

Ｊ１３�

Ｓ３�
Ｅ４.５�

３号住居跡�

２４号土坑�

４号住居跡�

７４.２０ｍ�

ＬⅣ�

礫�

礫�

１�

２�

Ａ� Ａ′�

７３.６０ｍ�

ＬⅣ�
１�

Ａ� Ａ′�

７３.６０ｍ�

ＬⅣ� １�
２�

撹乱�

Ａ� Ａ′�

７３
.９０
ｍ
�

Ｌ
Ⅳ
�

１
�

２
�

３
�

４
�

礫
�礫
�

撹
乱
�

５
�

６
�

Ａ
�

Ａ
′
�

７４
.２０
ｍ
�

Ｌ
Ⅲ
�

Ｌ
Ⅲ
�

Ｌ
Ⅱ
 
Ｌ
Ⅰ
ｂ
�

１
�

２
�

３
�

４
�

盛
土
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ａ
�

Ａ
′
�

Ａ′�

Ａ�
Ａ′
�

Ａ�

Ｊ１４�

Ｓ６�
Ｅ６�

Ｊ１４�

Ｓ６�
Ｅ４.５�

Ｊ１４�

Ｓ７�
Ｅ４.５�

Ｊ１４�

Ｓ７�
Ｅ６�

ＳＫ１２�

ＳＫ２２２２�

ＳＫ２３２３�

ＳＫ２４２４�

ＳＫ�
２５２５�

　２０号土坑堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（砂粒少量含む）�

　２２号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒・炭化物粒少量含む）� 　２３号土坑堆積土�

１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（褐色土塊・褐色土粒少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒多量含む）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
４　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
５　褐色土　１０ＹＲ４/６（黒褐色土塊少量含む）�
６　褐色土　１０ＹＲ４/６（黄褐色土粒少量含む）�
�

　２５号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３と黄褐色土　１０ＹＲ５/６の混土�

　２４号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物片少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
�

　２１号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６と�
　　暗褐色土　１０ＹＲ３/４�
　　の混土（人頭大の礫を�
　　多量，炭化物片・焼土粒�
　　を少量含む）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４と�
　　黄褐色土　１０ＹＲ５/６�
　　の混土（拳大礫を多量�
　　含む）�
�

ホリスギ�

ホリスギ�

撹乱�

Ｉ１０�

Ｓ１.５�
Ｅ８�

Ｉ１０�

Ｓ２.５�
Ｅ８�

Ｉ１０�

Ｓ２.５�
Ｅ６.５�

Ａ′�

Ａ�
撹
乱�

４号住居跡�
　　堆積土� ３号住居跡�

　　堆積土�

１
号
木
炭
�

窯
跡
堆
積
土
�

撹
乱�

撹
乱�

ＳＫ２２�

ＳＫ２３�ＳＫ２０２０�

ＳＫ２４�

ＳＫ�
２５�

０� ２ｍ�
（１/５０）�

ＳＫ２０�

調査区外�

ＳＫ�
２１２１�
ＳＫ�
２１�

１�号�木�炭�
窯�跡�

から縄文土器片が出土した。

縄文土器 ４０図１～４は１号土坑から出土した土器片である。１は地文の単節斜縄文に連続刺突文

が加えられている。２は口唇部が丸く調整された口縁部片である。無文で，ナデ調整されている。

３は単節斜縄文が，４は直前段３条の原体でループ文が施されている。同図７～１３は３号土坑から

出土した土器片である。７～９は単節斜縄文，１１は側面環付縄文が施されている。１２・１３は底部資

料であるが，小片で器面が摩耗しているため詳細は不明である。

石器 ４０図２６は１号土坑から出土した多
離面打面を有する
片である。

ま と め

本類は１・３・７号土坑の遺存壁高が３５～６０�と浅いが，土坑の形態や長軸方位が２号土坑とほ

ぼ共通することから同時期の落し穴の可能性が高いものと推測される。また，１３号土坑も形態と規

模から落し穴状土坑と考えられる。時期は出土土器と堆積土の状況から縄文時代前期前葉頃と推定

されるが，周囲に検出された同時期の竪穴住居跡とは若干の時間差があると考えられる。

図３９ ２０～２５号土坑

第４節 土 坑
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４類土坑

５号土坑（図３８，写真４９）

遺構の概要

平面形 長軸方位がＮ１３°Ｗの楕円形を呈する。

周壁 ４０～５０度の角度で立ち上がる。東側より西側の方が立ち上がりが緩やかである。

底面 Ｌ�に形成されている。若干の凹凸は認められるものの，ほぼ平坦である。

堆積土 いずれもＬ�に近似する土で，堆積状況から自然堆積と考えている。

遺 物（図４０，写真６５）

出土状況 堆積土（�１）から縄文土器片が５点出土した。

縄文土器 ４０図１４・１５に示した。１４は重層ループ文により文様が描かれている。１５は結節縄文が施

されている。

ま と め

平面形が南北に長い楕円形を呈し，周壁が外傾する土坑である。出土土器と堆積土の状況から縄

文時代前期前葉頃と推定される。性格は不明である。

１５号土坑（図３８，写真５１）

遺構の概要

平面形 一辺１２５�を測る隅丸方形を呈する。

周壁 西壁が円弧を描くように若干外側に張り出すが，それ以外はほぼ直線的である。北西側は７０

度前後の角度で立ち上がるが，南東側は６０度前後と若干緩やかな立ち上がりを呈する。

底面 Ｌ�に形成されている。ほぼ平坦であるが，北東側に若干傾斜している。

堆積土 ２層に分けられ，いずれもＬ�に起因する。堆積状況から自然堆積と考えられる。

遺 物 遺物は出土していない。

ま と め

平面形が隅丸方形を呈し，周壁が外傾する土坑である。出土遺物はなく明確な時期の特定はでき

ないが，堆積土がＬ�起因の土であることから縄文時代と考えられる。性格は不明である。

１６号土坑（図３８，写真５１）

遺構の概要

平面形 西壁が東壁よりすぼまる不整な隅丸長方形を呈する。長軸方位はＮ７１°Ｗである。

周壁 東西壁は内傾して立ち上がる。南北壁は上端部が崩れて傾斜が緩くなるが，中位以下はほぼ

垂直に近い立ち上がりを呈する。

第２編 上平Ａ遺跡
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５（ＳＫ０２�３）�
　　　　　 Ⅲ５�

１５（ＳＫ０５�１）Ⅲ２�

２５（ＳＫ２３�１）Ⅲ１０�

６（ＳＫ０２�３）�
　　　　　 Ⅲ１４�

１６（ＳＫ０８�１）Ⅲ２�

２６（ＳＫ０１�１）�

７（ＳＫ０３�１）
　　　　 Ⅲ２？�

１７（ＳＫ１０�１）Ⅱ７�

２７（ＳＫ０２�３）�

８（ＳＫ０３�１）Ⅲ２�

１８（ＳＫ１１�１）Ⅲ２�

　２８（ＳＫ０２�３）�

９（ＳＫ０３�１）�
　　　　　 Ⅲ２�

１９（ＳＫ１１�１）
　　　　　　 Ⅲ２�

１０（ＳＫ０３�１）�
　　　　　Ⅲ２？�

２０（ＳＫ１８�１）Ⅲ２�

０� ５㎝�
（１/３）

０� ３㎝�
（１/２）� ０� ５㎝�

（１/４）

最大長　４.４㎝�
最大幅　２.１㎝�
最大厚　１.０㎝�
重　さ　８.７ｇ�
石　質　流紋岩�

磨耗面�

最大長　３.０㎝�
最大幅　１.９㎝�
最大厚　０.５㎝�
重　さ　３.３ｇ�
石　質　流紋岩�

最大長　１５.０㎝　最大幅　１２.９㎝�
最大厚　６.４㎝　重　さ　１.４㎏　石　質　石英斑岩�

底面 Ｌ�に形成されている。多少の凹凸はあるものの，ほぼ平坦である。

堆積土 ５層に分けられる。�１～４はいずれもＬ�に相当する土で，堆積状況から自然堆積と判

断している。�５は黄褐色土塊を多量に含むことから，人為堆積と考えられる。

遺 物

出土状況 出土遺物は無いが，底面より拳大から人頭大の礫が多く出土した。

ま と め

本遺構は土坑の形態から落し穴状土坑と推測されるが，長軸方向の断面形がフラスコ状を呈する

ため，貯蔵穴の可能性も考えられる。出土遺物がなく時期の特定はできないが，遺構内堆積土がＬ

�に起因することから縄文時代と考えられる。 （坂 田）

図４０ 土坑出土遺物
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第５節 その他の遺構

１号集石遺構 ＳＳ０１ （図４１，写真５４）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ・Ｇ１０グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．０ｍ（Ｌ�上面）

掘形の平面形 不整な楕円形 掘形の規模 現状の壁上端で，東西長１．２ｍ・南北長１．１ｍ

掘形の遺存壁高 ９～２１� 掘形周壁の立ち上がり ４５～８０度

掘形の周壁 北側が急に立ち上がる以外は，比較的緩やかな立ち上がりである。北側の壁上端は被

熱により焼土化している。

掘形の底面 Ｌ�に形成されている。北側が段状にくぼみ，南側が深く掘り込まれている。

堆積土 ３層に分かれる。�１は礫の上部に堆積していた土で，Ｌ�に類似する暗褐色土である。

�２・３は炭化物粒と炭化物片を多量に含む層で，使用時に堆積した土と考えられる。

集石 礫は集中度が薄く，意図的な配置も認められないことから，掘形内に投げ入れられたものと

考えられる。礫の大きさは径４～１０�前後の小礫から長径約３０�を測るものまで大小さまざまであ

るが，径１０～２０�前後の礫が主体である。礫の大半に被熱痕跡が認められ，もろくなっているもの

が多い。掘形の壁上端が焼土化していたことからも，掘形内に礫を投入して火を使用した可能性が

高い。また，�２上面にも焼土化範囲が認められることから，この面でも火が使用されたと考えら

れる。焼土化範囲の厚さは最大で１�を測る。

小穴 集石の周囲に小穴３基を検出した。集石の周囲に同心円状に巡ることから，本遺構に伴う可

能性が高いと考えられる。平面形は円形で，規模は直径２８～４０�，検出面からの深さは１９～２０�を

測る。堆積土はいずれもＬ�に類似する褐色土で，柱痕は認められない。

分析 掘形内堆積土�１～３に含まれる種実遺体について同定を行った。�２からアメリカセンダ

ングサ近似種（果実）１点，�３からキイチゴ属（核）・ヒサカキ（種子）・ナデシコ科（種子）各１点が

検出された（第３章第１節参照）が，いずれも後世に自然混入した可能性が高いと考えられる。

遺 物（図４１）

出土状況 掘形内堆積土（�２・３）から，石器３点が出土した。

石器 ４１図２～４は表面の中央部に磨耗面が認められた石皿である。特に２の中央部は磨耗によっ

て皿状にくぼんでいる。

ま と め

本遺構は不整な楕円形の掘形に礫が投入された集石遺構である。周壁や底面の一部が焼土化し，

礫の大半に被熱痕跡が認められることから，掘形内で礫を加熱した可能性が高い。また�２上面に

焼土化範囲が認められることから，この面でも火が使用されたと考えられる。周囲からは本遺構と

関連する可能性が高い小穴が検出された。出土土器はなく，帰属時期を特定できないが，南側に１６
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号住居跡が隣接することから縄文時代前期前葉の屋外炉と推測される。 （坂 田）

２号集石遺構 ＳＳ０２ （図４１，写真５４）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｆ・Ｇ１１・１２グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．０ｍ（Ｌ�上面）

掘形の平面形 不整な楕円形 掘形の規模 現状の壁上端で，東西長６０�・南北長５５�

掘形の遺存壁高 ２０� 掘形周壁の立ち上がり ４０～６０度

掘形の周壁 北側と南側の一部が比較的急に立ち上がる以外は，緩やかな立ち上がりである。南西

側の壁上端は一部焼土化している。

掘形の底面 Ｌ�に形成され，ほぼ平坦である。

集石 礫は全て亜角礫で，大きさは径５�前後の小礫と，径１０�前後の拳大の礫と，径２０～３０�前

後の大型礫から構成される。掘形底面に径２０～３０�前後，厚さ１５～２０�前後の大型の礫が置かれ，

その上に拳大の礫や小礫が積み重ねられている。大半の礫に被熱痕跡が認められ，もろくなってい

るものが多い。壁上端に焼土化が認められることからも，掘形内に礫を積み上げて火を使用した可

能性が高いと考えられる。

堆積土 ２層に分けられる。�１は礫上部に堆積していた暗褐色土で，Ｌ�に類似する土である。

�２は炭化物粒を多量に含む黒褐色土で，遺構の機能時に堆積した土と考えられる。

遺 物

出土状況 遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は掘形の底面に大型の礫が置かれ，その上に拳大の礫や小礫が積み上げられた集石遺構で

ある。大半の礫に被熱痕跡が認められ，周壁の一部も焼土化していることから，本遺構で火が使用

されたものと考えられる。本遺構の周囲からは小穴は検出されていない。

本遺構の性格は独立した屋外炉の可能性が高いと考えられる。時期は出土遺物がなく不明である

が，周囲の遺構から縄文時代前期前葉と推測される。 （坂 田）

１号焼土遺構 ＳＧ０１ （図４１，写真５４）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｇ１２・１３グリッド 検出面 Ｌ�上面 標 高 ７４．１ｍ（Ｌ�上面）

重複 なし 被熱範囲の平面形 不整な楕円形

被熱範囲の規模 検出面で，南北長７３�・東西長３８�を測る。

被熱範囲の厚さ 最大で１２� 掘形の平面形 不整な楕円形

掘形の規模 現状の壁上端で，南北長１４３�・東西長７５�

掘形の遺存壁高 ２３～２８� 掘形周壁の立ち上がり ３０～６０度
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　１号集石遺構堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炭化物粒多量含む）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（黄褐色土粒少量，炭化物粒・炭化物片多量含む）�
３　黒色土　１０ＹＲ２/１（黄褐色土塊少量，炭化物粒・炭化物片多量含む）�

　１号集石遺構Ｐ１～３堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（黄褐色土粒少量含む）�
�

　１号焼土遺構堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４�
　　（褐色土粒・焼土粒�
　　　少量含む）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３�
　　（褐色土粒少量含む）�
３　暗褐色土　１０ＹＲ３/４�
　　（褐色土塊多量含む）�
�

　２号集石遺構堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炭化物粒少量含む）�
２　黒褐色土　１０ＹＲ３/２（黄褐色土粒少量，炭化物粒多量含む）�
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�

図４１ １・２号集石遺構，１号焼土遺構と出土遺物
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掘形の周壁 北西側は緩やかな段状の立ち上がりを呈し，それ以外は比較的急に立ち上がる。

掘形の底面 Ｌ�に形成されている。ほぼ平坦であるが，南西側に若干傾斜する。

遺 物（図４１）

出土状況 掘形内堆積土（�１・３）から，縄文土器片が５点出土した。

縄文土器 ４１図１は側面環付縄文が施されている。

ま と め

本遺構は掘形をもつ焼土遺構である。遺構の性格は周囲に関連するピットが検出されていないこ

とから，独立した屋外炉の可能性が高い。帰属時期は出土土器と周囲の遺構から縄文時代前期前葉

と推測される。 （坂 田）

１号木炭窯跡 ＳＣ０１ （図４２，写真５５・５６）

遺構の概要

位置 分布域�，Ｊ１４グリッド 掘込面 Ｌ�上面 検出面 Ｌ�上面

標高 ７４．０ｍ（検出面）

重複 （古）２５号土坑 平面形 長大な隅丸長方形

規模 現状の壁上端で，東西長５．９ｍ以上・南北長１．６ｍを測る。 主軸方位 Ｎ７８°Ｗ

遺存壁高 １０～２２� 周壁の立ち上がり ４０～５０度

周壁 遺構の東側は，今回の発掘では調査することができなかった。したがって，遺構の全長につ

いては把握できなかった。西壁は円弧を描くように外側に張り出し，北・南壁はほぼ並行している。

底面 Ｌ�に形成されている。土質はシルト質であり，底面・周壁には礫が露出したような箇所は

認められない。中央部に幅３０�，底面から深さ６�程の溝が，検出された。またその溝に連結する

ように底面西端部は擂鉢状にくぼんでおり，最深部は検出面から２２�を測る。

底面および周壁には広範囲にわたって，被熱範囲が認められた。特に西端部の周壁際と中央の溝

沿いは，強く被熱していた。これら底面に認められたくぼみと溝は，木炭焼成時の調湿に関連する

ものと考えている。

堆積土 ５層に分けられ，�２・３に１～５�大の炭化物片が多量に充填されていた。このことか

ら，本遺構は木炭窯跡と判断し，これら炭化物（木炭）が遺構内で焼成されたものと考えている。

しかしながら検出された炭化物片は砕片化が進んでおり，長さ５�を超えるものはなかった。し

たがって炭化物片は焼成段階を保ったまま検出されたとは考えにくく，焼成後に廃棄されたものと

考えている。

また�４・５には，炭化物とともに焼土塊・粒も包含されていることから，これらも木炭焼成に

関わる堆積物と考えられる。この他，�１にはＬ�に起因する暗褐色土が自然堆積しているが，こ

れは木炭窯機能時に関わるものではないと推察している。

分 析 �２で検出された炭化材２点について樹種同定を行ったところ，いずれもコナラ属クヌギ
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　１号木炭窯跡堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（炭化物片多量，焼土粒少量含む）�
２　黒褐色土　１０ＹＲ２/２（炭化物片４～５㎝大を多量，�
　　　　　　　焼土粒・黄褐色土粒少量含む）�
３　黒褐色土　１０ＹＲ２/３（粘性あり，炭化物片１～２㎝大を多量，�
　　　　　　　焼土粒少量含む）�
４　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炭化物片５㎜大を少量，焼土粒多量含む）�
５　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物片５㎜大を少量，焼土粒少量含む）�
�
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節であるという結果を得た（第３章第２節参照）。

同じく，�２で検出された炭化材の炭素年代測定（液体シンチレーション法）を実施したところ，

補正１４Ｃ年代値７１０±５０（年BP），暦年代AD１２９０年という結果が得られた（第３章第３節参照）。

遺 物（図４２，写真６５）

出土状況 縄文土器片３点が堆積土中（�２）から出土したが，遺構の年代観を定めるものではない

と考えている。

縄文土器 ４２図１は口唇部に刻み目が加えられている口縁部片で，単節斜縄文が施されている。

ま と め

本遺構は，長大な隅丸長方形を呈する木炭窯跡である。遺構の規模・平面形状などから判断する

と木炭の焼成方法は，伏焼法であった可能性が高い。中央部が焼成部，西側が焚口部であったと考

図４２ １号木炭窯跡と出土遺物
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えられる。伏焼法とは特別に天井構造を設けない開放窯タイプの木炭窯跡で，一般的にはまず薪材

を敷き並べて，その上に枝や葉などの可燃物を重ねて，さらにオガ屑などを混ぜた土で覆って外気

を遮断したものと推察される。

本遺構の年代については出土遺物だけでは判然としないが，掘込面がＬ�上面であることや炭素

年代測定の年代値などを参考にすると中世以降に構築された遺構であると考えている。 （門 脇）

小 穴 群 ＧＰ （図３，表２）

本遺跡では，計２６基の小穴が確認されている。これらの平面形は円形・楕円形を呈している。平

面規模・深さは計測値に幅があり，統一的ではない。分布状況も調査区内に一様に分布しているこ

とから，特徴を抽出できるものではない。特に住居跡群の周囲に多くが分布している訳ではないの

で，住居関連施設ともいいがたい。またこれら小穴群には出土遺物もなく，時期を判断する材料に

乏しい。ただ堆積土がＬ�に起因する褐色系の土質であることから，小穴群の帰属年代は縄文時代

前期頃と考えている。 （門 脇）

表２ 小穴一覧表
単位：�

区 № 長径 短径 深さ 層 堆 積 土

Ｆ１０ １ ３８ ３６ ３０ 単層 褐色土 １０YR４／６ 暗褐色土粒含む

Ｆ１２ １ ４４ ４１ ３５ 単層 暗褐色土 １０YR３／３ 褐色土粒含む

Ｆ１３ １ ３６ ３２ ３４ 単層 褐色土 １０YR４／６ 炭化物粒少量含む

Ｇ１２ １ ４６ ３４ ２８ 単層 褐色土 １０YR４／６ 炭化物粒少量含む

Ｇ１２ ２ ５２ ４０ １５ 単層 褐色土 １０YR４／６ 炭化物粒少量含む

Ｇ１５ １ ４０ ３８ ４０ 単層 褐色土 １０YR４／４ 暗褐色土粒含む

Ｇ１５ ２ ３８ ３４ ２５ 単層 暗褐色土 １０YR３／３ 褐色土粒含む

Ｈ１１ １ ４２ ３８ ２２ 単層 褐色土 １０YR４／４ 暗褐色土粒含む

Ｈ１２ １ ４４ ４０ ２９ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 褐色土粒含む

Ｈ１２ ２ ２４ ２２ ２５ 単層 褐色土 １０YR４／６ 暗褐色土粒含む

Ｈ１２ ３ ５２ ３２ ２０ 単層 褐色土 １０YR４／６ 暗褐色土粒含む

Ｉ８ １ ５５ ５１ ３５ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 黄褐色土粒含む

Ｉ８ ２ ４２ ４０ ２５ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 褐色土粒含む

Ｉ９ １ ４６ ３８ ３５ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 炭化物粒少量含む

Ｉ９ ２ ３８ ３４ ２５ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 黄褐色土粒含む

Ｉ９ ３ ３０ ２６ ２４ 単層 褐色土 １０YR４／４ 黄褐色土粒含む

Ｉ９ ４ ３０ ２８ ３０ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 黄褐色土粒含む

Ｉ１０ １ ３３ ３０ ２０ 単層 にぶい黄褐色土 １０YR４／３

Ｉ１１ １ ４０ ３８ ３５ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 黄褐色土粒含む

Ｉ１２ １ ２９ ２６ ２５ 単層 褐色土 １０YR４／４ 暗褐色土粒含む

Ｉ１２ ２ ２８ ２４ １５ 単層 褐色土 １０YR４／６ 暗褐色土粒含む

Ｊ８ １ ３８ ３４ ２０ 単層 にぶい黄褐色土 １０YR４／３

Ｊ８ ２ ３８ ３３ ３４ 単層 暗褐色土 １０YR３／４

Ｊ９ １ ４８ ４０ ４０ 単層 暗褐色土 １０YR３／４ 黄褐色土粒含む

Ｊ９ ２ ５６ ４６ ２０ 単層 黒褐色土 １０YR３／２ 黄褐色土粒含む

Ｊ１０ １ ２２ ２０ ２５ 単層 にぶい黄褐色土 １０YR４／３
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第６節 遺構外出土遺物

概 要（表３）

本遺跡においては基本土層Ｌ	～Ｌ�と風倒木痕から，縄文土器片１６１５点，土製品１点，石器６７

点が出土している。なお，Ｌ�・Ｌ
から遺物は出土していない。

縄文土器の出土量を層位別ごとに見ると，Ｌ	ａが５３点，Ｌ	ｂが１１９０点，Ｌ�が１８点，Ｌ�が

１４５点である。第２章第１節で述べた通り，Ｌ	ｂは調査区のほぼ全域に堆積しており，遺物の出

土量が最も多い。基本土層から出土した縄文土器は，前期前葉に比定されるものが大半を占め，他

に早期や中期，後期の土器片があるが，出土数はいずれも数点のみである。そのため，表３は縄文

時代前期前葉に比定される土器片の分布状況と見て差し支えはない。この時期の土器片は調査区南

西側のＦ１３・１４，Ｇ１４～１６，Ｈ１５グリッドから多く出土しており，この区域は最も多くの遺構が検

出された分布域�に相当する。また，第２章第１節で示した土器分類別ごとの分布傾向は特に認め

られない。

縄文土器（図４３～４８・写真６６～７０・７２）

�群土器 縄文時代早期に比定される土器群で，出土数は極めて少ない。４３図１～３に示した。１

は浅い沈線で格子目文が施されている。２は内外面に条痕文が施されている。３は条痕文は施され

ていないが，胎土と色調から条痕文系土器と考えられる。

�群土器 縄文時代前期の土器で，口縁部から頸部にかけて文様帯が巡るものである。４３図４～６４，

４４図１～１２に示した。

１類 縄圧痕文により主文様が施されるものである。４３図４は口縁部が緩やかに外傾する器形で，

平坦口縁である。１段撚りの縄圧痕文が横位に数段施され，口縁部上端には刻み目が認められる。

２類 集合沈線で文様が描かれるもので，４３図５・６に示した。５は矢羽根状の文様が施され，

口縁部上端に刻み目が加えられている。６は口唇部に刺突が施され，口縁部が小波状を呈する。山

形状の文様が描かれ，文様頂部に垂下する沈線文が施されている。

３類 頸部に段を有するもので，４３図７・８に示した。７は頸部が肥厚し，８には低い隆帯が貼

付されている。地文はいずれも結束羽状縄文である。

４類 連続する刺突文により文様が描かれるもので，４３図９～１９に示した。９・１０は口縁部が直

線的に外傾する器形である。９は横位の平行沈線文下部に，ヘラ状工具による連続刺突文で山形状

の文様が描かれている。１１は山形状の文様が半截竹管による連続刺突文で描かれ，文様下端は同一

工具による横位沈線文により区画されている。１３は無文部と地文部が半截竹管による横位沈線文で

区画され，これに沿う刺突文と垂下する沈線文が同一工具で施されている。１０・１４～１９は小片のた

め文様構成は不明だが，１０・１２～１５は半截竹管，１６・１９はヘラ状工具，１７は棒状工具による連続刺

突文でそれぞれ文様が描かれている。１９は半截竹管による押し引き状の刺突文が横位に数段施され
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ている。

５類 相互刺突文が施される

土器で，４３図２０～２４に示した。

２２は口縁部が外反する器形で，

２３は口縁部が直線的に外傾して

いる。いずれも半截竹管により，

横位の平行沈線文と相互刺突文

が施されている。刺突文は２０・

２４が列点状を呈し，それ以外は

爪形状である。２０・２１は口縁部

上端に縦長の刺突文が施されて

いる。２２は相互刺突文に小瘤が

貼付されている。地文は２２・２３

がループ文，２４が組紐文である。

６類 沈線文により文様が描

かれるもので，４３図２５～３３に示

した。２５・２６は口縁部片である。

半截竹管による山形文が描かれ，

２５は口縁部上端と沈線間に刺突

が施されている。２７～２９は半截

竹管により幾何学的な文様が描

かれている。３０は沈線文により

斜格子状の文様が施されている。

３１～３３は文様に小瘤が貼付され

ているもので，３１は鋸歯状文，

３２は蕨状文が施されている。また，３１は沈線文の上部に，３２は沈線間に，３３は沈線文下部にそれぞ

れ刺突が加えられている。

９類 地文上に刺突文が施されるもので，４３図３４・３５に示した。３４は円形の刺突文が，３５は半截

竹管による沈線文に連続刺突文が施されている。地文は３４が異条縄文，３５に単節斜縄文である。

１０類 重層ループ文により山形や菱形状の文様が描かれるもので，４３図３６～６０に示した。３６と４１，

４２と４３はそれぞれ同一個体である。器形は口縁部が外傾するものと，緩やかに外反するものがある。

３６は口縁部が平坦口縁で，口縁上端部が肥厚する。３７は口縁部に山形状の小突起が付いている。３８

・４１は文様の中心部に竹管による円形刺突文が施されている。４２・５７～６０は沈線文により重層ルー

プ文が区画されているもので，出土数は少ない。

表３ 遺構外出土遺物グリッド別点数

Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

８
土器：０
石器：０

土器：０
石器：０

９ 土器：２２
石器：０

土器：１０
石器：０

土器：５
石器：１

１０ 土器：０
石器：０

土器：４６
石器：１

土器：６７
石器：６

土器：１４
石器：２

土器：３９
石器：１

１１ 土器：２５
石器：２

土器：１５
石器：０

土器：１６
石器：０

土器：９０
石器：１

土器：０
石器：０

１２ 土器：７３
石器：０

土器：１１
石器：２

土器：５０
石器：３

土器：４９
石器：１

土器：４８
石器：０

１３ 土器：３０５
石器：８

土器：６
石器：０

土器：２８
石器：３

土器：４１
石器：２

土器：５９
石器：０

１４ 土器：１５４
石器：４

土器：７７
石器：１６

土器：７１
石器：０

土器：７
石器：０

土器：１２
石器：１

１５ 土器：６９
石器：１

土器：９１
石器：７

土器：１３
石器：４

１６ 土器：９０
石器：０

土器：１３
石器：１ 遺構外出土遺物 総数

土器（縄文土器）：１６１６点
石器（�片，石核含む）：６７点
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１１類 口唇部にのみ装飾が加えられているもので，４３図６１～６３に示した。６１・６３は口縁部が直線

的に外傾する器形で，６２は口縁部上端が若干外反する。口唇部の形態は，６１がやや外削ぎ状を呈し，

６２・６３は丸みをもつ。地文はいずれも撚糸文で，６２・６３は口唇部にも同一原体を押しつけた刻み目

風の装飾が施されている。６１は内面にも撚糸文が認められる。

１２類 口縁部上端のみ装飾が施される土器である。いずれも口縁部が緩やかに外傾する器形で，

口縁部は４３図６３・４４図１が平坦口縁，４４図２が波状口縁を呈し，４４図３は口唇部に刺突が施される

ことで小突起が形成されている。口唇部の形態は４３図６４・４４図３が内削ぎ状を呈し，４４図１・２が

丸みをもつ。口縁部上端には縦長の刺突文（４３図６４，４４図３）や，縦位の短沈線（４４図１・２）が施さ

れている。地文を特定できたものは４３図６４・４４図１で，いずれもループ文が施されている。

１３類 平行沈線文が施されるもので，４４図４～１０に示した。７・８は同一個体である。４～６は

口縁部が外傾する器形で，７は口縁部が緩やかに内湾している。口縁部は４・５・７が平坦口縁で

ある。６は２個一対の山形突起をもち，突起内面は肥厚している。５・６・９は半截竹管による沈

線文である。

１４類 比定される分類が不明なもので，４４図１１・１２に示した。いずれも地文上に斜位の沈線文が

施されている。

�群土器 縄文時代前期の土器で，地文のみで構成されるものである。４４図１３～５９，４５～４７図，４８

図１～１８に示した。

１類 １段撚りの斜縄文が施される土器である。４４図１３～１５は口縁部が直線的に外傾する器形で，

口縁部は平坦口縁である。口唇部は１３・１４が丸く，１５は平坦に調整されている。いずれもＬ撚りの

施文原体で斜縄文が施されている。１３には内面に作成途中の補修孔が認められる。

２類 ２段撚りの斜縄文が施されるもので，４４図１６～５５に示した。５４・５５は同一個体である。口

縁部が直線的に外傾するものが多いが，緩やかに外反するもの（４４図２８）も見られる。口縁部は平坦

口縁のものが主体であるが，山形の小突起が付くもの（４４図３２）もある。施文原体は直前段２条のも

のが多く認められる。２７・４２・４９～５５は結節縄文が施されている。

３類 非結束の羽状縄文が施される土器である。４４図５６～５９，４５図１～１２に示した。４４図５６～５９，

４５図１は口縁部が外傾する器形で，口唇部の形状は平坦なもの（４４図５６）と，丸いもの（４４図５７・５８，

４５図１），外削ぎ状のもの（４４図５９）がある。４４図５６・５７，４５図３・５・９は同じ段内に２種類の原

体を交互に回転させているもので，４４図５６，４５図３は縦位の羽状縄文が形成されている。施文原体

は単節の直前段２条のものが多いが，直前段３条のもの（４４図５７）や，３段撚りのもの（４４図５９）も見

られる。

４類 結束羽状縄文が施されているもので，４５図１３～１６に示した。１３は菱形状の羽状縄文が構成

されている。１６は結束部が施されている。

５類 ループ文が施される土器で，４５図１７～５９，４６図１～４２に示した。４５図３０と３１，同図４８と４９，

同図５２と５３はそれぞれ同一個体である。口縁部が直線的に外傾する器形のものが多いが，口縁部が
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１（Ｇ１６ＬⅠｂ）Ⅰ１�

１１（Ｈ１５ＬⅠｂ）Ⅱ４�

２１（Ｉ１１�
　ＬⅠ）Ⅱ５�

３１（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅱ６�

２（Ｈ１４ＬⅠｂ）Ⅰ２�

１２（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅱ４�

２２（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅱ５�

３２（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　 Ⅱ６�

３（Ｉ１３ＬⅠｂ）Ⅰ２？�

１３（Ｊ１２ＬⅠｂ）
　　　　　　Ⅱ４�

２３（Ｉ１１ＬⅠｂ）Ⅱ５�

３３（Ｈ１２Ｆ）�
　　　　Ⅱ６�

４（Ｈ１５ＬⅠｂ）Ⅱ１�

１４（Ｈ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅱ４�

２４（Ｈ１２Ｆ）Ⅱ５�

３４（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅱ９�

５（Ｆ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ２�

１５（Ｈ１４Ｆ）�
　　　　Ⅱ４�

２５（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅱ６�

３５（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅱ９�

６（Ｆ１２�
　ＬⅠｂ）
　Ⅱ２�

１６（Ｉ１２�
　ＬⅠｂ）Ⅱ４�

２６（Ｉ１０Ｆ）�
　　　　Ⅱ６�

７（Ｇ１６ＬⅠｂ）Ⅱ３�

１７（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅱ４�

２７（Ｆ１２�
　ＬⅠｂ）Ⅱ６�

８（Ｈ１０ＬⅠａ）Ⅱ３�

１８（Ｈ１４Ｆ）�
　　　　Ⅱ４�

２８（Ｇ１５Ｆ）�
　　　　Ⅱ６�

９（Ｆ１３ＬⅠａ）Ⅱ４�

１９（Ｉ１１�
　ＬⅠｂ）Ⅱ４�

２９（Ｇ１５ＬⅠｂ）Ⅱ６�

１０（Ｈ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅱ４�

２０（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅱ５�

３０（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅱ６�

３６（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅱ１０�

３７（Ｆ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０�

３８（Ｇ１６ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０�

３９（Ｊ９ＬⅢ）�
　　　　Ⅱ１０�

４０（Ｇ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅱ１０�

４１（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅱ１０�
４２（Ｈ１５ＬⅠｂ）Ⅱ１０�

４３（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　Ⅱ１０�

４４（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）
　　　　　　　Ⅱ１０�

４５（Ｇ１５ＬⅠｂ）Ⅱ１０� ４６（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅱ１０�
４７（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅱ１０�

４８（Ｇ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０�

４９（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　Ⅱ１０�

５０（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　Ⅱ１０�

５１（Ｇ１４Ｆ）Ⅱ１０� ５２（Ｆ１３Ｆ）Ⅱ１０�

５３（Ｇ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅱ１０�５４（Ｇ１６ＬⅠｂ）Ⅱ１０�

５５（Ｆ１２ＬⅠｂ）Ⅱ１０�
５６（Ｇ１０ＬⅢ）Ⅱ１０�

５７（Ｆ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０�

５８（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅱ１０�
５９（Ｈ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０�

６０（Ｆ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１０� ６１（Ｇ１５ＬⅠｂ）Ⅱ１１� ６２（Ｇ１３ＬⅠｂ）�

　　　　　Ⅱ１１�

６３（Ｈ１３Ｆ）�
　　　　Ⅱ１１�

６４（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅱ１２�

０� ５㎝�
（１/３）�

図４３ 遺構外出土遺物（１）
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０� ５㎝�
（１/３）�

１（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅱ１２�

１１（Ｇ１６ＬⅠｂ）Ⅱ１４�

２１（Ｊ１２�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

３１（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

２（Ｉ１１ＬⅠｂ）Ⅱ１２�

１２（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅱ１４�

２２（Ｈ１５�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

３２（Ｊ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

３（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅱ１２�

１３（Ｈ１２Ｆ）Ⅲ１� ２３（Ｇ１０�
　ＬⅢ）Ⅲ２�

３３（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ２�

４（Ｆ１２ＬⅠｂ）Ⅱ１３�

１４（Ｉ１１Ｆ）Ⅲ１�

２４（Ｈ１０�
　ＬⅢ）Ⅲ２�

３４（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ２�

５（Ｈ１１ＬⅠｂ）Ⅱ１３�

１５（Ｈ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ１�

２５（Ｉ１１�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

３５（Ｈ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅲ２�

６（Ｊ１２ＬⅠｂ）Ⅱ１３�

１６（Ｆ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

２６（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

７（Ｉ１５Ｆ）Ⅱ１３�

１７（Ｇ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

２７（Ｊ１０ＬⅠｂ）Ⅲ２�

８（Ｉ１５Ｆ）Ⅱ１３�

１８（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

２８（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅲ２�

９（Ｇ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅱ１３�

１９（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）�
　　Ⅲ２�

２９（Ｉ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

１０（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅱ１３�

２０（Ｇ１１�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

３０（Ｇ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

３６（Ｉ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

３７（Ｆ１２�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

３８（Ｉ１２ＬⅠｂ）Ⅲ２�３９（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ２�４０（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

４１（Ｇ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

４２（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ２�

４３（Ｊ１０ＬⅠｂ）Ⅲ２�４４（Ｇ１４Ｆ）Ⅲ２�
４５（Ｉ１４ＬⅠｂ）Ⅲ２� ４６（Ｈ１３Ｆ）Ⅲ２� ４７（Ｈ１４Ｆ）Ⅲ２�

４８（Ｊ１０ＬⅢ）Ⅲ２� ４９（Ｉ１０Ｆ）Ⅲ２�
５０（Ｉ１１ＬⅠｂ）Ⅲ２�

５１（Ｈ１４Ｆ）Ⅲ２�

５２（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

５３（Ｊ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ２�

５４（Ｆ１３ＬⅢ）Ⅲ２� ５５（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ２�５６（Ｇ１５ＬⅠｂ）Ⅲ３� ５７（Ｉ１１Ｆ）Ⅲ３�

５８（Ｇ１６ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ３�５９（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅲ３�

図４４ 遺構外出土遺物（２）
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０� ５㎝�
（１/３）�

１（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１１（Ｆ１３ＬⅢ）Ⅲ３�

２１（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３１（Ｈ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５�

２（Ｆ１３ＬⅢ）Ⅲ３�

１２（Ｇ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅲ３�

２２（Ｈ１３Ｆ）Ⅲ５�

３２（Ｇ１６ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３（Ｉ１２Ｆ）Ⅲ３�

１３（Ｊ１４ＬⅠｂ）Ⅲ４�

２３（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３３（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

４（Ｈ１６ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１４（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ４�

２４（Ｇ１６ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３４（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

５（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１５（Ｊ１０ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ４�

２５（Ｈ１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３５（Ｊ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

６（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１６（Ｈ１０ＬⅡ）�
　　　　　Ⅲ４�

２６（Ｈ１３Ｆ）�
　　　　Ⅲ５�

７（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１７（Ｈ１３Ｆ）Ⅲ５�

２７（Ｊ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

８（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ３�

１８（Ｇ１０ＬⅢ）Ⅲ５�

２８（Ｆ１１ＬⅠｂ，�
　Ｆ１２ＬⅢ）Ⅲ５�

９（Ｆ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ３�

１９（Ｉ１２Ｆ）Ⅲ５�

２９（Ｈ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

１０（Ｇ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅲ３�

２０（Ｆ１２ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３０（Ｈ１３Ｆ）Ⅲ５� ３６（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３７（Ｉ１２Ｆ）�
　　　　Ⅲ５�

３８（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３９（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　　Ⅲ５�４０（Ｈ１１ＬⅠｂ）Ⅲ５�４１（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４２（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４３（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４４（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４５（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）�
　　Ⅲ５�

４６（Ｈ１６ＬⅠｂ）Ⅲ５� ４７（Ｇ１１ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４８（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�
４９（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

５０（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

５１（Ｆ１１ＬⅠｂ）Ⅲ５�
５２（Ｈ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５� ５３（Ｈ１５ＬⅠｂ）Ⅲ５�

５４（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

５５（Ｈ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

５６（Ｇ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

５７（Ｇ１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

５８（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

５９（Ｆ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

図４５ 遺構外出土遺物（３）
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１（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

１１（Ｈ１０ＬⅠａ）Ⅲ５�

２１（Ｇ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３１（Ｇ１０ＬⅢ）Ⅲ５�

２（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�

１２（Ｈ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

２２（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３２（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３（Ｇ１０ＬⅢ）Ⅲ５�

１３（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５�

２３（Ｆ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３３（Ｇ１０ＬⅢ）Ⅲ５�

４（Ｈ９ＬⅢ）Ⅲ５�

１４（Ｈ１５ＬⅠｂ）Ⅲ５�

２４（Ｈ１０ＬⅢ）�
　　　　　Ⅲ５�

３４（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

５（Ｈ１０ＬⅢ）�
　　　　　　Ⅲ５�

１５（Ｈ１４Ｆ）�
　　　　Ⅲ５�

２５（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

３５（Ｇ１１ＬⅠｂ）Ⅲ５�

６（Ｈ１４Ｆ）�
　　　　　Ⅲ５�

１６（Ｈ１０ＬⅡ）Ⅲ５�

２６（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５�

７（Ｇ１４Ｆ）Ⅲ５�

１７（Ｈ１５Ｆ）Ⅲ５�

２７（Ｆ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

８（Ｈ１０ＬⅠａ）�
　　　　　Ⅲ５�

１８（Ｆ１２ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

２８（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

９（Ｈ１０ＬⅡ）Ⅲ５�

１９（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

２９（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

１０（Ｆ１４Ｆ）Ⅲ５�

２０（Ｆ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３０（Ｇ１０ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ５�

３６（Ｊ１３ＬⅠｂ）Ⅲ５� ３７（Ｈ１０Ｆ）�
　　　　Ⅲ５�

３８（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�
３９（Ｈ１２Ｆ）�
　　　　Ⅲ５�

４０（Ｈ１２�
　ＬⅠｂ）Ⅲ５�４１（Ｇ１４ＬⅠｂ）Ⅲ５�

４２（Ｉ１２Ｆ）�
　　　　Ⅲ５� ４３（Ｈ１５ＬⅠｂ）�

　　　　　　Ⅲ６�

４４（Ｈ９ＬⅡ）Ⅲ６�
４５（Ｉ１５Ｆ）Ⅲ６� ４６（Ｊ１３ＬⅠｂ）�

　　　　　　Ⅲ６�

４７（Ｇ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ６�４８（Ｆ１４ＬⅠｂ）Ⅲ６� ４９（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ７�

５０（Ｈ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ７�

５１（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ７�

５２（Ｇ１６�
　ＬⅠｂ）�
　　Ⅲ７�

５３（Ｆ１３ＬⅠａ）�
　　　　　　Ⅲ７�

０� ５㎝�
（１/３）�

図４６ 遺構外出土遺物（４）
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１（Ｈ１４ＬⅠｂ）Ⅲ７�

１１（Ｈ１５ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ７�

２１（Ｆ１３・１４�
　ＬⅠｂ）Ⅲ１０�

３１（Ｈ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｇ�

２（Ｈ１４Ｆ）Ⅲ７�

１２（Ｈ１３Ｆ）Ⅲ７�

２２（Ｈ１０ＬⅠａ）�
　　　　　Ⅲ１０�

３２（Ｈ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｇ�

３（Ｈ１０ＬⅡ）Ⅲ７�

１３（Ｊ１２ＬⅠｂ）Ⅲ７�

２３（Ｈ１５ＬⅠａ）�
　　　　　Ⅲ１０�

３３（Ｈ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｈ�

４（Ｉ１２Ｆ）Ⅲ７�

１４（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ７�

２４（Ｊ１０ＬⅠｂ）Ⅲ１０�

３４（Ｉ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｈ�

５（Ｈ１２Ｆ）Ⅲ７�

１５（Ｇ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ７�

２５（Ｇ１６ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ１１�

３５（Ｉ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｈ�

６（Ｈ１２ＬⅠｂ）Ⅲ７�

１６（Ｇ１６ＬⅡ）�
　　　　　Ⅲ７�

２６（Ｊ１０ＬⅢ）Ⅲ１２ａ�

７（Ｆ１３・１４ＬⅠｂ）�
　　　　　　　Ⅲ７�

１７（Ｆ１３ＬⅠｂ）Ⅲ８�

２７（Ｊ１３�
　ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｅ�

８（Ｆ１４ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ７�

１８（Ｉ１１ＬⅠｂ）�
　　　　　　　Ⅲ１０�

２８（Ｈ１０�
　ＬⅠａ）�
　Ⅲ１２ｄ�

９（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ７�

１９（Ｈ１４�
　ＬⅠｂ）�
　　Ⅲ１０�

２９（Ｆ１１ＬⅠｂ）Ⅲ１２ｈ�

１０（Ｉ１５Ｆ）�
　　　　Ⅲ７�

２０（Ｇ１６ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ１０�

３０（Ｇ１５ＬⅠｂ）Ⅲ１２ａ�

３６（Ｈ１０ＬⅠｂ）�
　　　　　　Ⅲ１２ｈ�

３７（Ｈ１３ＬⅠｂ）�
　　　　Ⅲ１２ｈ� ３８（Ｈ１４Ｆ）�

　　　Ⅲ１２ｈ�

３９（Ｊ１０ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ１２ｈ�

４０（Ｊ１０ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ１２ｈ�

４１（Ｈ１０ＬⅢ）�
　　　　Ⅲ１２ｈ�

４２（Ｆ１３ＬⅠｂ）�
　　　　　Ⅲ１２ｈ�

０� ５㎝�
（１/３）�

底径　８.３㎝�

底径　（７.１㎝）�

　底径　�
（１０.０㎝）�

遺存高　４.１㎝�
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外反するもの（４５図２２・３２・５０・５１，４６図２）もある。口縁部は平坦口縁のものが多いが，波状口縁

を呈するもの（４５図２６・４３）も見られる。４５図１７～２１・２３～２７・３０・３１，４６図３～１２・１５は施文幅の

広いループ文が，４５図２２・２９・３２～４５，４６図１３・１７～２３は重層ループ文が，４５図２８，４６図１４・１６は

両方が施されている。それ以外は２種類の原体で羽状縄文が形成されているものである。４５図５５，

４６図４２は側面環付縄文が施されている。４６図４１は原体が結節されている。

６類 ３段撚りの原体が施される土器で，４６図４３～４８に示した。施文原体は４３・４４・４７・４８がＲ

ＬＲ撚りで，４５・４６がＬＲＬ撚りである。

７類 組紐文が施されているもので，４６図４９～５３，４７図１～１６に示した。４６図４９～５３，４７図４は

口縁部が外傾する器形で，４７図１～３は口縁部が緩やかに外反している。口縁部は４７図４が山形波

状を呈し，それ以外は平坦口縁である。施文原体は２条ＬＬ・２条ＲＲと２条ＬＬ・２条ＬＬのも

のが多い。

８類 異節斜縄文が施されているもので，本遺跡では４７図１７に示した１点のみの出土である。

１０類 撚糸文が施されている土器で，４７図１８～２４に示した。１８・１９は口縁部が直線的に外傾する

器形である。口唇部の断面形は１８が丸みをもち，１９は外削ぎ状を呈する。撚糸文は１８・２０～２３は斜

位に，１９は縦位に，２４は羽状に施されている。

１１類 網目状撚糸文が施されるもので，本遺跡では４７図２５に示した１点のみ出土している。

１２類 底部資料を４７図２６～４２，４８図１～４に示した。４７図２６～４２，４８図１・２は平底である。４７

図３１～３４・３６・３８は底部から胴部が外反しながら立ち上がる器形で，４７図３７，４８図１は外傾しなが

ら立ち上がるものである。それ以外は胴部の遺存率が悪く判断できなかった。４７図２６・３０は底面に

胴部下部と同じ原体で単節斜縄文が施されている。４７図２７はヘラ状工具，同図２８は半截竹管による

刺突が底面に施されている。４７図３１・３２は底面が無文である。４８図３・４は無文の尖底土器で，早

期末葉から前期前葉にかけての資料と推定される。

�群土器 縄文時代中期の土器群である。４８図１９～２３・２５に示した。１９は渦状の沈線文が，２０は隆

線による文様がそれぞれ施されている。２１～２３は沈線で区画された無文部と縄文部で文様が構成さ

れている。２５は横位の隆帯が貼付されているもので，胎土から加曽利Ｅ式土器と考えられる。４８図

２７は縄文時代中期末葉から後期初頭の資料と考えられる。

�群土器 縄文時代後期の土器群で，４８図２４・２６・２８～３３に示した。２６は波状口縁の波長部に施さ

れるＳ字形の貼付文で，円形刺突文が加えられている。２４は小瘤が，２７は曲線的な隆帯が貼付され

ている。２８～３３は櫛歯状工具による条線文が施されている。

土 製 品（図４８，写真７０）

遺構外からは土偶が１点出土している。４８図３４は板状土偶の胴部破片である。手は胴部から若干

突出させて表現している。一面に爪で文様が施されている他は，特に文様は認められない。表面は，

ケズリとナデにより成形されている。時期は縄文時代前期前葉頃と考えられる。 （坂 田）
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石 器（図４８～５０，写真７１）

遺構外から出土した石器の総数は，６７点である。石器別の内訳は，石鏃１点，石匙１点，打製石

斧１点，磨製石斧２点，削器３点，二次加工のある�片３点，�片２２点，磨石類２７点，石皿類７点

となる。

４８図３５は本遺跡で唯一発見された凹基式石鏃である。先端部と基部の一部を欠いている。同図の

３６は，やや幅広の縦形石匙である。灰白色の凝灰質頁岩製で他の茶褐色を呈する珪質頁岩とは材質

が異なる。背面にはほぼ全側縁に整形加工が施されていたが，腹面側の下側縁は未加工のまま残さ

れていた。図に示したように，器面には褐色に変色した範囲が認められた。これは蛍光Ｘ線分析の

結果，変色の原因が鉄分に由来することが指摘されている（第３章第４節）。このことから変色の原

因は，少なくともタールや漆などの有機質成分に起因するものではないことが明らかになった。ま

た刃縁部には磨耗などの使用痕跡は認められなかった。

同図３７・３８は，二次加工のある�片である。ともに加工痕は押圧�離によるものと推察されるこ

とから，石鏃など小形�片石器の未製品と考えられる。同図３９・４１は削器である。３９では腹面右側

縁，４１では背面左側縁に調整�離が観察された。同図４０は楔形石器である。背腹両面に階段状�離

痕が連接し，縦断面形が凸レンズ状を呈している。

同図４２は，板状を呈する打製石斧の基部側の破片である。器面の風化が著しく，リングや稜線な

どは不明瞭である。

４９図１・２は磨製石斧である。１は扁平な礫を素材に若干の整形加工を施して，石斧に仕上げて

いる。刃部に偏りがあるのは，おそらく自然礫の形状に左右されたためと考えられる。器面には粗

い研磨痕が観察される。２は磨製石斧刃部の破片資料である。側面部に敲打整形痕が看取される。

１と同様，器面には粗い研磨痕が観察される。

同図３は流紋岩製の大形�片である。背面上端部は階段状�離痕が連接していることから，石核

の調整に伴う�片の可能性がある。

同図４～７は，扁平な礫の下側面に，ザラザラとした擦耗面が観察される資料である。観察され

た擦耗面は，いずれも面的に潰れ，自然の礫面の丸みが失われている。４・５のように断面が三角

形を呈するものもある。

同図８は周囲に顕著な敲打痕が観察された磨石類である。縁辺が面的に潰れていることから，か

なりの使用頻度が伺える資料である。中央には凹部も観察された。

４９図９・１０，５０図１～５は石皿である。これらは扁平な礫を素材とし，未加工のまま石皿として

利用している。いずれの石皿も機能面は１面であり，両面が利用された痕跡は確認できなかった。

機能面中央には平滑な磨耗面を有しているが，特に４９図９・５０図５は，磨耗の度合いが顕著で，光

沢を帯びている。 （門 脇）
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第３章 自然科学分析

第１節 上平Ａ遺跡の種実遺体分析

パリノ・サーヴェイ株式会社
１ はじめに

上平Ａ遺跡は，福島県双葉郡大熊町大字大川原字南平に位置する。本報告では，縄文時代前期の

竪穴住居跡の炉跡および集石遺構内の堆積土に含まれる種実遺体の分析を行い，当時の植物利用に

関する資料を得る。

２ 試 料

試料は，竪穴住居跡の炉跡および集石遺構内から採取された土壌５点（試料番号１～５）である。

各試料とも炭化物を多く含んだ状態である。各試料の詳細は，分析結果と共に表４に記す。

３ 方 法

土壌試料各２００�程度を水に一晩液浸し，試料の泥化を促す。０．５
のフルイを通して水洗し残渣

を集め，双眼実体顕微鏡下で観察し，同定可能な植物遺体とくに種実遺体を抽出する。抽出した種

実遺体の形態的特徴から種類を同定し，計数を行う。炭化した試料については，４８時間８０℃で乾燥

後，乾燥重量を求める。分析後の植物遺体等は，種類ごとにビン詰めを行い，炭化した試料は乾燥

剤を入れ保存する。水湿を帯びた種実遺体は，５０％程度のエタノール溶液にて液浸保存を施す。

表４ 種実遺体分析結果

試料

番号
遺構番号 出土位置

出土

層位

分析量

（�）
種 類 名 個数

乾燥重量

（ｇ）

№１ ３号住居跡 炉内堆積土 �２ ２００

炭化材

不明炭化物

菌核

破片

破片

８９

８．５１

０．０４

№２ １号集石遺構 掘形内堆積土 �１ ２００
炭化材

菌核

破片

１６
１３．３７

№３ １号集石遺構 掘形内堆積土 �２ ２００

アメリカセンダングサ近似種（果実）

炭化材

菌核

１

破片

８

３７．０８

№４ １号集石遺構 掘形内堆積土 �３ ２００

キイチゴ属（核）

ヒサカキ（種子）

ナデシコ科（種子）

炭化材

菌核

１

１

２

破片

１６

２９．７２

№５ ２号集石遺構 掘形内堆積土 �２ ２００
炭化材

菌核

破片

１
１．７１

１２１



４ 結 果

種実遺体分析結果を表４に示す。篩別後の残渣からは，木本２種類（ヒサカキ，キイチゴ属），草本

２種類（ナデシコ科，アメリカセンダングサ近似種）の種実が検出された。炭化材は，２～１０
角程

度の破片が多量検出された。不明炭化物は，木材組織が認められない，部位・種類不明の炭化物を

示す。菌類の菌核は，おそらく樹皮の表面に付着していた肉座菌などが考えられる。以下に，同定

された種実遺体の形態的特徴を，木本，草本の順に記す。

＜木本＞

・ヒサカキ（Eurya japonica Thunberg） ツバキ科ヒサカキ属

種子が検出された。黒褐色，不規則な多角形でやや偏平，径１
程度。一端に臍があり，臍の方

に薄い。臍を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。脆くなっており，炭化し

ていると思われる。

・キイチゴ属（Rubus） バラ科

非炭化の核（内果皮）が検出された。黒褐色，半円形～三日月形でやや偏平。長さ２
，幅１
程

度。腹面方向にやや湾曲する。表面には大きな凹みが分布し網目模様をなす。

＜草本＞

・ナデシコ科（Caryophyl laceae）

非炭化の種子が検出された。茶褐色，腎臓状円形でやや偏平。径１
程度。一端が凹み，臍があ

る。種皮は薄く柔らかい。種皮表面には，臍を取り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・アメリカセンダングサ近似種（Bidens cf . frondosa L.） キク科センダングサ属

非炭化の果実が検出された。茶褐色，倒皮針形で偏平。長さ６
，幅２．５
程度。先端の両肩に

１個ずつ芒があり，逆刺が散生する。芒の長さ２
程度。果実正中線上には細い縦隆条がある。果

皮表面には伏毛が密布する。

５ 考 察

種実遺体分析の結果，縄文時代前期の竪穴住居跡の炉跡および集石遺構内の堆積土からは，多量

の炭化材が確認された。これらは燃料材などの一部が残存したものと考えられる。また，炭化物は

微量で炭化が著しく保存が悪いことから，その形態から由来を知ることは難しい。検出された種実

遺体は，種類数・個体数ともに少ない。検出された種類をみると，ヒサカキ，キイチゴ属は暖地の

林下に極めて普通にみられる中・低木類で，キイチゴ属は果実が食用可能である。ナデシコ科は，

開けた草地に生育する，いわゆる「人里植物」であることから，集落周辺の明るく開けた場所に生

育していたものに由来すると思われる。アメリカセンダングサは，山野のやや湿った場所に普通に

みられる，北米原産の帰化植物である。なお，低湿地遺跡など特別な場合を除けば，炭化していな

い限り種子は残らないといってよく，解析に関しては炭化種子以外を除外して考えた方が妥当だと
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いう意見もある（吉崎 １９９２）。今回検出された，保存状態が良好な種実遺体（ナデシコ科，アメ

リカセンダングサ近似種など）は，いずれも遺跡周辺に生育していたと思われるが，遺構が埋没す

る過程で混入した後代のものであると考えられる。

今後は，今回得られた炭化材の樹種同定を行うことによって，当該期の周辺植生や植物利用等に

ついての資料を得たいと考えている。

引用文献

吉崎昌一 １９９２「古代雑穀の検出」『月刊考古学ジャーナル』№３５５，ｐ．２－１４．ニューサイエンス社．

第２節 上平Ａ遺跡出土の炭化材樹種同定

株式会社 古環境研究所
１ はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり，その構造は年輪が形成され針葉樹材

や広葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため，解剖学的におおむね属レベルの同定が可能となる。

木材は大型の植物遺体であるため移動性が少なく，堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が

可能になる。考古学では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

２ 試 料

試料は，縄文時代前期の焼失住居である１２号住居跡より出土した炭化材６点と，中世以降に比定

される１号木炭窯跡出土の炭化材２点の計８点である。

３ 方 法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面，放射断面，接線断面）を作製し，落射顕微鏡

によって７５～７５０倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

１．ヒサカキ 種子（１号集石遺構�３出土）
２．キイチゴ属 核（１号集石遺構�３出土）
３．ナデシコ科 種子（１号集石遺構�３出土）
４．アメリカセンダングサ近似種 果実（１号集石遺構�２出土）

図５１ 上平Ａ遺跡出土の種実遺体

３
１

２
１㎜ ３㎜

（１～３） （４）

４
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４ 結 果

同定結果を表５に，主要な分類群の顕微鏡写真を図５２・５３に示す。以下に同定の根拠となった特

徴を記す。

カヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc. イチイ科（図５２）

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横 断 面：早材から晩材への移行は緩やかで，晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で１分野に１～４個存在する。仮道管の内壁には，

らせん肥厚が存在し２本対になる傾向を示す。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で，仮道管の内壁には２本対になる傾向を示すらせ

ん肥厚が存在する。

以上の形質よりカヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州，四国，九州と韓国の済州島に分布

する。常緑の高木で通常高さ２５ｍ，径９０�に達する。材は均質緻密で堅硬，弾性が強く水湿にも耐

え，保存性が高い。弓などに用いられる。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科（図５２）

横 断 面：年輪のはじめに大型の道管が，数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が，火

炎状に配列する。早材から晩材にかけて，道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部，本州，四国，九州に分布する。落葉

の高木で，通常高さ２０ｍ，径４０�ぐらいであるが，大きいものは高さ３０ｍ，径２ｍに達する。耐朽

性が強く，水湿によく耐え，保存性の極めて高い材で，現在では建築，家具，器具，土木，船舶，

彫刻，薪炭，椎茸ほだ木など広く用いられる。

表５ 上平Ａ遺跡における樹種同定結果

試料 遺構番号 時期 出土層位 採上№ 結果（和名／学名）

№１ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.

№２ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.

№３ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.

№４ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� カヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc.

№５ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� カヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc.

№６ １２号住居跡 縄文前期 �１ 炭化材� コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus

№７ １号木炭窯跡 中 世？ �２ － コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops

№８ １号木炭窯跡 中 世？ �２ － コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops
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コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科（図５２）

横 断 面：年輪のはじめに大型の道管が，１～２列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角

張った小道管が，散在ないし火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急

激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で，単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織

である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ，コナラ，ナラガ

シワ，ミズナラがあり，北海道，本州，四国，九州に分布する。落葉高木で，高さ１５ｍ，径６０�ぐ

らいに達する。材は強靭で弾力に富み，建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科（図５３）

横 断 面：年輪のはじめに大型の道管が，１～２列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸

い小道管が，単独でまばらに散在ないし放射方向に配列する。早材から晩材にかけて

道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で，単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織

である。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ，アベマキなどが

あり，本州，四国，九州に分布する。落葉の高木で，高さ１５ｍ，径６０�に達する。材は強靭で弾力

に富み，器具，農具などに用いられる。

５ 所 見

同定の結果，上平Ａ遺跡出土の炭化材は，縄文時代前期の焼失家屋である１２号住居跡ではカヤ２

点，クリ３点，コナラ属コナラ節１点，１号木炭窯跡ではコナラ属クヌギ節２点であった。１２号住

居跡の用材にはカヤ，クリ，コナラ属コナラ節が用いられていたとみられる。いずれも温帯に生育

する樹木で当時は遺跡の周辺に生育していたと推定される。１号木炭窯跡で出土したコナラ属クヌ

ギ節は二次林性であり，１２号住居跡の樹種とは性格が異なる。

参考文献

佐伯 浩・原田 浩 １９８５「針葉樹材の細胞」『木材の構造』ｐ．２０－４８．ｐ．４９－１００．文永堂出版．
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横断面 ：０．２㎜

１．№５ カヤ（１２号住居跡出土，炭化材⑤）
放射断面 ：０．１㎜ 接続断面 ：０．２㎜

横断面 ：０．４㎜

２．№１ クリ（１２号住居跡出土，炭化材①）
放射断面 ：０．２㎜ 接続断面 ：０．２㎜

横断面 ：０．４㎜

１．№６ コナラ属コナラ節
放射断面 ：０．４㎜ 接続断面 ：０．２㎜

図５２ 上平Ａ遺跡の炭化材（１）

（１号木炭窯跡出土）
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第３節 上平Ａ遺跡出土炭化物の放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所
１ 試料と方法

２ 測定結果

（１）１４Ｃ年代測定値

試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から，単純に現在（１９５０年AD）から何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は，国

際慣例に従って５，５６８年を用いた。

（２）δ１３Ｃ測定値

試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

（３）補正１４Ｃ年代値

δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り，１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出し

横断面 ：０．４㎜

４．№７ コナラ属クヌギ節
放射断面 ：０．４㎜ 接続断面 ：０．２㎜

図５３ 上平Ａ遺跡の炭化材（２）

試料 遺構番号 層位 種 類 前 処 理 測 定 法

№１ １２号住居跡 �１ 火災住居炭化材 酸－アルカリ－酸洗浄 加速器質量分析（ＡＭＳ）法

№２ １号木炭窯跡 �２ 木 炭 酸－アルカリ－酸洗浄 β線計数（液体シンチレーション法）

№３ ９号住居跡 �１ 土器（１８図２）
内面付着炭化物

酸洗浄 加速器質量分析（ＡＭＳ）法

№４ １５号住居跡Ｐ３ �１ 土器（３２図１）
内面付着炭化物

酸－アルカリ－酸洗浄 加速器質量分析（ＡＭＳ）法

（１号木炭窯跡出土）

表６ 試料と方法
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た年代。

（４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変動を補正することにより算出した年代（西暦）。

補正には，年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定値，およびサンゴのU-Th年代と１４Ｃ年代の比較に

より作成された較正曲線を使用した。最新のデータベース（“INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration"

Stuiver et al, 1998, Radiocarbon 40(3)）により，約１９，０００年BPまでの換算が可能となっている。

ただし，１０，０００年BP以前のデータはまだ不完全であり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正１４Ｃ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（６８％

確率）・２σ（９５％確率）は，補正１４Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。し

たがって，複数の交点が表記される場合や，複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

第４節 上平Ａ遺跡出土石器の蛍光Ｘ線分析

奥山 誠義（福島県文化振興事業団）
１ 分析対象資料

上平Ａ遺跡の遺構外（Ｈ１３グリッドＬ	ｂ）出土の縦形石匙１点について，蛍光Ｘ線分析を実施した。

石匙は，灰白色を呈する凝灰質頁岩（珪質頁岩の一種）を用いて製作された資料である。石匙の法量

は，最大長６．１�，最大幅４．４�，最大厚０．９�，重量１６．９ｇを測る。なお実測図については第２章

第６節の４８図３６に，写真については写真７１に示している。

２ 分析方法

分析は当事業団遺跡調査部のＸ線分析顕微鏡（堀場製作所製XGT－２７００）を使用した。本機は微少

表７ 測定結果

試料
１４Ｃ年代
（年BP）

δ１３Ｃ
（‰）

補正１４Ｃ年代
（年BP）

暦年代
（西暦）

測定№
（Beta－）

№１ ５６２０±４０ －２６．０ ５６００±４０ 交点：BC４４５０ １７５２２４

１σ ：BC４４６０～４３６０

２σ ：BC４５００～４３５０

№２ ７６０±５０ －２７．９ ７１０±５０ 交点：AD１２９０ １７５２２６

１σ ：AD１２７０～１３００

２σ ：AD１２４０～１３２０

AD１３５０～１３９０

№３ ５７７０±４０ －２４．７ ５７７０±４０ 交点：BC４６００ １７５８２２

１σ ：BC４６９０～４５５０

２σ ：BC４７１０～４５１０

№４ ５６２０±４０ －２５．９ ５６１０±４０ 交点：BC４４５０ １７５２２５

１σ ：BC４４７０～４３７０

２σ ：BC４５１０～４３５０
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０� ５㎝�
（１/２）�

褐色変色�
　　　範囲�

分析箇所�
領域（直径１０µｍ）からスキャニング（元素マッピング）

を行えば２０�四方にわたる広範な領域の分析が可能な

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置である。

蛍光Ｘ線分析は文化財の分析のなかでも，比較的容

易に材質調査が行えるため広く利用されている。この

方法は，資料にＸ線を照射し，含有する各元素から発

せられる二次Ｘ線（特性Ｘ線）を半導体検出器で捉えて，

Ｘ線のエネルギーとその強度をピークとして表すもの

である。

３ 分析箇所

分析領域は光学像の四角枠内の範囲（２
四方）である。

石匙頸部において石材のオリジナルな色を呈している部分と褐色に変化している部分との境界を

分析領域の中心になるよう設定した。変色境界を中心線として左右１
の範囲を分析領域とした。

４ 分析条件

分析装置：Ｘ線分析顕微鏡（堀場製作所製XGT－２７００）／ Ｘ線管球の対陰極：ロジウム（Rh）／ 検出器：

半導体検出器／ 測定雰囲気：大気／ 管電圧：５０kV／ 管電流：１mA／ 元素マッピング走査時間：

４０００秒（石匙頸部）／

５ 分析結果

分析の結果，変色境界線近辺を境にその右側（褐色変色部分）ではFe（鉄）が多く分布しており，

左側ではFeの分布があまり見られないことがわかった。

Feの偏在が石材本来のものであったのか，外的要因によるものなのかは不明である。

図５４ 上平Ａ遺跡出土石匙の
褐色変色範囲と分析箇所

図５５ 蛍光Ｘ線分析顕微鏡写真

第４節 上平Ａ遺跡出土石器の蛍光Ｘ線分析
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第４章 ま と め

第１節 遺物について

本遺跡から出土した遺物は，縄文土器２，６４２点，土製品１点，石器１２０点である。この内，遺構内

から縄文土器１，０２７点，石器５３点が，遺構外から縄文土器１，６１５点，土製品１点，石器６７点が出土し

ている。

縄文土器

本遺跡から出土した縄文土器片の総点数は２，６４２点である。以下に概要を述べる。

�群土器 縄文時代早期に比定される土器で，出土点数は非常に少ない。１７図５，４３図１は田戸下

層式に比定され，１７図５は沈線文と連続刺突文が，４３図１は格子目文が施されている。４３図２・３

は茅山下層式または茅山上層式に含まれる資料であろう。

�群土器（図５６） 縄文時代前期の土器で，口縁部から頸部にかけて文様が施されるものである。

�１・２類は花積下層式に比定される資料で，出土点数は非常に少ない。５６図１・２は�１類で，

横位の縄圧痕文が施されている。５６図３・４は�２類で，３は矢羽根状の文様が，４は重山形状文

が描かれている。

�３類は頸部に段をもつもので，花積下層式から宮田貝塚出土第�群土器（竹島 １９７５）（以下では

宮田第�群土器と略す）に相当する時期にかけての資料である。出土点数は非常に少ない。頸部の

段は器面を若干肥厚させたり（４３図７），低い隆帯を貼付して（４３図８，５６図５・６）形成している。

隆帯に刺突が施される５６図５は花積下層式に比定され，半截竹管の沈線文と連続刺突文により菱形

状文が施される５６図６は宮田第�群土器に相当する。

�４～１２類は縄文時代前期前葉に比定される土器である。いずれも出土点数は非常に少ないが，

�４・１０類は�群土器のなかでは比較的多く出土している。

�４類は連続刺突文により文様が施されるもので，宮田第�群土器に相当する。器形には，頸部

でくびれ口縁部が緩やかに内湾するもの（５６図７）や，口縁部が緩やかに外反するもの（５６図８・９），

口縁部が外傾するもの（１７図８・９）が認められる。連続刺突文には列点状のものと押し引き状のもの

が認められ，半截竹管によるものが多い。大半は小片のため文様の全容がわかるものは少ないが，

菱形状の文様（５６図７・８）や蕨状の文様（５６図９）などが施されている。文様の交差部やその上下に

円形刺突文が施されるものも認められる（５６図７・８）。

�５類は相互刺突文が施されるもので，関山�式に併行する土器である。器形には頸部で軽くく

びれるもの（５６図１１）と，口縁部がほぼ直線的に外傾するもの（５６図１０）が見られる。施文工具はいず

れも半截竹管で，列点状のもの（４３図２０，５６図１２）と爪形状のもの（４３図２１，５６図１０・１１）が認められ

る。４３図２０・２１・２３は口縁部上端に縦長の刺突文が施されている。
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０� ５㎝�
（１/４）�

１（１７図６）� ２（４３図４）�

Ⅱ１類�

３（４３図５）� ４（４３図６）�

Ⅱ２類�

５（１７図７）�
６（２８図２）�

７（２６図１）�
８（３３図１）� ９（３３図２）�

Ⅱ３類� Ⅱ４類�

１３（４３図２５）�

１４（４３図２６）�

１５（４３図３１）�
１６（４３図３２）�

Ⅱ６類�

２０（４３図３４）� ２１（４３図３５）�

Ⅱ９類�

１９（１７図１５）�

Ⅱ８類�

２５（４２図１）�
２６（４３図６２）�

Ⅱ１１類�

２７（４４図１）� ２８（４４図２）�

２９（１７図２１）�

Ⅱ１２類�

３０（２９図１）�
３１（４４図６）�

３２（４４図７）�
２４（１８図１）�

２３（４３図３８）�

２２（４３図３６）�

Ⅱ１３類�

１７（１６図１）� １８（１７図１３）�

１１（４３図２２）�

１２（４３図２４）�

１０（４３図２３）�

Ⅱ５類�

Ⅱ７類�

Ⅱ１０類�

�６類は沈線文により文様が施されるものである。沈線文は半截竹管によるものが多く，山形文

（５６図１３・１４・１５）や，蕨状文（５６図１６）などが施されている。５６図１５・１６，４３図３３は文様に小瘤が貼付

され，関山	式に併行する資料である。

�７類は沈線文や連続刺突文で区画された重層ループ文により主文様が施されるもので，関山�

式に近似する資料である。主文様は山形もしくは菱形状の文様で，地文，重層ループ文，半截竹管

の沈線文・連続刺突文の順に施されている（４０図１７，５６図１７）。口縁部上端に縦長の刺突文，その下

部に半截竹管の沈線文で小さい山形文が施されるものが多い。

�８類はコンパス文が施されるもので，その特徴から大木２ａ式までは下らないものと考えられ

る。１７図１４，５６図１９は頸部の地文を磨り消してコンパス文を施している。１７図１８・１９は地文上にコン

パス状の文様が施され，沈線間は磨り消されている。文様下部には沈線文で円文が施されている。

図５６ 上平Ａ遺跡�群土器分類図

第１節 遺物について
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�９類は地文上に連続刺突文が施されるもので，５６図２０は円形刺突文が，５６図２１は連続刺突文が数

段施されている。

�１０類は無文部と重層ループ文により文様が構成されるもので，宮田第�群土器に相当する。器

形には胴部上半が緩やかに内湾しながら立ち上がり，頸部でくびれて口縁部が緩やかに内湾するも

の（５６図２４）や，口縁部が外傾するもの（５６図２２），口縁部が緩やかに外反するもの（４３図４２）が見られ

る。口縁部は平坦口縁のものが多いが，波状を呈するもの（１７図１６）や，山形状の突起をもつもの（４３

図３７）も認められる。重層ループ文により菱形文や山形文が施され，重層ループ文が沈線で区画され

るものや（４３図４２・５７～６０），文様中心部に円形刺突文が施されるもの（４３図４１，５６図２３）もある。

また，地文間に無文部を形成する資料（５６図２４）もわずかに認められる。

�１１類は口唇部にのみ装飾が施されるもので，口唇部の形態は丸みをもつものが多い。５６図２５は

口唇部に刻み目が施され，４３図６１・６３，５６図２６は地文と同じ原体が押しつけられている。�１２類は

口縁部上端にのみ装飾が施されるもので，縦長の刺突文（４３図６４，４４図３，５６図２９）や短沈線（５６図

２７・２８）が施されている。�１３類は平行沈線文が施される資料で，半截竹管によるものが多い（５６図

３０～３２）。

�群土器 縄文時代前期に比定され，地文のみで構成される土器で，本遺跡から最も多く出土して

いる。花積下層式から大木２ａ式までの土器が含まれると考えられるが，判別は難しい。破片資料

が多く，全体的な器形を伺えるものは少ないが，いずれも深鉢である。底部から口縁部まで外傾し

ながらほぼ直線的に立ち上がるものが多く，他に口縁部が外反するものや内湾するもの等が見られ

る。底部は平底で，底部外縁が外側に張り出す器形のものが多い。口縁部は平坦口縁のものが主体

を占めるが，波状を呈するものや，山形状の小突起が付くものも見られる。地文はループ文と単節

斜縄文が主体を占め，非結束羽状縄文と組紐文も比較的多い。その他に無節縄文，結節羽状縄文，

複節縄文，異条縄文，異節縄文，撚糸文，網目状撚糸文が若干量出土している。底部には斜縄文（４７

図２６・３０）やループ文（２４図１９），組紐文（２０図３）など地文が施されるものや，刺突文が同心円状（３３

図１２）や帯状（４７図２７）に施されているものがある。２０図５・６は底部と胴部下端に半截竹管による

連続刺突文が施されている。

�群土器 縄文時代中期の土器である。４８図１９・２０は大木８ａ～８ｂ式，８図１６，４８図２１～２３は大

木９～１０式に比定され，４８図２５は加曽利Ｅ式系の土器である。

�群土器 縄文時代後期の土器である。４８図２６は綱取	式に比定され，同図２４・２８～３３は後期の粗

製土器と考えられる。 （坂 田）

石 器

本遺跡から出土した石器（石製遺物）の総点数は，１２０点（自然礫は除く）である。この内，竪穴住

居跡からは計４４点，それ以外の遺構から計９点，遺構外から計６７点の石器が出土した。

出土した石器（計１２０点）の石器組成は，石鏃１点，石匙２点，削器１点，楔形石器１点，打製石

斧１点，磨製石斧６点，礫器１点，磨石２４点，敲石６点，石皿２０点，�片５７点である。

第２編 上平Ａ遺跡
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この石器組成で特筆される点は，粉砕具と推察される磨石・敲石・石皿の組成率が全体の約４２％

と高いことである。また，加工具と推察される磨製石斧も６点と比較的多く出土した。一方，狩猟

具と推定できる石鏃は１点（４８図３５）のみが出土したにすぎず，石器組成が粉砕具・加工具に極めて

偏っていることが看取できる。

出土点数が最も多かった磨石は，機能面の状態や部位により，素材礫の側面部が機能面であるも

のと素材礫の表面もしくは裏面が機能面であるものとに大別できる。

素材礫の側面部が機能面である可能性の高い磨石は，１４点出土した（８図１９～２１・１３図５・２０図

１９・２４図２３～２６・２８図６・４９図４～７）。これらの機能面は，石（磨石）と石（石皿）とが擦れ合って

潰れたようなザラザラとした面で構成される。本報告ではこのような面に対し，「擦耗面」と呼称し，

一般に光沢を有する平滑な磨耗面とは区別した。素材礫の側面部に擦耗面が認められた磨石１４点の

内，１１点が長楕円形の扁平礫を素材としている。擦耗面は，その側面の長辺側である場合がほとん

どである。またこれらには，表面もしくは裏面に凹部を有するものや縁辺部に敲打痕が認められる

ものがない。よって擦耗面を有する磨石は，機能が限定されたものであったと推察できる。

一方，素材礫の表面もしくは裏面に磨耗面のみが認められる磨石は，１０点出土した（９図３・２０

図１６・２４図２７・２４図２８・３６図１３，他５点）。これらは円形もしくは楕円形の扁平礫を素材としてい

る。磨耗面の範囲は部分的である磨石が多く，全面が磨耗面で覆われるものはない。磨耗の度合い

も油脂光沢を有する磨耗ではなく，部分的に自然面とは異なる平滑面が認められる程度である。

また，素材礫の縁辺部に敲打痕が観察された敲石は，６点出土した（９図１・９図２・１１図１４・

２０図１７・４９図８，他１点）。本遺跡出土の敲石の特徴は，縁辺部がみな面的に潰れていることであ

る。円礫を素材にしているにもかかわらず，形態は多面体状を呈し，縁辺部は角張っている。これ

は敲石の使用頻度の高さを示していると考えている。また縁辺部の敲打痕だけではなく，表・裏面

に磨耗面や凹部が認められるものがある。このことから，敲石を用いて敲く・磨る・割るといった

作業を複合的に行っていた可能性が高い。

一方，板状の亜角礫を素材とする石皿は２０点出土した（１３図６・２１図１～５・２２図１・２５図１・

２８図７・３４図２・４１図２～４・４９図９・４９図１０・５０図１～５）。これらの石皿は片面にのみ磨耗面

が観察されたものに限られ，両面を使用したものはない。また，使用する面に加工を施した痕跡は

認められず，すべて平滑な自然面をそのまま利用している。

石皿の素材には主に花崗閃緑岩が用いられている。この石材は遺跡の立地する段丘面上には認め

られず，北側を流れる熊川の河床礫を採取した可能性が高い。しかしながら出土した石皿のなかに

は重量が４０kgを超えるものもあり，かなりの労力を費やして遺跡に搬入したと推察している。

磨製石斧は６点出土している。これらは，細粒の石材を素材とする小形の磨製石斧（２０図１３）と粗

粒の石材を素材とする大形の磨製石斧（１１図１３・１３図４・３２図３・４９図１・４９図２）に大別できる。

前者の石斧は珪質頁岩を素材としている。これは浜通り地方では採取できない石材であることから，

遠隔地よりもたらされたものと考えられる。後者の石斧は未製品もしくは欠損品である場合が多く，

第１節 遺物について
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完形品はない。これらは砂岩・安山岩を利用しているが，浜通り地方の河川では一般的な石材であ

る。このように小形と大形の磨製石斧では，搬入形態・経路が異なる可能性が高い。 （門 脇）

第２節 遺構について

平成１４年度の上平Ａ遺跡の調査において確認された遺構は，竪穴住居跡１７軒，竪穴状遺構３基，

土坑２５基，集石遺構２基，焼土遺構１基，木炭窯跡１基，小穴２６基である。この内，木炭窯跡を除

く大部分の遺構は，縄文時代前期前葉を主体とする時期の範疇で捉えることができる。

本遺跡で最も古い人類痕跡となるのは，縄文時代早期である。該期に比定できる遺構はないが，

遺構外出土遺物の中に田戸下層式・茅山下層式に比定される土器が少量ある。

本遺跡で主体を占める縄文時代前期前葉の遺構は，おおむね調査区内を馬蹄形状に分布している

（図３）。逆に調査区中央部には，あたかも広場であるかのような遺構の空白域があり，それを囲むよ

うに遺構が分布していることがわかる。集落の全容は明らかではないが，中央に広場を備えた集落

形態であったと推定している。

本遺跡で見つかった遺構の分布は，おおむね４カ所の分布域（�～�）として把握することが可能

である（図４）。分布域�は調査区南西隅の平坦面にあり，今回の調査で最も遺構が検出された範囲

である。１・２・６～１１号住居跡，１・２号竪穴状遺構，１～９号土坑，１号焼土遺構，２号集石

遺構が帰属する。この中には９～１１号住居跡のように重複関係が認められるものもある。分布域�

は調査区北側の平坦面にあり，５・１２～１６号住居跡，３号竪穴状遺構，１０～１６・２４号土坑，１号集

石遺構が帰属する。分布域�は調査区南東隅のやや南向きの緩傾斜面にあり，３・４・１７号住居跡，

１８・２１・２５号土坑が帰属する。分布域�は調査区北東隅の土坑群で，１７・１９・２０・２２・２３号土坑が

帰属する。これらは形態的特徴により貯蔵穴と推察している。

以上の４群が同時併存したかどうかは不明であるが，段丘面上の土地利用において広場空間と住

居空間，さらには貯蔵穴群といった「領域分け」が存在した可能性は高い。

個々の遺構は重複関係が少なく，出土遺物で遺構の時期を決定できるものはほとんどなかったた

め，遺構の時期細分ができなかった。しかしながら遺構内から出土した縄文土器の大半が，縄文時

代前期前葉を主体とする資料であることから，おおむね遺構は当該期に比定されると考えている。

１７軒の住居跡で竪穴の平面形を把握できたものは，３・１１・１７号住居跡を除く，１４軒である。こ

のなかで最も多くみられた平面形態は隅丸長方形で，１・４・５・７・８・１０・１２・１４・１５・１６号

住居跡の計１０軒である。次に方形を基調とするものは２・６・９号住居跡の計３軒で，円形を基調

とするものには１３号住居跡がある。

今回の調査で見つかった竪穴住居跡のなかで床面積が１０�を超える大型のものは，４ａ・１０・１４

号住居跡がある。この他，周壁は失われているが１５・１６号住居跡も同等の規模を有するものと推察

される。これらの大型住居跡に次いで，床面積が７．５�以上１０�未満の中型の竪穴住居跡は，１・
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９・１２号住居跡である。床面積が７．５�に満たない小型の住居跡は，２・６・７・８・１３号住居跡

である。この他，床面積が計測できなかったものに３・５・１１・１７号住居跡がある。

大型住居跡の平面形はいずれも隅丸長方形を呈し，柱穴配置は共通して周壁際に壁柱穴が巡る構

造である。これら住居跡では壁柱穴がほぼ同じ間隔で配置され，柱穴が床面からかなりの深度で掘

り込まれているものも少なくない。このことから，かなり頑丈な上屋構造が想定される。また床面

には地床炉が複数配置されていることから，恒常的な居住空間であったと推察している。

大型住居跡は分布域�に１０号住居跡が，分布域�に１４～１６号住居跡が，分布域�に４ａ号住居跡

が分布する。これは中央の広場空間を取り囲むような配置といえる。

小・中型住居跡では，平面形が隅丸長方形を呈する１・７・８・１２号住居跡と方形を基調とする

２・６・９号住居跡と円形を基調とする１３号住居跡に大別される。平面形による分類では，分布的

な特徴は認められない。

小・中型住居跡の柱穴配置は，以下に列挙するように極めて多様である。

� １基の主柱穴のみが床面のほぼ中央に配置される住居跡・・７号住居跡

� ２基の主柱穴が床面に配置される住居跡・・・・・・・・・１号住居跡

� 床面の周壁際に壁柱穴のみが巡る住居跡・・・・・・・・・９号住居跡

� 竪穴の外側に柱穴が巡る住居跡・・・・・・・・・・・・・１３号住居跡

� �＋�の柱穴配置を有する住居跡・・・・・・・・・・・・６号住居跡

� �＋�＋�の柱穴配置を有する住居跡・・・・・・・・・・１２号住居跡

� �～�のような規則的な柱穴配置が認められない住居跡・・２・８号住居跡

以上のような柱穴配置の特徴が，時期差であるのか，住居の性格に起因するのか明確な回答はも

ち合わせていない。しかしながら，焼失住居であると推定された１２号住居跡の検討において，上屋

が土屋根であった可能性が指摘され，かなり頑丈な構造であったと考えている。したがって必ずし

も大型住居跡に比べ，小・中型住居跡が簡素な造りであったとは言い難い側面もある。しかし，相

対的にみれば住居跡の竪穴規模が小型化するほど柱穴数は少なくなり，構造の簡素化が認められる。

４ａ・９・１０・１２・１４～１６号住居跡の床面においては，地床炉が認められた。地床炉は床面の中

央もしくは住居の長軸線上に配置される傾向が強い。また，炉の被熱範囲の下部に掘り込みを伴う

例（９・１５・１６号住居跡）も認められた。逆に小型住居跡である１・２・６～８・１３号住居跡では，

床面から炉跡が検出されなかった。したがって小型住居跡が冬季居住に適応したとは考えにくい。

前述したように大型住居跡が対称的なあり方を示すことから，季節的な「住み分け」が集落内でな

されていた可能性がある。

竪穴住居跡から見つかった地床炉以外に火の使用に関連する遺構としては，１・２号集石遺構と

１号焼土遺構がある。１・２号集石遺構の周囲には被熱痕跡が認められ，充填された礫も熱変化し

ていたことから，遺構内部で火を使用したことは明白である。集石遺構は「ボイルストーン」もし

くは「石蒸し」といった調理法を示唆する遺構と考えている。また，１号集石遺構の周りを囲むよ
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うに小穴が３基認められた。おそらく上屋が構築されていたものと考えられる。加えて１号集石遺

構の南に隣接して１６号住居跡が確認されていることから，両遺構の関連性は強いと考えている。こ

の他，２号集石遺構・１号焼土遺構にも上屋が構築されていたかは不明であるが，屋外炉であると

考えている。

３号住居跡では集石遺構の特徴を備えた炉跡が見つかっている。床面にも被熱範囲が及んでいる

ことから，炉として機能した可能性が高い。屋外で石を焼いて住居内に搬入した可能性もある。い

ずれにしろ集石を伴う炉跡が屋外ではなく屋内から見つかった例は，本県のなかでも報告例が少な

いといえる。

本遺跡で見つかった２５基の土坑は平面形・規模・周壁の立ち上がり等により，１～４類に分けた。

この内，１類土坑（８・２３号土坑）と２類土坑の一部（４・６・９・１２・１４・１７・１９・２１・２２号土坑）

の計１１基については，貯蔵穴の可能性が指摘できる。平面分布では調査区北東部の分布域�に４基

が集中する傾向があるが，他は散在している。

落し穴状土坑の可能性がある３類土坑は，１～３・７・１３・１６号土坑の計６基である。この内，

長軸方位がほぼ共通する１～３・７号土坑は同時期である可能性が高い。また本遺跡の集落の機能

時期に落し穴状土坑が併存したかどうかは，現時点では疑問が残る。しかしながら出土遺物や堆積

土の状態は，他の竪穴住居跡などの遺構と比べて違いがないことから，落し穴状土坑も縄文時代前

期頃に形成されたと考えている。平面分布では調査区南西部の分布域�に３基が集中する傾向があ

るが，他は散在している。

以上が縄文時代前期前葉の遺構についてである。特徴としては，遺構の分布密度が密ではないこ

とや重複関係が少ないことがあげられる。また，遺構から出土した遺物の量が比較的少ないことや

出土した縄文土器の大半が大木１式期に比定されることなどがあげられる。これらのことを勘案す

ると本遺跡が集落として機能した期間は，縄文時代前期前葉のなかでも限定されたものであった可

能性が高い。

この時期以降，本遺跡からは縄文時代中期・後期の土器片がわずかに出土しているが，当該期の

遺構は今回の調査では見つかっていない。この時期の遺物が表採されている調査区の西方で，該期

の遺構が見つかる可能性はある。

縄文時代以降，本遺跡で人間の活動痕跡が確認できるのは１号木炭窯跡に限られる。１号木炭窯

跡の帰属年代については，遺物が出土した訳ではないが，遺構が縄文時代のものより上位のＬ�上

面で確認されたこと，木炭の炭素年代の補正値がAD１２９０年（第３章第３節）であることを参考にす

ると，中世以降に比定できる。

１号木炭窯跡から出土した木炭の樹種同定を実施したところ，供試サンプル２点はいずれもコナ

ラ属クヌギ節であるという結果が得られた（第３章第２節）。また，調査区内では旧表土と考えられ

るＬ�に起因する土が堆積している風倒木痕が多数見つかっている。このことから中世以降の本遺

跡周辺の環境は，クヌギなどの二次性林が発達していた可能性がある。 （門 脇）
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どう だいら

第３編 道 平 遺 跡

遺 跡 記 号 ＯＫ－ＤＤＲ

所 在 地 福島県双葉郡大熊町大字大川原字西平

時代・種類 縄文・弥生・平安時代，集落跡

調 査 期 間 平成１４年９月２日～１２月４日

調 査 員 山内 幹夫・宮田 安志
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第１章 遺跡の環境と調査経過

第１節 遺跡の位置と地形
どうだいら

位 置 道平遺跡は，福島県双葉郡大熊町大字大川原字西平地内に所在する。大熊町は浜通り地方

のほぼ中央にあって東西に細長く，東側は太平洋に面している。同じ双葉郡内の双葉町が北に，富

岡町が南に，西は田村郡都路村に接する。本遺跡のある大川原地区は大熊町の南端付近にあり，富

岡町との境にも程近い。遺跡はＪＲ常磐線大野駅から南西へ約２．５�のところに位置し，大熊町の

海岸線からは約６�内陸部にある。本遺跡の７００ｍ西側を県道いわき・浪江線，すぐ北側を県道大野

停車場・大川原線が通っている。

遺跡範囲 本遺跡は，昭和３５（１９６０）年に渡部晴雄氏，昭和４６（１９７１）年に吉田農夫雄氏等により踏査

され，縄文時代晩期・弥生時代の遺物散布地として知られていた。昭和５５（１９８０）年には，団体営圃

場整備事業に伴う予備調査，発掘調査が大熊町教育委員会により実施され，縄文時代後～晩期およ

び弥生時代の遺物が多数出土している。この調査成果は『道平遺跡』，『道平遺跡の研究』の２冊の

報告書にまとめられている（渡辺・大竹１９８０・１９８３）。

現在推定される遺跡範囲は大川原川と県道大野停車場・大川原線に囲まれる１４０，５００�で，今回

図１ 道平遺跡調査範囲
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調査したのは中央からやや西寄り部分である。

地 形 大熊町の地形は，町域の西半分を阿武隈高地とそこから東へ派生する丘陵地が占め，双葉

断層付近から東半分は，熊川水系が形成した段丘地形が続く。さらに国道６号から東の海岸寄りで

は低地が主となる。本遺跡は，熊川とその南を流れる支流の大川原川の合流点に近い大川原川左岸

の低位	面から中位�面にかけての段丘面上に立地する。遺跡の標高は５０～７０ｍにわたる。団体営

圃場整備事業に伴う昭和５５年の調査範囲は，遺跡南東部の低位	面の部分にあたる（図１）。今回の

調査は，それより北西の遺跡中央部にあたる中位�面上の２，４００�について行った。周辺の標高は約

６２ｍを測る。

周辺遺跡 本遺跡の近辺には，縄文時代各期の遺跡がまとまって存在するが，多くが熊川南岸の段

丘上にある。本遺跡の大川原川対岸には本書第２編に掲載した縄文時代前期の集落遺跡である上平

Ａ遺跡をはじめとして，本遺跡同様，縄文時代後・晩期の遺物が採取されている上平Ｂ遺跡，廻谷

地遺跡，蛇保遺跡などがある。また，本遺跡の北側丘陵を隔てた熊川南岸には，後期旧石器時代や

縄文時代前期の遺物が出土した上総屋敷遺跡，本遺跡より１．５�下流には縄文時代早期の大平式土

器の標識遺跡となった大平Ａ・Ｂ遺跡が所在する。

調査前の現況 調査区付近は水田および大豆畑として利用されていた。昭和５０年代の圃場整備によ

って盛土，削平を受けており，現在の地形は遺跡の原地形から大きく改変されている。しかし，今

回の調査区付近は盛土で対応されたらしく，原地形が比較的遺存していた。調査区の東部には，大

川原川に向かう埋積谷が入り込んでいることが調査から確認できている。 （宮 田）

第２節 調査経過と調査方法

調査経過 道平遺跡は，『福島県遺跡地図・浜通り地方』（福島県教育委員会編１９９６）に記載された

周知の遺跡である。平成１４年５月，県内遺跡分布調査事業により常磐自動車道建設予定地の７，８００

�について試掘調査が実施され，工区内の２，４００�について，平成１４年度に発掘調査を行うことと

なった（�福島県文化振興事業団編２００３）。これについて，福島県教育委員会の委託を受けた財団

法人福島県文化振興事業団が調査員２名を配して対応した。

調査は平成１４年９月２日より１２月４日まで，延べ４９日間実施した。今回の調査は，９月上旬に発

掘作業員４名を雇用し，その後，作業員を９月中旬に８名，１０月上旬に７名，１０月中旬に１０名と，

作業の進捗に併せて増員を図り，最終的に作業員３０名前後の体制で円滑な調査を行うことができた。

以下に本調査の主な経過を記す。

８月下～９月上旬 調査開始に先立つ準備作業として，調査範囲の確認と縄張りを行う。その後，

駐車場用地とトイレ設営用地の整地をして，駐車場用地周辺の区画，調査連絡所と仮設トイレの設

営を行った。重機を導入して表土�ぎを行う。

９月中～下旬 １７日には調査員１名，作業員４名の体制で発掘作業を開始した。当初の作業として，

第３編 道平遺跡
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駐車場周辺の整備，調査区と周辺の安全対策を行った。その後，調査区東端から遺構検出作業を開

始した。県内遺跡分布調査事業の終了に伴い，作業員８名が加わり，１０名前後でＬ�ａ上面での遺

構検出作業が続く。この間，基本土層の確認を行う。遺物包含層はＬ�ａとＬ�ｂに分けた。Ｌ�

ａからは土師器と縄文土器が出土した。本遺跡で今回初めて確認された土師器は，調査区中央Ｐ３１

～３３グリッドにかけての範囲から出土した。

１０月上旬 遺構検出作業を継続して行った。測量杭の打設，標高点の確認，移動を行う。作業員募

集のため，９日には第２回目の雇用説明会を行った。

１０月中～下旬 １７日には重機を使用してＬ�ｂの下を約３ｍ掘り下げ，同層下に段丘礫層が続くこ

とを確認した。Ｌ�ａ上面で遺構が検出されなかったことから，同層の範囲を記録し，同層の掘り

込みを開始する。この間，富岡町から作業員８名を動員し，３０名程度の登録人数となる。作業員を

増員したことにより，調査区内のほぼ全面で作業展開して，Ｌ�ａの掘り込みが終了した。

１１月上～中旬 Ｌ�ｂ上面で検出作業を行った。調査区西側主体に検出作業を展開した。西南部調

査区壁際で１号土坑を検出し，精査した。Ｌ�ｂに含まれる礫をバックホーにて除去した。

１１月下旬 １８～２２日にかけてＬ�ｂを掘り下げた。Ｌ�ａ上面にて２～４号土坑を検出し，精査し

た。２４～２８日にかけて遺跡基底面までの掘り下げを終了した。調査区全景の写真を撮影し，地形測

量を行い，道平遺跡の調査を終了した。

１２月上旬 若干の残務整理と器材の撤収を行い，平成１４年１２月４日に福島県教育委員会・福島県文

化振興事業団から日本道路公団に調査範囲を引き渡した。引き渡しに際しては，道路工事着工まで

に時間があることから危険防止のため，調査区の埋め戻しを行った。

調査方法 本調査は，基本的には序章第４節で述べた方法に従っているので，共通項目は割愛する。

なお，本遺跡の調査にのみ適用した項目は，次の２点である。

�グリッド（１０×１０ｍ）の基点は，調査区北西の国土座標Ｘ：１５４，９００，Ｙ：１００，５００に定めた（日本

測地系公共座標第�系に基づく）。１０ｍごとに区分けされた各方眼は，基点の座標から西から東

へ付したアルファベットＡ・Ｂ・Ｃ・・・と，北から南へ付した算用数字１・２・３・・・を組

み合わせてＡ１，Ｂ２グリッド等と呼称した。

�本編の掲載遺物については，本調査での出土遺物が判別不能な細片が多いため，平成１４年度試掘

調査出土遺物も併せて掲載している。本調査出土遺物については，グリッドでおおまかな出土位

置を示した。試掘調査出土遺物に関しては，トレンチ番号とトレンチ略号Ｔを組み合わせた呼称

で出土位置を示している。出土層位については，本調査と試掘調査の分層基準が異なるため，そ

れぞれの調査時の土層を記している。例えば，Ｐ３３Ｌ�ａとは本調査Ｐ３３グリッドの�ａ層出土

の遺物であり，１４ＴＬ�とは試掘調査の１４トレンチ�層出土の遺物であることを示す。 （宮 田）

第３編 道平遺跡
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　基本土層（ＡＡ′,ＢＢ′）�
ＬⅠ　　黄灰色粘質土２.５Ｙ６/１（小礫少量含む）�
ＬⅡａ　赤黒色土２.５ＹＲ２/１（小礫微量含む）�
ＬⅡｂ　黒褐色土１０ＹＲ２/２（小礫微量含む）�

ＬⅢａ　暗褐色土１０ＹＲ３/３（黒褐色土粒多量含む）�
ＬⅢｂ　黄褐色土１０ＹＲ５/６（小礫微量含む）�
�

LⅡａの分布範囲�

６２
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ｍ
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６２
.２５
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�

第２章 遺構と遺物

第１節 遺跡の概要と基本土層

遺構の分布（図３，写真２）

今回の調査で検出した遺構は，土坑４基である。出土遺物の総数は試掘調査で出土したものも含

めて土器片６５３点（縄文土器５６６点，弥生土器９点，土師器７８点），土製品２点，石器類９点である。

遺物はすべて遺構外出土の資料で，その年代は縄文時代後期・晩期を主体とする。

土坑は，調査区の南東側と南西側に見られる谷頭周辺に分布する。遺物は調査区南東側から多く

図３ 遺構配置図と基本土層
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出土していることから，この周辺の東側にあたる調査区外には，縄文時代後・晩期および平安時代

の集落が存在した可能性がある。

基本土層（図３，写真３）

今回の調査区は，圃場整備による地形改変を受けていたが，その大半は盛土であったことから，

旧地形は良好に遺存していた。また，試掘調査で区分された層位と今回の調査で区分した層位では，

若干異なっている。そのため土色や含有物に基づいて両者の層位を対比した。以下に各層の特徴を

記す。

Ｌ� 耕作土および盛土で調査区全体に堆積している。表面は現在の畑の耕作土だが，水田の床

土層もみられた。試掘調査のＬ�～�に相当する。

Ｌ�ａ 層厚１０～３０�を測り，調査区の北側を除くほぼ全面を覆っていた。縄文時代後・晩期，弥

生時代，平安時代の遺物を包含している。Ｌ�に関連する鉄分の沈殿が見られる。試掘調

査のＬ�上部に相当する。

Ｌ�ｂ 層厚２０～４０�を測る。調査区の全体を覆っていたが，南寄りほど堆積が厚くなる。縄文時

代後期・晩期，弥生時代の遺物を包含している。試掘調査のＬ�下部に相当する。

Ｌ�ａ 調査区のほぼ全体を覆う。黒褐色土と黄褐色土の混じった漸移層である。本層以下は無遺

物層である。試掘調査のＬ	上部に相当する。

Ｌ�ｂ 本遺跡の基盤層である。黄褐色土層で段丘礫を含む。試掘調査のＬ	下部に相当する。

土器分類

今回出土した土器の分類については，器形および文様の特徴から下記のように分類した。

�群土器…縄文時代中期に比定される土器である。

�群土器…縄文時代後期・晩期に比定される土器を一括した。

�群土器…弥生時代に比定される土器を一括した。

�群土器…平安時代に比定される土器を一括した。 （宮 田）

第２節 土 坑

１号土坑 ＳＫ０１ （図４，写真４）

本土坑は，調査区南西部のＬ３３・Ｍ３３グリッドに位置する。平面形を確認したのはＬ�ｂ上面で

あるが，調査区境の断面観察からＬ�ｂ上面から掘り込まれていることがわかった。遺構の南側が

調査区外に伸びるため，全体の規模は不明である。

遺構内堆積土は２層に分けられ，堆積状況から自然堆積と判断した。平面形は長楕円形と推測さ

れ，規模は南北約１００�，東西約４０�を測る。掘込面からの深さは約６０�である。底面はＬ�ｂの

自然礫によりやや凹凸がある。

出土遺物は無いが，弥生時代後期の土器を含むＬ�ｂを掘り込んでいることから，その時期以降

第３編 道平遺跡
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　１号土坑堆積土�
１　黒色土７.５ＹＲ２/１（暗褐色土塊少量，礫微量含む）�
２　黒色土１０ＹＲ２/１（褐色土塊多量含む）�
�

　２号土坑堆積土�
１　黒褐色土１０ＹＲ２/３�
　　（砂礫少量含む）�
２　暗褐色土１０ＹＲ３/３�
　　（黄褐色土塊多量含む）�

　３号土坑堆積土�
１　黒褐色土７.５ＹＲ２/２�
　　（暗褐色土塊・礫少量含む）�
�

　４号土坑堆積土�
１　黒褐色土７.５ＹＲ２/２�
�

調�査�区�外�

の土坑と考えられる。性格は不明である。 （宮 田）

２号土坑 ＳＫ０２ （図４，写真４）

本土坑は調査区中央部からやや東寄りのＰ３３グリッドに位置する。検出面はＬ�ａ上面である。

堆積土は２層に分けられる。
１はＬ�ｂを基調とする流入土で，
２はＬ�ａの崩落土と考えら

れる。平面形は東西７５�，南北４８�を測る不整な隅丸長方形を呈し，検出面からの深さは約４０�を

測る。周壁は約７０°の角度で立ち上がり，底面は自然礫が見られるものの平坦である。

出土遺物が無く，年代・性格とも不明である。 （宮 田）

３号土坑 ＳＫ０３ （図４，写真４）

本土坑は，調査区西寄りのＬ３１・３２グリッドに位置する。検出面はＬ�ａ上面で，暗褐色土の広

がりとして検出した。北西側約２ｍには４号土坑が位置する。堆積土はＬ�ｂを基調とする黒褐色

図４ １～４号土坑

第２節 土 坑
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土の単一層で，Ｌ�ｂが自然流入したものと判断した。平面形は隅丸長方形を呈し，規模は南北約

１３０�，東西約９０�を測る。検出面からの深さは３２�である。周壁は角度は７０°前後で立ち上がる。

底面は中央部がやや高くなるが，おおむね平坦である。

出土遺物が無いので，性格・年代とも不明である。 （宮 田）

４号土坑 ＳＫ０４ （図４，写真４）

本遺構は調査区西側のＬ３１グリッドに位置する。検出面はＬ�ａ上面である。他遺構との重複は

なく，約２ｍ南東に３号土坑が存在する。遺構内堆積土は，Ｌ�ｂを基質とする黒褐色土である。

平面形は楕円形を呈し，規模は長径９３�，短径６０�を測る。検出面からの深さは３０�である。底面

はＬ�ｂに達し，やや丸みを帯びる。周壁の立ち上がりは７０～８０°と急角度である。

出土遺物は無く，性格・年代とも不明である。 （宮 田）

第３節 遺構外出土遺物

本節では，今回の発掘調査で遺構外から出土した遺物以外に，平成１４年度の試掘調査で出土した

遺物も合わせて掲載した。遺物掲載方法については，第１章第２節で述べたとおりである。

発掘調査と試掘調査の層位は，各調査でとらえ方に違いがあり，対応しない。試掘調査の詳細は

『福島県内遺跡分布調査報告９』（�福島県文化振興事業団編２００３）を参照していただきたい。

今回調査した遺構以外からは，縄文土器片３６８点，弥生土器片３点，土師器片７１点，土製品２点，

石器類８点が出土し，試掘調査からは縄文土器片１９８点，弥生土器片６点，土師器片７点，石器類

１点が出土した。このうち，発掘調査と試掘調査の地点別における点数を図５に示した。調査区東

側や南東側のＯ３３，Ｐ３１～３３，Ｑ３２・３３グリッドから土器が多く出土し，谷地形となる低い部分に

土器の分布が集中している。遺物はＬ�ａとＬ�ｂから出土しているが，Ｌ�ａでは縄文土器と土

図５ グリッド，トレンチ別土器出土点数
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師器とが混在している。これらの点は，試掘調査の成果とほぼ一致している。 （宮 田）

土 器（図６～８，写真５・６）

�群土器 縄文時代中期の土器を本群とする。

６図１～４は中期末葉の土器と考えられる。１は浅鉢の口縁部に隆沈線で区画された楕円文が認

められる。２～４は沈線により縄文部の主文様を沈線で取り囲んでいる。

�群土器 縄文時代後・晩期の土器を本群とする。本群が最も多く出土している。

１類 綱取�・�式に相当するもので，６図５～２１が該当する。５～１２は綱取�式および�式の

古い段階の資料と考えられる。５～７は口縁部に盲孔が認められ，６には刻み状の隆帯，５には

「Ｃ」字状の隆帯が施されている。８には横位隆帯，９には胴部に垂下する蛇行沈線が施されてい

る。１０～１２は縄文地文上に蕨手文と考えられる沈線区画が描かれている。１３～１６は綱取�式の新し

い段階の資料と考えられる。いずれも，集合沈線文が施され，１３には「Ｂ」字状の盲孔が見られる。

１７～２１は本類の中で新旧の判断ができなかったもので，口縁部あるいは口縁部付近に横位沈線文が

施されている。

２類 堀之内２式に相当するもので，６図２２～３１が該当する。２２・２３は口縁部内面に沈線が施さ

れる。２３～２８は横位・斜位沈線間に縄文を施したものである。２９・３０は同一個体と考えられる壺形

土器で，器形はソロバン玉状を呈する。文様は沈線区画内に磨消縄文手法による無文帯を形成し，

垂下する蛇行沈線を施している。内面の調整は雑である。３１は注口土器で，器表面は丁寧に磨かれ，

注口の両側に平行沈線による文様が描かれている。沈線の端部には瘤状の粘土貼り付けが認められ

る。

３類 縄文時代後期中～末葉と考えられるもので，６図３２・３３が該当する。３２は口縁部が肥厚し，

磨消縄文手法による中葉の加曽利Ｂ式期，３３は入組文が描かれている末葉のものと考えられる。

４類 縄文時代晩期の土器で，６図３４～４５が該当する。３４は小波状の口縁を呈する壺形土器で，

頸部に無文帯を形成し，口縁部と胴部には単節縄文が施されている。内外面に炭化物の付着が認め

られる。３５・３６は口縁部が「く」字状に外傾し，無文部の口縁部と縄文地文の胴部からなる。３７・

３８は同一個体で，文様が沈線により直線的に描かれることから大洞Ａ式と考えられる。３９～４１は口

縁部に横位沈線が施されている。このうち，３９は口縁部内面に沈線が見られることから大洞Ａ式と

考えられる。４２は壺形土器の頸部片で，無文の頸部下に２条の沈線が施されている。また，器表面

は丁寧に磨かれている。４３は入組三叉文から大洞Ｂ式，４４は雲形文から大洞Ｃ１式と考えられる。

４５は綾繰文が施されることから晩期前半のものと考えられる。

５類 縄文時代後・晩期の地文・無文の口縁部・胴部資料と底部資料を一括した。６図４６～４８，

７図１～５３が該当する。６図４６～４８，７図１～４２は地文が施されたもので，この中には，粗製土器

以外に精製・半粗製土器の資料が含まれるものと考えられる。６図４６～４８，７図１～５は条線文の

施されたものである。６図４７・４８の条線文は口縁部で横位方向，胴部で蛇行状に施され，７図１～

５は横・縦位方向や弧状に施されている。６図４６，７図５の条線は半截竹管の半截側で描かれてい
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る。

７図６～４４は縄文が施されたものである。６～２５は斜行縄文が施され，使用原体には単節と無節

のものがある。その種類には，単節縄文ＬＲ（６～１６），単節縄文ＲＬ（１７～２０），無節縄文Ｌ（２１・

２２），無節縄文Ｒ（２３）がある。このうち，２２は浅鉢と考えられる。６は外面に縄文，内面に条痕状の

調整が施されており，胎土には植物繊維が微量混和されるため，縄文時代早期末葉の可能性がある。

２４・２５は異原体による羽状縄文が施されている。２６～３３は撚糸文が施されるものである。３４～４０は

網目状撚糸文が施されるもので，縄文原体の施文が横方向のもの（３４・３５）と縦方向のもの（３６～４０）

がある。４１～４５は無文のもので，４１は小波状口縁を呈し，４２は内面に粘土を貼付して，口縁部を肥

厚させている。４３には口縁部と胴部の境に沈線が施されている。４４にはナデ状の器面調整が観察で

きる。４５には丁寧な器面調整，４６～５３は底部資料である。４９・５０には木葉痕が，５２・５３には網代痕

が認められる。

�群土器 弥生時代の土器を本群とする。大きく２時期に分けられる。

１類 弥生時代中期後葉の土器で，８図１～３が該当する。２本同時施文の渦文が描かれている。

２類 弥生時代後期の天王山式で，８図４～６が該当する。４～６は同一個体である。口縁部は，

折り返し口縁で，その下位には交互刺突文が施され，底部は上底風を呈する。

�群土器 平安時代の土器を本群とする。いずれも土師器で，器種には杯・甕・筒形土器がある。

８図７は土師器杯の底部である。底部には回転糸切り痕が観察されるが，内面の調整は確認できな

かった。８～１５は土師器甕である。８・９はロクロ整形による口縁部資料である。器形は，８が胴

部から口縁部に向かってすぼまり，口縁部が「く」字状に外傾するもの，９は胴部から直立に立ち

上がり口縁部で外反するものである。１０は外面にケズリ，内面にナデ調整が施される胴部資料で，

整形方法は不明である。１１～１５は非ロクロ整形の胴下半部から底部にかけての資料で，内外面にナ

デやケズリが施されている。このうち，１１の底部には木葉痕が認められる。１６は筒形土器の底部で

ある。器壁が薄く，内面の周縁には炭化物が付着している。

土製品（図８，写真６）

８図１７・１８は土器片製円盤である。いずれも打ち欠いて整形したもので，１８は打ち欠いただけで

あるが，１７は周縁部が部分的に研磨されている。

石 器（図８，写真６）

８図１９～２１は石鏃である。石鏃には１９・２０の有茎石鏃と２１のような無茎凹基石鏃がある。器表面

の一部に素材�離面を残す１９と，器面全体に調整�離が及ぶ２０・２１がある。特に，１９・２０の先端部

および基部の作り出しには，入念な調整が加えられている。８図２２・２３は�片である。２２は単�離

面と打面を有する縦長�片である。２３は上側縁の両面に調整加工が施されている。８図２４は石核で

ある。表面に自然面が残るもので，打面と作業面を転移しながら�片�離を行っている。打面調整

は行われていない。 （宮 田・国 井）
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第３章 ま と め

今回の道平遺跡の調査では，土坑が４基確認され，遺物では縄文土器片，弥生土器片，土師器片，

土製品，石器類が出土した。検出された土坑は，いずれも明確な時期を確定することができなかっ

た。このため本章では，出土した土器を中心に遺跡の変遷を述べることとする。

今回の調査で発見された最古の資料は，縄文時代中期後葉に位置づけられる大木９式期の土器で

あるが，その出土量は少ない。また，昭和５５年の調査（渡辺・大竹１９８０）でも該期の土器がわずかに

出土しているが，これまでに該期に比定される遺構は道平遺跡では確認されていない。

続いて，縄文時代後期から晩期にかけての資料が確認されている。これらの土器の多くは，調査

区南東部の狭い範囲から出土している。該期の土器は，出土土器全体の８割以上を占め，調査区内

で主体となるものである。縄文時代後期前葉では，綱取�式～堀之内２式土器が見られ，該期のな

かで土器の出土量が最も多い。後期中葉（加曽利Ｂ式期）～後葉の土器は，出土量が極端に少ない。

縄文時代晩期では，大洞Ｂ・Ｃ１・Ａ式に比定される精製・半粗製土器と，晩期中～後葉と考え

られる網目状撚糸文や撚糸文の粗製土器が確認されている。よって晩期では，前～後葉の各期を通

じての土器が見つかったことになる。

中位段丘面上に位置する今回の調査区では，縄文時代後～晩期の遺構は確認できなかった。しか

しながら昭和５５年の発掘調査（渡辺・大竹１９８３）では，埋設土器群や住居跡の存在が明らかにされて

いることから，該期の集落域は大川原川に近い低位段丘面上を主体としていたと推察される。

縄文時代以降では，弥生時代中～後期の土器が少量出土しているに過ぎない。弥生時代中期後葉

に比定される土器では二本同時施文を有するものがあり，その特徴から天神原式期の資料と判断し

た。後期の土器では交互刺突文を施すものがあり，天王山式期の資料と考えられる。

弥生時代以降，本遺跡内における生活痕跡は平安時代まで途絶える。該期の土師器の多くは調査

区南東部から出土している。器種は，杯・甕・筒形土器を組成する。甕には，ロクロ成形と非ロク

ロ成形のものがあるが，その詳細な時期については不明である。

今回，調査を行った区域では住居跡や埋設土器群が確認できなかったことから，縄文・弥生・平

安時代を通じて集落の居住空間や墓域ではなかったと考えられる。先述したように縄文時代後～晩

期の集落は，今回の調査区より一段低い段丘面に営まれていたと推察される。しかし今回の調査区

でも希薄ながら当該期の遺物が確認されたことから，道平集落の生活領域の一部であったことは間

違いないであろう。

また，弥生時代中～後期と平安時代の遺物が出土したことで，道平遺跡の年代が少なくとも該期

まで下る可能性が出てきた。今後，道平遺跡で予定される常磐自動車道遺跡関連の調査において，

遺跡の全容が解明されることに期待したい。 （宮 田・国 井）
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ｂｂ ｃｃ

１１ ２号住居跡細部 ａ 断面（南から）
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ａａ

ｂｂ ｃｃ
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ａａ

ｂｂ ｃｃ
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ｂ 炭化材・焼土塊検出状況（南から） ｃ 炉跡全景（南から）
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３４ １３号住居跡 （南から）

ａａ

ｂｂ ｃｃ
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ｂ Ｐ３断面（南から） ｃ Ｐ５断面（南から）

第２編 上平Ａ遺跡

１８４



３６ １４号住居跡 （東から）

ａａ

ｂｂ ｃｃ

３７ １４号住居跡細部 ａ 断面（南から）
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３８ １５号住居跡 （南西から）

ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ
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ｃ Ｐ６断面（南から） ｄ Ｐ７断面（南から）
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４０ １６号住居跡 （南から）

ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

４１ １６号住居跡細部 ａ Ａ炉全景（南から） ｂ Ｂ炉全景（南から）
ｃ Ｐ７断面（南から） ｄ Ｐ８断面（南から）
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４２ １７号住居跡 （南から）

ａａ

ｂｂ ｃｃ

４３ １７号住居跡細部 ａ 断面（西から）
ｂ Ｐ１断面（西から） ｃ Ｐ１０・１１断面（西から）
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４４ １号竪穴状遺構 （北から）

４５ ２号竪穴状遺構 （東から）
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４６ ３号竪穴状遺構 （東から）

ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

４７ １～３号竪穴状遺構細部 ａ １号竪穴状遺構断面（南から） ｂ ２号竪穴状遺構断面（東から）
ｃ ３号竪穴状遺構断面（南から） ｄ 作業風景（東から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

４８ １～４号土坑 ａ １号土坑断面（南から） ｂ １号土坑全景（南から）
ｃ ２号土坑断面（南東から） ｄ ２号土坑全景（南から）
ｅ ３号土坑断面（西から） ｆ ３号土坑全景（西から）
ｇ ４号土坑断面（南から） ｈ ４号土坑全景（東から）１９１



ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

４９ ５～８号土坑 ａ ５号土坑断面（東から） ｂ ５号土坑全景（南から）
ｃ ６号土坑断面（南から） ｄ ６号土坑全景（南から）
ｅ ７号土坑断面（南から） ｆ ７号土坑全景（南から）
ｇ ８号土坑断面（南から） ｈ ８号土坑全景（南から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

５０ ９～１２号土坑 ａ ９号土坑断面（南から） ｂ ９号土坑全景（南から）
ｃ １０号土坑断面（東から） ｄ １０号土坑全景（南から）
ｅ １１号土坑断面（西から） ｆ １１号土坑全景（西から）
ｇ １２号土坑断面（東から） ｈ １２号土坑全景（南から）１９３



ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

５１ １３～１６号土坑 ａ １３号土坑断面（南から） ｂ １３号土坑全景（北から）
ｃ １４号土坑断面（南から） ｄ １４号土坑全景（南から）
ｅ １５号土坑断面（南から） ｆ １５号土坑全景（南から）
ｇ １６号土坑断面（東から） ｈ １６号土坑全景（南から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

５２ １７～２０号土坑 ａ １７号土坑断面（東から） ｂ １７号土坑全景（南から）
ｃ １８号土坑断面（南から） ｄ １８号土坑全景（南から）
ｅ １９号土坑断面（南から） ｆ １９号土坑全景（南から）
ｇ ２０号土坑断面（南から） ｈ ２０号土坑全景（南から）１９５



ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

５３ ２１～２４号土坑 ａ ２１号土坑断面（南から） ｂ ２１号土坑全景（南から）
ｃ ２２号土坑断面（南から） ｄ ２２号土坑全景（南から）
ｅ ２３号土坑断面（南から） ｆ ２３号土坑全景（北から）
ｇ ２４号土坑全景（東から） ｈ 作業風景（北西から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

５４ ２５号土坑，１・２号集石遺構，
１号焼土遺構

ａ ２５号土坑断面（西から） ｂ ２５号土坑全景（東から）
ｃ １号集石遺構全景（北西から） ｄ １号集石遺構集石部分拡大（北西から）
ｅ ２号集石遺構全景（北から） ｆ ２号集石遺構断ち割り断面（東から）
ｇ １号焼土遺構全景（南から） ｈ １号焼土遺構断ち割り断面（北東から）１９７



５５ １号木炭窯跡 （北東から）

ａａ

ｂｂ ｃｃ

５６ １号木炭窯跡細部 ａ １号木炭窯跡断面（北西から）
ｂ １号木炭窯跡断面拡大（南から） ｃ １号木炭窯跡検出（南西から）
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５７ １・３号住居跡出土遺物

５８ ４ａ号住居跡出土遺物
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１３図２（ＳＩ０５）

８図１７（ＳＩ０３）
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１６図８（ＳＩ０８）

１６図９（ＳＩ０８）

１３図６（ＳＩ０５）

５９ ３～８号住居跡出土遺物
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２０図１３

１９図１

１８図２０

１７図１４

２０図１８ ２１図３

１７図１５

１８図１

１９図１４

６０ ９号住居跡出土遺物（１）
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１７図１

１８図１５

１８図２５

１８図１４

１７図８
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１８図７

１８図１３

６１ ９号住居跡出土遺物（２）
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１９図６

１８図１９
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２０図１
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２４図１（ＳＩ１０）
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２９図１（ＳＩ１３）
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３３図１１（ＳＩ１６）

６４ １０・１２～１７号住居跡出土遺物
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４３図７（Ｇ１６ Ｌ�ｂ）

４０図１７（ＳＫ１０）

３６図３（ＳＸ０１）

４０図１１（ＳＫ０３）
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（Ｆ１２ Ｌ�ｂ）

４３図２１（Ｉ１１ Ｌ�）

３６図１０（ＳＸ０１）

４０図２０（ＳＫ１８）

４３図６
（Ｆ１２ Ｌ�ｂ）

４０図４（ＳＫ０１）

４３図１４
（Ｈ１５ Ｌ�ｂ）

４３図１０
（Ｈ１３ Ｌ�ｂ）

４３図２（Ｈ１４ Ｌ�ｂ）

３６図９（ＳＸ０１）
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（Ｉ１２ Ｌ�ｂ）

４０図７（ＳＫ０３）

３６図４（ＳＸ０１）

４０図２５（ＳＫ２３）

４３図１３
（Ｊ１２ Ｌ�ｂ）

３６図８（ＳＸ０１）

４３図１９
（Ｉ１１ Ｌ�ｂ）
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（Ｈ１４ Ｆ）

４０図１（ＳＫ０１）

４０図２４（ＳＫ２１）

４３図１７
（Ｆ１３ Ｌ�ｂ）

３６図１１（ＳＸ０１）
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４３図１８
（Ｈ１４ Ｆ）

４０図１６（ＳＫ０８）

６５ １号竪穴状遺構，１・３・５・８・１０・１８・２１・２３号土坑，１号木炭窯跡出土遺物

６６ 遺構外出土遺物（１）
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６８ 遺構外出土遺物（３）
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６９ 遺構外出土遺物（４）
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７２ 縄文土器細部
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